




2023年
大阪府知事選挙の総括

はじめに

明るい民主大阪府政をつくる会
常任幹事会

　明るい民主大阪府政をつくる会（以下、「明るい

会」）は、大阪府知事選挙（2023年4月9日投開票）に

おいて、１２年ぶりの独自候補として、無所属のたつ

みコータロー氏（元参院議員）を擁立して、１月初旬

から短期決戦のたたかいに臨んだ。しかし、知事選

挙の結果については、26万3,355票（得票率約８％）

を獲得したものの、残念ながら及ばなかった。

　現職の吉村洋文氏（大阪維新の会）は、過去最

高の243万9,444票（同約74％）、有権者の約３割

を占める得票で再選した。政治団体｢アップデート

おおさか」は、知事候補に谷口真由美氏（大阪芸

術大学客員准教授）を、大阪市長候補として自民

党を離党した北野妙子氏をいずれも無所属で擁立

した。立憲民主党は、谷口氏を「自主支援」し、自

民・公明が｢自主投票」とするなど、独自候補を擁

立することができない事態を招いた。

　このような選挙の結果を受けて、「なぜ維新が

大勝を果たしたのか」、「どうすれば維新に勝てる

のか」、「なぜ候補者を一本化できなかったのか」

など、率直な意見が寄せられている。

　ついては、十分な総括を行うとともに、｢明るい

会」の役割を再確認し、新たな知事選をたたかう

値打ちと捉え、さまざまな課題や困難を克服する

努力が求められている。

１．「論戦の力」どんな役割を発揮してきたのか
　知事選の重要なテーマである「カジノ誘致」「コロ

ナ対策」「教育改革」を中心に「たつみコータローレイ

ンボー・プラン」として政策をまとめ、トークライブや

テレビ討論でも積極的に訴えて論戦を展開した。そ

して、維新がもっとも嫌がる「カジノ問題」を大きな争

点に浮かび上がらせることができた。さらに、「グリー

ン革命・ニューディール」をカジノに代わる経済成長

の政策として、環境問題にも踏み込んで府民の関心

と共感を呼ぶことができ、今後とも新たな政策づくり

や要求運動など積極的に活用できるものとなった。

　維新は、「カジノ問題」「コロナ対策」に一言も触

れない「大阪府市政策集（維新マニフェスト）」を

発表したが、批判に押されて「カジノ」を語らざるを

得なくなり、「カジノはＩＲ面積の３％」などウソとペ

テンで逃げ切る姿勢に終始した。その一方で、「過

去の大阪に戻すか前に進めるか」という「虚構の土

俵」を敷いて、「二重行政のムダを削れば成長す

る」「身を切る改革で財政再建」「その力で教育無

償化」など大阪の行き詰まりの要因や責任を棚上

げにし、街頭宣伝やＳＮＳ発信を徹底させた。

　多くの在阪メディアが維新の政治姿勢への批判

も検証もなく、維新の発信を垂れ流していた。ま

た、国と大阪の政治の歪みのおおもとから改革を

訴える政党や労組、民主勢力や「市民と野党の共

闘」をつぶすために先兵の役割を果たした。

　一方で、自民党などの陣営が維新との正面対決

を避ける態度をとり、自民党支持層が大量に吉村

氏に流れるなど、支持基盤は大きく崩れている。

２．「共同の力」多数派形成できる条件はあったのか
　「明るい会」独自候補としてのたつみ氏擁立は、

「コータローさんが出馬すると聞いた時、大阪の未

来に希望を感じた」｢これで元気な気持ちでたたか

える」「自分たちの要求・政策を堂 と々言えるのがう

れしい」など、多くの歓迎の声が寄せられた。「候

補者が抜群で自分たちの要求をまっすぐに届けて

くれる力強さがある」との感想も寄せられている。

　一方で、「1月の出馬表明では遅すぎる」「（独自

候補は評価に値するが）カジノ反対での共同の候

補者調整を図るのが望ましい」「市民と野党による

統一候補を立てることが勝利への道」と維新の候

補者に対抗するため、自民党支持者を含む「反維

新勢力」による「カジノ反対で候補者一本化」を求

める根強い意見が一部で出された。

　この「候補者の一本化」にあたっては、「共同の

意思」「共通政策上の一致」「対等平等と相互尊

重」などが不可欠である。しかし、今回の知事選で

はその条件が整わなかった。

　谷口候補とアップデートおおさかが「カジノ反

対」を明確に表明できず、「カジノ反対」を掲げる

団体や個人に対して一線を画す態度をとった。引

き続き、広範な府民との共同を広げていく姿勢は

変わるものではなく、府政の転換をめざし共同を

追求することは重要である。

　論戦・政策では、維新が嫌がる「カジノの争点

化」を論戦の土俵に乗せることができたことは評価

できる。さらに、カジノ誘致反対の幅広い団体との

共同を広げることができた。

　それと同時に、「カジノ反対」の立場であっても、

維新を選択した人が少なくなかったことが出口調

査などでも明らかになっており、こうした状況をどう

分析するか重要な課題である。

　どんな共同でも「反維新」だけで勝てる条件に

広がらない。維新を打ち破るために各界各層の幅

広い府民の共同が必要であり、「どんな府政をめざ

すか」「切実な要求を阻むのは誰なのか」を府民要

求と結合させて勝利への展望とともに、維新政治

を終結する必要性を府民に示すことが求められて

いる。

　だからこそ、①府民多数を結集できる明確な政

策を打ち出す、②要求で一致する勢力が相互協力

で立ち向かう体制、③中心的役割を担うべき「明る

い会」が政策的・組織的にイニシアチブを発揮で

きる体制強化が重要な課題となっている。　

　こうした状況のなかで、「維新フェイク宣伝」に対し

て、単なる「批判」だけに終わらず、その根本的な要

因を鋭く切り込み、維新と違う「もう一つの選択肢」

として対案を示すことが大きな課題となっている。

　知事選でたつみコータロー候補がいろんなス

テージで「論戦」をリードし、府民にもわかりやすく

「維新政治の本質」を訴え、大きな共感を得るなど

新たな一歩を築いた。
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３．選挙体制、組織・宣伝活動など課題

1 知事選だけでなく日常的な活動の強化を
　１２年ぶりの独自候補を擁立した選挙体制で

は、立ち上げから本番にかけて、幾多の困難を抱

えながらも「派遣スタッフ」をはじめ、地域と団体

が懸命に奮闘してきた。しかし、たつみ選挙事務

所の運営をはじめ、万全の選挙体制で臨むことが

できなかった。幹事団体と地域連絡会を中心にし

て、それぞれ責任の明確化と役割分担など総括

し、日常活動の強化と４年後の知事選勝利をめざ

す新たな展望を示すことが求められている。

　「たつみコータローレインボー・プラン」は、幹事

団体と地域連絡会でも大いに歓迎され、宣伝時で

も府民に支持と共感を広げることができた。しか

し、「もっと学び合える時間があればよかった」「こ

れを活かすため、次の担い手がつくれなかった」と

の意見が出され、政策づくりや「しゃべり場」の開

催、テーマ別連続学習会など、早い時期からの知

事選に向けた日常活動の推進と幅広い府民に働

きかける工夫など新たな課題となっている。

さいごに
　維新政治が始まって１５年が経過し、府内４３

自治体の内、維新公認の首長が２０自治体に広が

り、維新以外の自治体でも市政運営などに大きな

影響を与えている。有権者の３割が吉村氏に投票

する背景には、国政や自治体行政における暮らし

や安全が脅かされる悪政が続くもとで、漠然とし

た「政治不信」がまん延し、そこに維新政治への評

価と期待が結びついている。

　「明るい会」としては、府民にわかりやすく「どん

な府政をめざしていくのか」「住民の立場から公共

の役割とはなにか」など府民目線で働きかけ、住民

に役立つ情報発信で身近な自治体づくりを明らか

にし、維新政治から「いのちとくらしを守る府民が

主人公の府政」に転換する方針と展望を示すこと

が求められている。「知事選での勝利に何が必要

か」という問いかけに対して、府民要求に基づいた

日常活動の重要性など、４年後を見通して早い段

階で計画的な取り組みが重要である。

　そのなかで、維新政治から「府民の声が届く府

政」の実現をめざしていく必要性を訴え、府民的な

多数派形成をつくることが急務となっている。

　これからの維新府政の動向とともに、府民の声

に絶えず耳を傾けて、幹事団体と地域連絡会から

の双方向の意思疎通をはかり、さまざまな要望や

意見を集約して、常任幹事団体を先頭に引き続き

奮闘する決意である。

2 たつみ支持を広げる地道な府民との総対話
　「明るい会」として、知事選勝利に向けた「府民

との200万対話」という目標に対して、最終的には

71万8,241対話という到達であった。これまで知事

選の意義や「明るい会」の政策・要求をはじめ、総

対話でたつみコータロー支持を広範な府民に訴え

る状況に至らず、知事選を勝ち抜く府民との対話

活動での大きな支持を得ることができなかった。

　知事選をたたかう当初から幹事団体・地域での

意思統一や結集体制を含めて、重大な問題を最後

まで克服することができなかった。あらためて「明

るい会」構成団体の組織的力量をさらに高めて、

地域連絡会の体制確立が急務となっている。

　各団体や地域の独自課題もあるが、「選挙の時

だけでなく日常的に地道な活動」が今こそ求められ

ている。「明るい会」としても知事選に向けた取り組

み強化が求められている。

3 トークライブやＳＮＳ発信など新たにチャレンジ
　宣伝戦では、大型ビジョンカーや大画面スク

リーンを使って、双方向型による「トークライブ」を

積極的に取り組んだ。たつみ氏への意見や質問が

相次ぐなど、訴えを聞いた府民には共感が広がり、

少なくない街頭カンパも寄せられた。

　毎週の「ほっとカフェ」配信、ツイッターなどＳＮ

Ｓを積極的に活用した情報発信に取り組み、未経

験者が参加した新しい挑戦であり、多くの構成員

が参加できる手立てや工夫など、さらに効果的な

発信が求められる。幅広い層との若者が集まる

「たつみコータロー応援チーム」があらゆる活動で

大きな力を発揮し、「明るい会」の宣伝など新風を

吹き込んだ。また、選挙期間中だけでなく、みんな

が関心を寄せるＳＮＳの習熟が求められる。

　維新は、選挙戦でも「カジノ」をひたすら隠し、

「大阪を前へ進める維新は挑戦をやめない」「日本

一の子育て・教育サービスの実現」「府市一体の

成長戦略」などの政策を掲げた。街頭宣伝では、

「明るい会」とたつみ候補に対するデマを含めた反

共攻撃を仕掛けた。

　大阪府・市で知事・市長が手を結んで１０年間

におよぶ維新政治の実績から「暮らしがよくなっ

た」「景気を下支えしてくれている」など、維新が評

価される宣伝にどう対抗できるのか。

　日常的に府政・大阪市政問題を共有し、「明る

い会」がたたかいの旗を振り続けるためにも、自ら

の位置と役割を発揮できる再構築が重要である。

統一地方選挙での府議選をはじめ前半戦のたた

かいを府知事選・大阪市長選を軸にし、選挙全般

を組み立てる戦略方針、「明るい会」選挙体制のあ

り方は十分な議論が求められている。
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たつみコータロー レインボー・プラン
【重点公約】
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　４月９日の知事選挙では大きな争点が３つあります。
　第１はカジノです。ギャンブル依存症や治安の悪化など、カジノそのものの害悪に加え、
夢洲へのカジノ誘致計画は、土壌汚染、地盤沈下、賃料不当値引きなど、疑惑が噴出してい
ます。このまま巨額の税金をつぎ込み、突き進むのか、カジノ誘致計画はキッパリ中止し、
博打頼みではない、まともな経済政策へとカジを切りかえるのかです。
　第２は保健・医療体制です。コロナ感染死者数全国ワースト１に端的に示されている、
保健・医療切り捨ての府政をこの先も続けるのか、保健・医療体制の強化で府民のいのち
とくらしを守る府政に転換するのかです。
　第３は教育です。教育無償化は世界の流れであり、前に進めるのが当然です。しかし、
教員不足で「教育に穴があく」状況を放置して良いのでしょうか。教職員をふやし、少人数
学級をすすめ、子どもたちがいきいきと学べる学校にするかどうかです。
　さらに知事は、府民の代表です。府民のいのちとくらしを守る立場から、岸田政権が進めよ
うとしている大軍拡・大増税にきっぱりとノーを言い、商都大阪から消費税減税、インボイス
の中止を求める声を国に対してあげていきます。コロナ禍のうえに物価高が府民のくらしに打
撃を与えているいま、カジノ誘致とそれにともなう大型開発にストップをかけ、府民のくらし応
援に予算をまわす府政が必要です。対立と分断の維新府政を変え、府民のみなさんの連帯と
協働で、ご一緒に府民のいのち、くらしが大切にされる、あたらしい大阪をつくりましょう！

カジノ誘致は中止します
■夢洲へのカジノ誘致計画はきっぱりと中止します。
■防災上の危険が指摘されている夢洲での万博開催は見直し、夢洲はこれまでの計画通りゴミ焼却灰の
最終処分地、物流拠点として有効活用します。

府内全市に保健所を設置し、コロナ対策を継続します

小中高は「35人学級」、小１・２年は「25人学級」にします

物価高騰から府民のくらしと中小企業の営業を守ります

■府内全市に保健所（支所を含む）を設置し、保健師を大幅に増員します。
■ケア労働者の賃金アップのための補助制度をつくります。
■府の責任でコロナ対策を検証・継続し、無料検査場の整備、公設の発熱外来センターを府内全市に設
置、高齢者施設の支援体制の継続・充実などを行います。

■国がすすめる急性期病床の削減はストップします。

■国民健康保険料の値上げにつながる保険料率の府内統一化は中止します。
■国の制度に上乗せし、子どもの国民健康保険料を18歳まで０円にします。
■介護保険料・利用料の軽減に向け、市町村への補助を行います。
■すべての世代の軽・中等度の難聴者を対象とした補聴器購入助成制度を創設します。
■保育士の配置基準を改善し、学童保育指導員の正規・常勤職員化、待遇改善を行います。
■虐待を未然に防ぐため、子ども家庭センターの職員を増員します。

■小中学校の給食費の無償化に向けて、市町村の必要経費の２分の１を府として補助します。
■高校教育の無償化に向けて、授業料への補助金の所得制限をなくすとともに、新たに私立高校の入学金
補助制度をつくります。

■正規教職員を増やし、小・中・高の全学年を「35人学級」に、小学校１・２年は「25人学級」にします。
■定員を理由にした府立高校つぶしをやめます。支援学校を増設します。

■国に、消費税の減税とインボイスの中止を求めます。
■中小企業支援予算を抜本的に拡充し、固定費の補助、保証料・金利の補助、賃上げをする事業所には社
会保険料の事業主負担への補助などを行います。

■奨学金返済の支援を行う府内企業に補助を行います。
■大規模開発中心の公共事業を、防災対策、道路や公園の維持管理、学校の改修などに切り替え、地元の
業者に発注します。

■大阪府公契約条例を制定し、公共事業や外部委託で働く人や地元企業を応援します。

「グリーン革命」で日本一の省エネ・再エネ都市をきずきます
■「グリーン推進局」を設置し、スピードをもってすすめます。
■省エネ、再生エネルギーへの切り替えを強力にすすめ、府内のCO2排出量を2030年までに半減、2050年
までに実質ゼロにします。

■太陽光パネル設置や断熱住宅普及のための補助制度を設け、これらの事業を、地元の中小企業が受注
できる仕組みをつくり、グリーンでクリーンな経済成長を実現します。

■農林水産業を振興し、大阪の都市農業を育て、地産地消をすすめます

ジェンダー平等をあらゆる施策の根本にすえます
■「ジェンダー平等推進局」を設置します。政策決定の場に女性を増やし、あらゆる施策の根本にジェン
ダー平等を据えて、とりくみをすすめます。

■すでにある性暴力被害者のワンストップ支援センター（ＳＡＣＨＩＣＯなど）への財政補助を拡充すると
ともに、あらたに設置をすすめ、府内の公的病院との連携を強めます。

■リプロダクティブヘルス＆ライツの視点で、生理用ナプキンを公共施設、学校トイレの個室に設置します。

子ども医療費は18歳まで患者負担ゼロ、国保料・介護保険料を引き下げます
■子どもの医療費を18歳まで患者負担ゼロにします。
■ 2021年３月末で廃止された旧老人医療費助成制度を復活させるとともに、2022年10月から医療費窓口
負担が２割に引き上げられた75歳以上の方に対する助成制度を創設します。

6 7



大
阪
府
知
事
選
挙
を
終
え
て

辰巳 孝太郎
大阪府知事選挙候補者

　2022年の年末に明るい会から声をかけていただいた際、その場で出
馬の意向を伝えました。それは維新政治を変えることが政治家としての
ライフワークとなっていたからです。維新政治は公務員と民間労働者、
生活困窮者とそうではない方、現役世代と高齢者を分断して対立させ
てきました。維新政治に批判的な人や党をつるし上げる、そんな政治が
10年以上続いてきました。生活と健康を守る会の事務局として働いてき
た私にとっては、弱い立場にある人をさらに苦しめる維新政治への怒り
がたぎっていました。

　また「公務員バッシング」を維新の会が先導し、職員基本条例や教
育基本条例で、自治体職員、教職員の声を奪ってきました。メディアで
そのような実態が報道されることは稀です。私の知事選挙を闘う上で
の願いの一つは、そういった声を府民に届け、見えなかった実態を可視
化するということでした。

　その可視化を感じたことがありました。吉村知事とのTV対決で教育
問題がテーマとなり、現場の多忙化などで苦しんでいる実態を紹介し
た際、その日のうちに私の公式ラインにメールが届いたのです。そこに
は「何気なしにTVを付けたら『自分のことを話している』と釘付けにな
りました。教育現場の実態をこれからも伝えてください。」とありました。

　この度の明るい会の闘いは必ず次に繋がるものです。

　大阪はコロナによる死者が東京を超えました。大阪の救える命が救
えない事態を作ったのは急性期病床を減らし検査を軽視するなど、ま
ともな施策を怠った維新政治であることは明白でした。この分野で明る
い会が、命を守る具体的な施策を打ち出すことができたのは、府の職員
労働組合の皆さんからの連日の告発があったからこそです。

　また私たちの掲げた「レインボー・プラン」は、これからの大阪のある
べき姿を示すことができたと確信しています。

　とりわけジェンダー平等の実現と、気候危機を打破するための「大
阪版・グリーン革命」は、これからの若い有権者との結びつきを広げて
いくでしょう。そして「パブリック＝公共」の必要性は、パブリックが最も
壊された大阪だからこそ掲げ続け、再生を果たさなければなりません。

　出馬会見以降、支援者からかけていただいた一番多くの声は、「出て
（出馬して）くれてありがとう」でした。しかし私の方こそ、これだけ多く
の府民の声を代弁させていただき感謝の思いしかありません。

　大阪の維新政治を終わらせるためには、組織力も運動量もまだまだ
足りません。私たちの闘いはこれからです。

たつみコータローさんと
「明るい民主大阪府政をつくる会」との確認書

　来る４月９日投開票(３月２３日告示)で行われる大阪府知事選挙にあたって、明るい民主大阪府

政をつくる会(以下、「明るい会」と略称)はここに協定書を結び、たつみコータローさんを候補者に

擁立し、知事選挙勝利に挑みます。

　これまでも府政転換を求める府民各層のみなさんと手をたずさえ、住民共同のたたかいを広げ

てきました。３年に及ぶコロナ禍や物価高騰などで、府民が苦しんでいる時に十分な対策をとらず、

大阪カジノに暴走する府政はもう御免です。

　大阪府知事選挙では、府民の命と暮らしを最優先に守る府政への転換をめざします。

１

　「明るい会」とたつみコータローは、次の政策をかかげて府民によびかけます。

　①大阪カジノではなく、命と暮らし、福祉・医療を最優先する大阪をめざします。

　②府の経済政策の軸を、働く人の賃上げと雇用の確保、非正規労働者の均等待遇、中小企業支援
　　の方向へ転換します。
　③子どもたちに寄り添う教育、安心して保育ができる子育て支援の大阪をつくります。
　④気候危機の打開に向け、再エネ・省エネを大胆にすすめ、持続可能な社会と災害に強い大阪の
　　まちづくりと真の経済成長へとつなげます。
　⑤ジェンダー平等、誰もが個人の尊厳を守られ、多様性が尊重される大阪にします。
　⑥庶民の大阪から国にも堂 と々ものをいい、大阪の進路は府民が決める「府民が主役」の府政運営
　　をします。

3

2
　広範な府民との共同をひろげ、いのちとくらし優先へ、新しい府政をめざします。

第１に、コロナ禍において、国の方針いいなりに「急性期病床」の削減をすすめ、全国最悪のコ
ロナ死者数を産みだし、医療崩壊を招くなど、何よりも地方自治法がうたう「住民福祉の増進」
に基づき、府民の命と暮らしを守るという府政のあり方が大きく問われています。

第２に、大阪の経済成長は止まっており、格差と貧困がいっそう広がり、府民から悲鳴の声が聞こ
えています。しかし、府独自の必要な対策をとらず、中小企業支援や子どもたちの成長に必要な施
策も遅れたままです。

第３に、大阪府・市が進める大阪カジノは、「経済の起爆剤」と称して人の不幸を踏み台にする「成長
戦略」です。夢洲の土壌対策費に790億円もの大阪市の公費負担など関連事業も含め巨額の税金
が投入されています。国の大阪カジノ計画の認可に反対し、大阪カジノはきっぱり断念すべきです。

　府民を代表し、国に対して大軍拡・大増税にきっぱり反対し、消費税減税を求めます。

大阪府知事選挙予定候補者　　      　 辰巳 孝太郎
明るい民主大阪府政をつくる会 事務局長　有田 洋明

２０２３年１月７日
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声明 たつみコータローとつくる
「大阪府知事選挙勝利へ、いまこそ」
２０２３年１月１６日
明るい大阪民主府政をつくる会 常任幹事会

「たつみ擁立」に広がる反響
　「知事選たつみ擁立」のニュースは、「明るい会」の

構成団体内外から、「よくぞ決意していただいた」「こ

れでスカッとたたかえる」「争点が鮮明になって、今後

の論戦が楽しみだ」など、大きな反響を呼んでいま

す。「明るい会」がツイッターで発信した「＃たつみ

コータローとつくる」がトレンド入りするなど、ＳＮＳで

も期待と注目が集まっています。

　大阪の各党のみなさんからも、「大きなカードを

切ってきはった」「ニュースを知り、ウルウルしました」

「こうなれば、『反維新』はたつみさんで一本化すべ

き」（元衆院議員）など多くの声が寄せられています。

会見では、記者から「もし、自民党府連がたつみ自主

的支援を打ち出したらどうするか」との質問も出され

ました。

　かたや吉村知事は「ＩＲは争点になっていい。メ

ディアの公開討論には応じる」と言わざるを得ず、同

時に「たつみさんはバリバリの共産党。財源問題で

無責任」と悪罵を投げつけ、松井市長は「維新にネガ

ティブキャンペーンをやってくるだろうが、我々はポジ

ティブキャンペーンでがんばる」とうそぶき、警戒心を

あらわにしてきています。

明るい民主大阪府政をつくる会のすべての構成員のみなさん
「明るい会」はさる１月７日、大阪市内で記者会見し、今春の大阪府知事選挙（３月２３日
告示、４月９日投開票）において、たつみコータロー（辰巳孝太郎）氏（日本共産党元参院
議員）を擁立することを発表しました。

「たつみ擁立」の大きな意義
　たつみコータローさんは、カジノ反対やコロナ対

策、物価高騰からくらしを守る活動をはじめ、常に私

たちと一体で活動を広げてきました。国会議員６年

間で安倍政治の暴走と維新政治に対して真っ向勝

負し、「森友疑惑」「大阪の教育問題」「住吉市民病

院統廃合」などを国会でも取り上げ、論戦してきた試

され済みの政治家です。さらに、弱者に温かく寄り添

い、どんな悪政推進勢力にも決して負けない信念の人

でもあります。

　過去２回の知事選で、「明るい会」は「都構想ス

トップ」の一点で明瞭な一致がある政党、団体、府民

と手を携え、維新政治を転換するため、あえて独自

候補を擁立せず、前回（２０１９年）は元副知事の小

西禎一氏を「自主的支援」する態度をとりました。

　これは、２０１５年と２０２０年の「住民投票」にお

いて、大阪市民、府民の良識と共同の力が発揮され、

「都構想ノー」の審判を突きつけるうえでも大きな意

味をもちました。その結果、橋下徹氏に続き、松井一

郎氏も「政界引退」に追い詰めました。

　２０２３年知事選は、このもとで維新政治をどう転

換するのか。府民のいのちとくらしをどう守るのか。こ

れからの大阪をどう発展させるのかを問う、正念場

のたたかいです。

　今回のたつみさん擁立は、①「明るい会」の主張と

なぜ、たつみさんを「無所属」としているか
　たつみさんを「無所属」としているのは、「明るい

会」が政党だけでなく、５６の民主団体・労組など

を幅広く結集した政治団体（公選法上の確認団

体）であること。また、知事選は、「一党一派」の対

決ではなく、「カジノ反対」「コロナ対策など命と暮

らし優先」など府民要求に根ざし、府政の転換を

めざすたたかいになることが求められています。

これにふさわしく、知事選では「明るい会」のみな

らず、要求と政策、「府政を変えたい」との思いで

一致する、もっとも広範な府民のみなさんと一緒

に、「＃たつみコータローとつくる」を合言葉に奮闘

しようではありませんか。

知事選勝利へ「６６日間作戦」をやり抜こう
（１月１６日～告示前日３月２２日まで）

　「明るい会」すべての構成団体、構成員のみなさ

ん、たつみさんを支持されるみなさん。

　ただちに知事選勝利へ、立ち上がりましょう。

私たち府民の代表に最もふさわしい知事候補者で

あるたつみコータローさんをみんなの力で押し上げ、

知事選勝利へのうねりをつくりだしましょう。

政策をもっともストレートに府民のみなさんに届ける

ことができる点でも、②「吉村さんがもっとも嫌がる」

相手として、争点を府民的にうきぼりにする点でも、③

さらに「明るい会」のみならず、広範な無党派層のみ

なさん、自民党支持層や維新支持層のみなさんと

も、「カジノ反対」をはじめ、一致する要求・政策でと

もに声をあげ、行動する点でも、最適・最良の候補と

確信するものです。

1すべての団体・地域で「たつみ推薦決議」「勝利決議」をあげるとともに、知事選学習会、決起集会、つ
どいをどんどん開催し、「行動に参加できる人」「協力してくれる人」を無数に広げましょう。

2１月20日発行の「＃たつみコータローとつくる」（機関紙「明るい民主府政」）を府内全戸へ一気に配布
しましょう。ポスターも作成中です。２月中旬には「まるわかりパンフ」（対話用）を発行します。街頭、
駅頭での宣伝計画をもって、「コータロー旋風」大宣伝を巻き起こしましょう。

3告示（3月23日）までに、「いのちとくらしを守ろう」「子どもの未来にカジノはいらない」「くらし応援で
大阪経済の発展」など要求を掲げ、新たな層をはじめ、保守層、維新支持層、支持なし層などにも手が
届く、「府民総対話」をやりきりましょう。いまこそ「＃たつみコータローとつくる」を合言葉に、一人一
人がツイッターなどＳＮＳ発信を積極的に活用し、大きくウィングを広げていきましょう。

4知事選勝利へ募金を呼びかけます。

（1）大阪カジノではなく、命と暮らし、福祉・医療を最優先にする大阪をめざします。
（2）府の経済政策の軸を、働く人の賃上げと雇用の確保、非正規労働者の均等待遇、中小企業支援の方向に転
換します。

（3）子どもたちに寄り添う教育、安心して保育ができる子育て支援の大阪をつくります。
（4）気候危機の打開に向け、再エネ・省エネを大胆にすすめ、持続可能な社会と災害に強い大阪のまちづくりと
真の経済成長へとつなげます。

（5）ジェンダー平等、だれもが個人の尊厳を守られ、多様性が尊重される大阪にします。
（6）庶民の大阪から国にも堂 と々ものを言い、大阪の進路は府民が決める「府民が主役」の府政運営をします。

参 考「明るい会」と、たつみ氏の政策（骨子）
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1保健師や保健所職員を拡充し、保健所体制・公衆衛生を強化すること。
2患者が安心して療養できるよう、検査体制や医療提供体制を強化すること。
3保健所や医療機関、各種施設、市町村などの現場の声を聞いて実態に即した措置を講ずること。

〔1〕 新型コロナウイルス、新興感染症対策

1地域医療構想を見直し、急性期病床を維持・拡充すること。
2第３次救急への補助金を増額し、救急医療体制の確保に向けての府の施策を充実すること。
3在宅医療を担う医療機関の人員確保、ネットワーク構築などに関する補助金など支援施策を拡充すること。
4災害・新興感染症に対応する（研修施設も兼ねた）医療施設を設置すること。
5感染拡大防止にかかる対策費や物価高騰に対する医療機関への補助を拡充すること。
6認知症・高齢の患者の急変時の病床確保を積極的に進め受け入れ態勢を充実させること。
　また、受け入れ病院への独自の補助金などの支援施策を拡充すること。

〔2〕 医療提供体制

1カジノを中心とする統合型リゾート(IR)の誘致を撤回します。
2 不要不急の大型開発および広域行政一元化条例を見直します。
3 府域の経済政策を中小企業振興に転換します。
4 上記の府政運営を堅持し、医療・保健・福祉施策の拡充を進めます。

〔1〕 府予算は命や健康、暮らし最優先に転換し、カジノ誘致は撤回します

1乳幼児医療費助成の所得制限撤廃、無料化、対象年齢の拡大を進め、国に制度化を求めます。
2ひとり親家庭医療費助成制度の所得制限を撤廃し無料化します。
3 重度障がい者医療費助成制度を中軽度や難病患者にも拡大し無料化します。
4 老人医療費助成制度を再び制度化し、75歳以上2割化の中止を国に求めます。
5 妊産婦医療費助成を府が先駆けて創設し、国に対して制度化を求めます。

〔2〕 医療費助成制度を再構築し、患者の窓口負担軽減を進めます

1 国保料引き下げのため市町村減免を維持し府内の統一保険料を中止します。
2 短期被保険者証・資格証明書を交付しないよう市町村を指導します。
3 介護保険料と利用料軽減のため財政支援を強化します。
4 国保・介護に対する国庫補助率の引き上げを国に求めます。
5 生活困窮者の生活が保障されるよう生活保護行政を見直します。

〔3〕 医療・介護にかかる府民の負担を軽減します

1 地域の基幹病院への財政支援を強め二次・三次の歯科提供体制を整備します。
2 障がい者（児）に対応できる歯科医療機関を増やし高次機能との連携を強めます。
3 地域医療構想の病床計画を見直し、急性期病床を維持・拡充します。
4 新興感染症や物価高騰などによる医院経営の悪化に対する支援を強めます。

〔4〕 開業保険医が安心して医療が提供できる体制を整備します

1 歯科口腔保健推進条例を制定し庁内に歯科保健の担当課を設置します。
2 全ての保健所に常勤の歯科医師・歯科衛生士を配置します。
3 全ての世代が切れ目なく歯科健診が受けられる制度を創設します。
4学校歯科健診後の受診状況と「口腔崩壊」の児童・生徒を把握し改善を図ります。

〔5〕 口腔保健事業を拡充し、保健所体制を強化します

1 保険証廃止の中止とオンライン資格確認の導入義務化の撤回を国に求めます。
2専守防衛に反する敵基地攻撃能力の保有と軍事費倍増をやめるよう国に求めます。
3 原発の新設および再稼働に反対し、再生可能エネルギーの普及を推進します。

〔6〕 国に政策の転換を求めます

❶ 乳幼児医療費助成制度の対象年齢の拡大、所得制限の撤廃、一部自己負担の無料化を実施すること。
❷ ひとり親家庭医療費助成制度の所得制限の撤廃、一部自己負担無料化を実施すること。 
❸重度障がい者医療費助成制度を見直し、難病患者・中軽度の障がい者にも対象を拡大すること。 
　一部自己負担の無料化を実施すること。
❹老人医療費助成制度を再制度化すること。　❺妊産婦医療費助成制度を創設すること。
❻75歳以上2割化対象者への助成制度を創設すること。

1医療費助成制度の拡充

2無料低額診療の拡大、調剤薬局も対象とすること。
3国民健康保険料の統一化をやめ国保料を引き下げること。府下市町村の減免制度の維持を認めること。
4国保加入者の生活実態を把握するため、加入者実態調査を行うこと。
5介護保険の保険料・利用料の軽減措置のために府として市町村に財政援助すること。
6全ての世代の軽・中等度の難聴者を対象とした補聴器購入助成制度を創設すること。
7特定健診・特定保健指導の市町村の実施状況を踏まえ、府下で格差がある付加健診についても大阪
府として助成するなど、格差解消に努めること。

8生活困窮者が最低限度の生活を保障されるように、生活保護水準以下の府民の捕捉率を引き上げる
こと。また、行き過ぎた指導等を是正すること。

〔3〕 医療・介護における府民負担の軽減

1カジノを中心とする統合型リゾート(IR)の誘致を撤回すること。
2広域行政一元化の方針を撤回すること。府下の全ての自治体が輝けるような施策を講じること。
3学校の統廃合計画を見直し、教員不足を解消すること。

〔4〕 その他

1医療費窓口負担を大幅に軽減すること。保険料負担を軽減すること。
2地域医療を守るために診療報酬を引き上げ、不合理を是正すること。
3健康保険証の廃止方針を撤回すること。医療機関に対するオンライン資格確認の導入義務化を撤回すること。

〔5〕 府として国に働きかけを

大阪府歯科保険医協会との政策協定大阪府保険医協会との政策協定

【要求項目】 【協定項目】

大阪府知事選挙予定候補者　辰巳 孝太郎
大阪府歯科保険医協会 理事長　小澤　力

２０２３年２月１１日

大阪府知事選挙予定候補者　辰巳 孝太郎
大阪府保険医協会 理事長　  宇都宮 健弘

２０２３年１月26日
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14 15機関紙864号 週刊ビラ1号（カジノ） 機関紙866号

つくるパンフ 機関紙865号 週刊ビラ2号（医療） 機関紙867号

■ 事前宣伝物



16 17週刊ビラ3号（物価高） 機関紙868号 週刊ビラ5号（教育） 機関紙871号

全戸配布ビラ 機関紙869号 週刊ビラ6号 機関紙874号

■ 事前宣伝物



18 19折込ビラ（大阪市内版） 機関紙873号 政策ポスター

レインボートークライブビラ 府知事選告示日ビラ 機関紙870号

■ 事前宣伝物



20 21

要求プラスター

政策のぼり3種

メッセージボード

■ 事前宣伝物



22 23

連名ポスター

■ 事前宣伝物 ■ バナー広告



24 25

■ バナー広告



26 27

選挙本番ポスター

証紙ポスター

個人ビラ

選挙ハガキ

■ 本番宣伝物



元知事候補、元民主党参院議員
熊谷さんと

中小業者のみなさんと

若者たちと力を合わせて

初めての聴衆参加。同時中継の「トークライブ」（ヨドバシカメラ前） 訴えの後、支持者とグータッチ

社民党府連を訪問

「明るい会」団体地域代表者会議

天王寺前トークライブで質問を受ける。
日本共産党田村智子参院議員も参加

＃たつみコータローとつくるメッセージボード

寄せ書きに願いをこめて

新社会党府本部委員長の山下さんと

出馬会見

元大阪市長・平松さんと

2023年 1月7日
■たつみコータロー出馬表明
■「明るい会」とたつみ氏確認書

1月16日
■「明るい会」代表者会議
■常任幹事会声明「たつみコータローとつくる
　大阪府知事選勝利へ、いまこそ」

1月20日
■社民党府連訪問

1月21日
■梅田・ヨドバシカメラ前で「トークライブ」

1月24日
■平松邦夫・元大阪市長訪問

1月27日
■新社会党府本部で
　山下慶喜委員長と懇談

1月28日
■天王寺・ミオ前でトークライブ
■元知事候補、元民主党衆院偽委
　の熊谷貞俊氏と懇談

1月31日
■たつみ氏、俳優の松尾貴史さん、
　絵本作家の長谷川義史さんと鼎談
　（2月12日付「大阪民主新報」）

1月25日
■たつみ氏、思想家で武道家の
　内田樹さんと対談
　（２月５日付「大阪民主新報」）

写
真
提
供
／
大
阪
民
主
新
報
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■ 知事選日誌



雨模様のなか、トークライブ

大型ビジョンカー初登場のあべのキューズモール前

なんば高島屋前でトークライブ 「＃たつみコータローとつくる」が大阪のトレンド１位に

カジノ反対などでトラックパレード シール投票も好評

カジノ・賃料問題で記者会見

3・3 レインボー・トーク・
ライブフライヤー

大生連は72ページの
パンフレットを作成

カジノ問題について語り合う、同時配信番組「ほっとカフェ」

多くの聴衆を集めたJR高槻駅前でのトークライブ

要求を持ち寄った3・３レインボー・トーク・ライブ（エルシアター）

たつみ応援チームの人たちと3・3集会で、絵本作家の長谷川義史さんと対談

2月4日
■なんば・高島屋前でトークライブ

2月8日
■大阪芸大客員准教授・谷口真由美氏が
　知事選出馬表明
■自民党前大阪市議の北野妙子氏が出馬表明
■「＃たつみコータローとつくる」ツイッターで、
　おおさかのトレンド１位に

2月11日
■阿倍野・キューズモール前と
  JR大阪駅北側でトークライブ
■大阪府歯科保険医協会と政策協定

2月12日・19日
■大型ビジョンカーでトークライブ
　（12日：千里中央駅前、あべのキューズモール前）
　（19日：堺市・泉ヶ丘駅前、東大阪・布施駅前）

2月21日
■たつみコータロー「ほっとカフェ」
　LIVE配信（医療問題）

2月24日
■なんば高島屋前でトークライブ

2月25日
■JR高槻駅前でトークライブ

2月28日
■「ほっとカフェ」 LIVE配信（カジノ問題）

2月20日
■「明るい会」 代表者会議
■「＃たつみコータローとつくるパンフ」発行

30 31

■ 知事選日誌



バナー広告

社民党・長崎由美子さん、大椿ゆうこさんとコラボ街宣

地域の集会に参加（河内長野）

カジノ反対宣伝行動で訴え 吹田市阪急南千里駅前で

大阪港への米海軍艦船入港への抗議活動に参加

たつみ事務所でボランティアの
みなさん

トンボリステーションで流れた
動画広告

関西経済同友会の討論会で

テレビ討論で発言。カジノ問題などで論戦をリード

歌舞伎座前でシール投票トークライブ後も質問に答える

地域連絡会も宣伝（羽曳野）

たつみコータロー事務所開き

コータローカーの前で訴え

3月1日
■たつみ氏、同志社大学教授・岡野八代さんと対談
　（３月１２日付「大阪民主新報」）
■「週刊ビラ」スタート

3月3日 ■＃たつみコータローとつくる
　「レインボー・トーク・ライブ」（エルシアター）

3月7日
■「ほっとカフェ」LIVE配信（保育問題）

3月9日
■知事選予定候補者によるテレビ討論

3月10日
■たつみコータロー事務所開き
■重点公約「レインボー・プラン」発表

3月14日
■「ほっとカフェ」LIVE配信（教育問題）
■カジノ予定地賃料問題でたつみ氏、
　日本共産党大阪市議団と記者会見

3月18日
■大型ビジョンカーでトークライブ
　（あべのキューズモール前、なんばマルイ前）

3月19日
■大型ビジョンカーでトークライブ
　（JR大阪駅北口、あべのキューズモール前）

3月20日
■大阪革新懇
 トンボリステーションでカジノ・
 保健所問題で動画ＣＭ

3月21日
■「ほっとカフェ」 LIVE配信
　（告示直前スペシャル）

3月11日
■なんば高島屋前でトークライブ

写
真
提
供
／
大
阪
民
主
新
報
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■ 知事選日誌



若者たちでにぎやかな難波三角公園前で、
たつみコータロー応援チームとコラボでトークライブ

大阪市中央卸売市場を訪問

福祉の会キャラバン宣伝 記者の質問に答える

4・3「明るい会」決起集会 「ほっとカフェ」大椿ゆうこさんと（左）

告示日夕方の大街頭演説

天神橋筋商店街を清水ただし前衆院議員と

告示第一声（天王寺ミオ前）

投票日前夜、天王寺で大街頭演説

開票結果を受けて記者会見

3月24日
■「明るい会」代表者会議

3月26日
■大阪市長選告示

3月28日
■「ほっとカフェ」LIVE配信
  （グリーン革命）

3月31日
■大阪府議、大阪市議、堺市議選告示
■ JR高槻駅前でトークライブ

4月3日
■「明るい会」決起集会 
　（エルシアター）

4月4日
■「ほっとカフェ」 LIVE配信
　（大椿ゆうこ氏と対談）

4月5日
■関西テレビ・
　府知事選候補者討論会

4月8日
■天王寺ミオ前で大街頭演説

4月9日
■知事選投開票

4月2日
■大型ビジョンカーでトークライブ
　（大阪城公園前で花見客らに訴え）

34 35

■ 知事選日誌



大阪府知事選の結果について

　４月９日投開票の知事選挙では、明

るい民主大阪府政をつくる会が擁立し

た、たつみコータロー候補は、２６万３

３５５票（８.０％）を得たものの、及びませんでした。

　ご支持ご支援をいただいたみなさん、ともに勝

利をめざして活動されたすべてのみなさん、「明る

い会」のすべての構成団体・構成員のみなさんに

心より感謝申し上げます。そして何よりも困難をい

とわず、知事候補者として敢然と奮闘された、たつ

みコータローさんに心より敬意と感謝を送ります。

明るい民主大阪府政をつくる会常任幹事会２０２３年４月１０日

　「明るい会」としては、１２年ぶりに

独自候補を擁立して知事選挙をたた

かいました。たつみコータロー候補を

先頭に、「維新府政」と真正面から対決し、転換す

べき政策を示したわかりやすい論戦で、多くの府

民に響くものになりました。

　最大の焦点となった「カジノ（ＩＲ）」問題では、

維新は当初から「争点外し」を決め込んでいまし

た。しかし、たつみ候補がテレビ討論などで、「ギャ

ンブル依存症問題」「７８８億円の公金支出」「安

すぎる賃料疑惑」を厳しく追及すると、「面積はＩＲ

の３％」「依存症対策を進めるので問題ない」など

と逃げる姿勢に終始し、「リスクはあるが、何もし

ないのは無責任」と居直りに転じました。

　「新型コロナ対策」について、たつみ候補が保

健・医療体制の削減から「拡充への転換」を根本

問題として提起しました。維新は、全国一のコロナ

感染死者を生み出した実態も、その検証も、今後

の対策も、まったく触れていません。

　たつみ候補は、物価高対策、高すぎる国保料の

引き下げとともに、「グリーン・ニューディール」とい

う成長と雇用を増やす対案を示しました。 

　教育問題では、「教育無償化は当然のこと、問

題解決には先生を増やし、少人数学級の実現で、

子どもに寄り添う教育を」と主張し、大阪の教育の

ひどい実態を示して、その転換策を提起しました。

こうした主張は、今後の大阪の進むべき方向を明

るく照らすものになりました。

　維新が府政の焦点となる大問題で

は、まともに論戦に応じることなく、ご

まかしと守勢に陥りました。争点をそら

すために、「過去の大阪に戻すか、前にすすめる

か」という「虚構の土俵」を持ち出し、「府市一体

で大阪を成長させた」「身を切る改革で財政を立

　「明るい会」の活動には、たつみコー

タロー候補を先頭にとりくんだ「トーク

ライブ」や「ほっとカフェ」、多様な府民

と双方向でつくりあげた「レインボー・プラン」、重

点を鮮明にした「会」機関紙の発行、ＳＮＳの活用

など、「＃たつみコータローとつくる」を合言葉にし

て、新たな前進面がありました。

　しかし、「明るい会」として、選挙本番体制へ迅速

な確立とともに、維新支持者や支持なし層に働きか

ける日常的な活動の強化など課題が浮き彫りにな

りました。

　今後とも総括にあたり、広く支持者や府民のみな

さんの声、各団体・地域連絡会の意見を集めて、

いっそう前に進めていく決意です。

　選挙戦で示された各種世論調査に

おいても、「カジノ誘致」について、およ

そ府民合意を得ていません。維新が争

点をそらすもとで、この選挙で「民意を得た」とは到

底言えず、このまま「カジノ誘致」に突き進むことは

断じて許されません。引き続き、世論と運動を大き

く広げ、カジノ誘致ストップに全力で取り組みます。

　また、新しい大阪府・市政には、コロナ対策、物

価対策、国保負担増問題、教育問題など、今回の

選挙戦でいっそう浮き彫りになった課題が山積して

います。

　国政でも、「大軍拡路線」に加担する維新の姿が

いっそう明らかになり、維新を支持した府民との矛

盾が露わになるのも確実です。

　私たち「明るい会」は、維新政治に対して真正面

からのたたかいをさらに大きく展開し、知事選で掲

げた府民要求や政策の実現へ、広範な府民のみな

さんと一緒に進めるものです。

て直した」「相手は自民から共産まで一人の候補

者を推している」など、事実と異なる宣伝をする始

末です。大阪市議選での大量の立候補をはじめ、

維新が総力をあげた組織戦での攻勢や長年にわ

たるメディアのたれ流し、自民党などが正面から反

撃できないでいることも相まって、こうした「虚構の

土俵」は今なお広く沈殿しています。こうしたもと

で、吉村知事と横山氏が市長選で勝利し、府議

会・大阪市議会過半数議席を得たことは、大阪の

前途に新たな困難と障害をもたらすことになりまし

たが、それで大阪の矛盾は解消されることはなく、

ますます拡大することは明らかです。
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■ 選挙公報
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大阪市

都島区

福島区

此花区

西区

港区

大正区

天王寺区

浪速区

西淀川区

東淀川区

東成区

生野区

旭区

城東区

阿倍野区

住吉区

東住吉区

西成区

淀川区

鶴見区

住之江区

平野区

北区

中央区

堺市

堺区

中区

東区

西区

南区

北区

美原区

岸和田市

豊中市

池田市

吹田市

2,215,816 
86,724 
64,948 
53,640 
85,151 
65,564 
52,442 
62,533 
57,141 
78,865 
141,878 
66,693 
85,049 
74,892 
138,948 
89,665 
125,243 
108,602 
83,488 
149,482 
90,067 
97,828 
155,426 
112,672 
88,875 
675,711 
120,574 
98,566 
71,116 
111,261 
113,915 
129,542 
30,737 
156,060 
330,145 
84,109 
306,474 

48.38 
52.57 
47.37 
48.86 
42.77 
49.65 
49.24 
51.12 
31.19 
49.16 
45.46 
50.51 
47.18 
53.35 
53.18 
54.21 
50.46 
49.42 
42.51 
46.23 
50.87 
51.45 
49.14 
47.38 
42.60 
47.97 
46.97 
44.08 
49.92 
47.42 
52.03 
49.57 
40.09 
41.53 
47.93 
51.34 
52.45 

83,813 
2,983 
2,251 
3,941 
2,329 
2,537 
2,435 
2,358 
1,362 
5,358 
4,730 
2,232 
2,937 
3,265 
5,563 
3,820 
5,523 
3,969 
2,493 
5,002 
2,820 
3,655 
5,415 
3,761 
3,074 
26,249 
5,064 
2,678 
2,593 
4,120 
5,523 
5,489 
782 
5,844 
11,614 
3,713 
14,601 

745,335 
32,198 
22,384 
17,706 
26,250 
22,279 
17,720 
22,054 
12,041 
26,155 
45,530 
23,532 
27,055 
26,807 
51,658 
32,429 
42,616 
36,858 
24,020 
50,275 
33,276 
34,930 
52,590 
38,562 
26,410 
231,237 
39,505 
31,841 
25,668 
38,318 
41,306 
45,390 
9,209 
47,324 
115,706 
30,317 
116,569 

158,840 
6,963 
4,066 
2,888 
4,831 
4,977 
3,588 
5,016 
2,843 
4,546 
8,853 
5,347 
7,151 
6,860 
11,427 
9,054 
9,970 
8,396 
5,554 
8,696 
6,311 
7,759 
11,512 
6,967 
5,265 
43,290 
7,920 
5,565 
4,815 
6,598 
8,310 
8,424 
1,658 
6,952 
19,462 
6,279 
18,763 

37,583 
1,626 
1,103 
709 
1,800 
1,121 
803 
1,473 
811 
1,065 
2,385 
1,245 
1,249 
1,367 
2,316 
1,795 
2,108 
1,777 
1,067 
2,299 
1,452 
1,549 
2,381 
2,245 
1,837 
10,261 
1,755 
1,299 
1,144 
1,601 
1,806 
2,326 
330 
2,287 
5,829 
1,541 
5,892 

12,691 
490 
361 
259 
446 
439 
363 
257 
286 
364 
745 
381 
507 
418 
813 
373 
747 
617 
791 
810 
579 
698 
1,031 
518 
398 
3,308 
562 
560 
326 
570 
571 
630 
89 
594 
1,418 
308 
1,347 

8,228 
365 
247 
185 
338 
258 
168 
322 
210 
204 
533 
224 
296 
308 
496 
411 
420 
455 
298 
512 
270 
351 
526 
456 
375 
1,994 
361 
282 
220 
295 
310 
450 
76 
346 
1,102 
297 
1,029 

1,046,490 
44,625 
30,412 
25,688 
35,994 
31,611 
25,077 
31,480 
17,553 
37,692 
62,776 
32,961 
39,195 
39,025 
72,273 
47,882 
61,384 
52,072 
34,223 
67,594 
44,708 
48,942 
73,455 
52,509 
37,359 
316,339 
55,167 
42,225 
34,766 
51,502 
57,826 
62,709 
12,144 
63,347 
155,131 
42,455 
158,201 

さとう さやか
（政治家女子48党）

谷口 真由美
（無所属）

吉野 敏明
（参政党）

吉村 洋文
（大阪維新の会）

たつみコータロー
（無所属）

投票率
（％）

選挙当日
有権者数（人）

稲垣 ひでや
（新党くにもり） 得票計

泉大津市

高槻市

貝塚市

守口市

枚方市

茨木市

八尾市

泉佐野市

富田林市

寝屋川市

河内長野市

松原市

大東市

和泉市

箕面市

柏原市

羽曳野市

門真市

摂津市

高石市

藤井寺市

東大阪市

泉南市

四條畷市

交野市

大阪狭山市

阪南市

島本町

豊能町

能勢町

忠岡町

熊取町

田尻町

岬町

太子町

河南町

千早赤阪村

府計

59,484 
291,110 
68,355 
118,496 
328,227 
230,709 
213,883 
81,433 
90,390 
190,802 
86,399 
98,322 
96,801 
149,340 
109,782 
55,931 
91,417 
99,052 
70,723 
47,069 
52,585 
393,330 
49,198 
45,303 
63,932 
47,363 
43,868 
25,612 
16,646 
8,260 
13,676 
35,317 
6,596 
12,985 
10,862 
12,759 
4,333 

7,188,665 

42.36 
51.83 
37.83 
43.78 
50.07 
48.06 
47.57 
37.03 
44.25 
47.05 
51.63 
38.45 
39.50 
39.90 
50.70 
43.83 
43.14 
37.34 
40.51 
48.51 
43.39 
43.24 
36.23 
42.18 
51.12 
46.26 
41.85 
58.29 
57.47 
51.16 
43.94 
43.07 
45.45 
50.09 
43.97 
45.65 
55.23 

46.98 

1,836 
11,249 
1,582 
3,759 
12,204 
8,906 
7,955 
1,608 
3,532 
6,803 
3,696 
3,317 
2,882 
4,026 
4,244 
2,064 
3,844 
2,437 
2,559 
1,491 
1,899 
11,672 
1,213 
1,282 
2,587 
1,798 
1,165 
1,464 
734 
296 
511 
1,089 
259 
393 
427 
464 
274 

263,355 

19,443 
110,140 
19,175 
39,395 
120,564 
81,907 
75,448 
23,727 
29,093 
66,817 
33,712 
28,011 
28,616 
45,095 
40,618 
18,277 
28,553 
28,514 
21,515 
17,346 
16,846 
124,855 
13,406 
14,404 
23,952 
16,338 
13,973 
10,547 
6,886 
2,946 
4,562 
11,397 
2,234 
4,979 
3,532 
4,384 
1,749 

2,439,444 

2,510 
19,308 
3,325 
5,336 
20,652 
12,913 
11,586 
3,090 
4,990 
10,446 
4,861 
4,407 
4,622 
7,046 
6,805 
2,744 
4,667 
3,588 
2,921 
2,532 
2,777 
20,955 
2,124 
2,280 
4,174 
2,544 
2,233 
1,948 
1,410 
600 
555 
1,865 
305 
849 
544 
630 
244 

437,972 

802 
4,641 
1,103 
1,714 
5,265 
3,593 
3,321 
1,063 
1,398 
2,622 
1,268 
1,168 
1,259 
1,929 
2,261 
870 
1,279 
1,257 
850 
802 
735 
6,067 
636 
665 
1,067 
719 
552 
533 
315 
186 
182 
543 
108 
154 
144 
210 
90 

114,764 

182 
1,399 
225 
373 
1,349 
1,008 
839 
197 
261 
705 
234 
320 
289 
483 
533 
150 
299 
365 
262 
253 
156 
1,638 
111 
149 
248 
132 
123 
112 
43 
51 
76 
90 
31 
31 
22 
46 
8 

32,459 

115 
1,133 
143 
374 
1,010 
644 
538 
180 
270 
442 
222 
189 
212 
353 
381 
154 
238 
242 
179 
128 
117 
1,047 
103 
107 
184 
148 
125 
93 
47 
35 
36 
76 
17 
30 
29 
24 
6 

22,367 

24,888 
147,870 
25,553 
50,951 
161,044 
108,971 
99,687 
29,865 
39,544 
87,835 
43,993 
37,412 
37,880 
58,932 
54,842 
24,259 
38,880 
36,403 
28,286 
22,552 
22,530 
166,234 
17,593 
18,887 
32,212 
21,679 
18,171 
14,697 
9,435 
4,114 
5,922 
15,060 
2,954 
6,436 
4,698 
5,758 
2,371 

3,310,361 

さとう さやか
（政治家女子48党）

谷口 真由美
（無所属）

吉野 敏明
（参政党）

吉村 洋文
（大阪維新の会）

たつみコータロー
（無所属）

投票率
（％）

選挙当日
有権者数（人）

稲垣 ひでや
（新党くにもり） 得票計

 大阪府知事選挙市区町村別投開票結果
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北区

都島区

福島区

此花区

中央区

西区

港区

大正区

天王寺区

浪速区

西淀川区

淀川区

東淀川区

東成区

生野区

旭区

城東区

鶴見区

阿倍野区

住之江区

住吉区

東住吉区

平野区

西成区

大阪市計

112,613
86,691
64,919
53,618
88,825
85,130
65,545
52,431
62,504
57,120
78,846
149,395
141,803
66,669
85,037
74,865
138,903
90,029
89,635
97,797
125,193
108,566
155,365
83,467

2,214,966

47.32
52.52
47.33
48.81
42.56
42.74
49.62
49.2
51.06
31.13
49.12
46.18
45.4
50.46
47.13
53.31
53.13
50.82
54.15
51.39
50.42
49.38
49.09
42.42

48.33

34,795
28,607
20,303
16,057
23,849
23,622
19,422
15,697
20,073
10,889
22,661
41,715
39,868
20,702
23,517
22,734
46,115
29,369
28,697
30,191
37,080
32,515
46,733
20,591

655,802

11,210
10,485
6,783
6,557
9,393
8,653
8,732
6,336
8,134
4,593
10,189
20,109
15,792
8,130
10,508
10,444
16,942
9,585
13,719
12,771
17,645
14,182
17,490
9,845

268,227

2,515
2,097
1,335
925
1,356
1,251
1,338
986
1,030
768
1,385
1,986
2,450
1,773
1,866
2,794
4,402
2,485
2,595
1,773
2,313
1,725
3,063
1,158

45,369

1,730
1,632
783
639
1,396
1,198
852
820
1,064
662
1,328
1,678
1,767
914
1,370
1,102
1,709
1,125
1,286
1,700
1,748
1,311
2,249
897

30,960

821
583
380
404
518
501
474
394
430
281
596
884
923
532
643
559
1,076
618
502
754
899
769
1,283
584

15,408

51,071 
43,404 
29,584 
24,582 
36,512 
35,225 
30,818 
24,233 
30,731 
17,193 
36,159 
66,372 
60,800 
32,051 
37,904 
37,633 
70,244 
43,182 
46,799 
47,189 
59,685 
50,502 
70,818 
33,075 

1,015,766 

荒巻 やすひこ
（無所属）

山崎 としひこ
（無所属）

北野 たえこ
（無所属）

横山 ひでゆき
（大阪維新の会）

投票率
（％）

選挙当日
有権者数（人）

ネペンサ
（無所属） 得票計

大阪市長選挙行政区別投開票結果

1,832,857

518,563 355,939

1,195,000

1,970,904 2,025,387

1,051,174

2,266,103

1,254,200

2,439,444

263,355

437,972

52.88％ 45.47％ 49.49％ 46.78％48.95％
2019年４月2015年11月2011年11月2008年１月知事選実施年月 2023年４月

大阪府知事選挙  この間の主な候補者得票推移

候補者
投票率

橋 下　　徹

松井 　一郎

吉村　 洋文

梅田 　章二

辰巳 孝太郎

熊谷　 貞俊

谷口 真由美

小西 　禎一

栗原　 貴子

倉 田　　薫
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2 たつみ知事候補がトークライブ

4 八尾で「ピースカフェ」

7 「消えた山下票」訴訟 高裁も不当判決

3 雇用安定･処遇改善は急務
� 自治体非正規職員の実態調査結果発表

悪
い
政
治
の
大
本
で
あ
る
維
新

政
治
を
と
に
か
く
変
え
た
い

と
。

共
産
党
の
評

価
が
変
わ
り

内
田
　
僕
は
学
生
時
代
は
反
代

々
木
系
の
活
動
家
だ
っ
た
の

で
、
共
産
党
に
対
し
て
は
批
判

的
で
し
た
。

　
大
学
に
勤
め
る
よ
う
に
な
っ

て
、
同
僚
に
党
員
が
何
人
か
い

ま
し
た
。
組
合
活
動
や
学
務
を

補
は
辰
巳
さ
ん
が
い
い
ん
じ
ゃ

な
い
の
と
話
を
し
た
ば
か
り
」

「
応
援
し
ま
す
」
と
エ
ー
ル
を

送
っ
た
内
田
さ
ん
）

内
田

　大
阪
市
長
じ
ゃ
な
く
て

府
知
事
だ
っ
た
ん
で
す
ね（
笑

い
）。

た
つ
み

　年
末
に
「
明
る
い

会
」
と
い
う
政
治
団
体
か
ら
要

請
を
受
け
て
快
諾
し
ま
し
た
。

記
者
会
見
で
、
国
政
で
や
っ
て

き
た
が
迷
い
は
な
か
っ
た
か
と

聞
か
れ
ま
し
た
が
「
ゼ
ロ
で

す
」
と
答
え
ま
し
た
。
大
阪
の

　
大
阪
府
知
事
選
挙
に
出
馬
表

明
し
た
、
た
つ
み
コ
ー
タ
ロ
ー

元
参
院
議
員
が
、
思
想
家
で
武

道
家
の
内
田
樹
さ
ん（
神
戸
女

学
院
名
誉
教
授
）を
、
内
田
さ

ん
が
主
宰
す
る
神
戸
市
の
凱
風

（
が
い
ふ
う
）館
に
訪
ね
、
維
新

政
治
や
自
治
体
の
あ
り
方
な

ど
、
縦
横
に
語
り
合
い
ま
し

た
。

◇

（
た
つ
み
さ
ん
の
出
馬
を
知

り
、
自
身
の
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
、

「
大
阪
市
長
選
の
野
党
統
一
候

し
て
い
る
う
ち
に
、
組
織
の
中

で
一
番
信
用
で
き
る
の
が
ク
リ

ス
チ
ャ
ン
と
マ
ル
ク
ス
主
義
者

だ
と
骨
身
に
し
み
て
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
思
想
的
骨
格

が
一
本
筋
が
通
っ
た
人
は
頼
り

に
な
る
ん
で
す
。
一
度
約
束
し

た
こ
と
は
守
る
し
、
ぶ
れ
な

い
。
そ
う
い
う
党
員
た
ち
と
友

人
に
な
っ
て
か
ら
、
共
産
党
に

対
す
る
評
価
が
変
わ
っ
て
き
た

ん
で
す
。

た
つ
み
　
そ
う
な
ん
で
す
か
。

（
８
面
に
続
く
）

　
大
軍
拡
の
予
算
は
２
０
２
７
年

ま
で
の
５
年
間
で
、
総
額
43
兆
円

と
さ
れ
ま
す
。
行
動
提
起
し
た
山

田
憲
治
副
幹
事
長
は
、
政
府
の
来

年
度
予
算
で
５
年
先
ま
で
の
軍
事

費
増
額
の
レ
ー
ル
が
敷
か
れ
る
恐

れ
が
あ
る
と
指
摘
し
、「
い
ま
力

を
集
中
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
強
調
し
ま
し
た
。

　
日
本
共
産
党
の
宮
本
岳
志
衆
院

議
員
が
、
国
会
情
勢
を
報
告
し
ま

し
た
。「
安
保
３
文
書
」
に
よ

り
、
自
衛
隊
が
米
軍
の
指
揮
下

で
、
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
先
制
攻
撃

に
参
加
す
る
危
険
が
生
ま
れ
る
と

指
摘
。「
共
産
党
の
対
案
、
外
交

ビ
ジ
ョ
ン
を
、
国
会
論
戦
で
も
示

し
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

生
き
た
ル
ー
ル

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
で

　
宮
本
氏
は
「
一
般
メ
デ
ィ
ア
は

報
道
し
な
い
が
、
東
南
ア
ジ
ア
諸

国
連
合（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）の
努
力
を

し
っ
か
り
見
る
必
要
が
あ
る
」
と

て
い
る
。『
理
想
論
』
と
言
わ
れ

た
理
念
も
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
で
生
き

た
ル
ー
ル
と
し
て
働
い
て
い
る
」

と
力
を
込
め
、
平
和
外
交
の
展
望

を
示
し
ま
し
た
。

全
国
民
を
一
元

的
に
管
理
す
る

　
宮
本
氏
は
ま
た
、
大
軍
拡
の
行

く
先
に
、
国
民
総
動
員
の
体
制
づ

く
り
が
あ
る
と
指
摘
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
・
カ
ー
ド
で
個
人
の
持
つ
国

家
資
格
を
管
理
す
る
こ
と
な
ど
を

念
頭
に
、「
ア
メ
リ
カ
と
一
緒
に

総
力
戦
体
制
で
戦
う
た
め
に
、
全

国
民
を
一
元
的
に
管
理
で
き
る
体

制
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
企
み
が
あ

る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　「
絶
対
に
そ
う
は
さ
せ
な
い
よ

う
、
統
一
地
方
選
挙
で
も
新
し
い

政
治
の
流
れ
を
開
き
た
い
。
危
険

な
道
を
食
い
止
め
る
た
め
、
頑
張

ろ
う
」
と
、
宮
本
氏
は
呼
び
掛
け

ま
し
た
。世

界
第
３
位
の

軍
事
費
に
な
る

　
自
由
法
曹
団
大
阪
支
部
事
務
局

長
の
辰
巳
創
史
弁
護
士
が
、「
３

中
央
公
会
堂

　「
軍
拡
、
改
憲
よ
り

く
ら
し
、
平
和
を
」

と
、
お
お
さ
か
総
が
か

り
行
動
実
行
委
員
会

と
、
戦
争
さ
せ
な
い
・

９
条
壊
す
な
！
総
が
か

り
行
動
実
行
委
員
会
は

「
２
・
12
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ａ

Ｉ
集
会
」
を
12
日（
日
）

午
後
２
時
か
ら
、
大
阪

市
北
区
の
大
阪
市
中
央

公
会
堂
で
開
き
ま
す
。

　
集
会
で
は
、
政
治
学

者
で
高
千
穂
大
学
経
営

学
部
教
授
の
五
野
井
郁

夫
さ
ん
が
、「『
安
保
関

連
３
文
書
―
防
衛
費
倍

増
』
を
ど
う
考
え
る

か
」
と
題
し
て
講
演
。

立
憲
野
党
各
党
も
ア
ピ

ー
ル
を
行
う
予
定
で

す
。
入
場
無
料
。

　
会
場
へ
は
京
阪
な
に

わ
橋
駅
、
京
阪
・
地
下

鉄
淀
屋
橋
駅
、
同
北
浜

駅
下
車
。
連
絡
先
＝
０

６
・
６
３
５
２
・
２
９

２
３
大
阪
憲
法
会
議
・

共
同
セ
ン
タ
ー
、
０
６

・
６
３
５
１
・
０
７
９

３
戦
争
を
さ
せ
な
い
１

０
０
０
人
委
員
会
・
大

阪
、
０
６
・
６
３
６
４

・
０
１
２
３
し
な
い
さ

せ
な
い
戦
争
協
力
関
西

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
。

話
し
ま
し
た
。
憲
法
９
条
と
同
じ

平
和
の
理
念
が
い
ま
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
で
生
き
た
ル
ー
ル
と
し
て
働
い

て
い
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　「（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
で
）50
年
間
も

戦
争
が
な
か
っ
た
の
は
、
偶
然
で

は
な
い
」
と
宮
本
氏
。「
東
南
ア

ジ
ア
の
国
々
は
、
ア
メ
リ
カ
の
世

界
戦
略
に
従
い
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に

参
加
し
た
。
戦
後
は
実
に
ば
つ
が

悪
く
、
外
交
が
で
き
な
い
状
況

に
。
国
は
引
っ
越
し
で
き
な
い
。

だ
か
ら
『
も
め
事
が
あ
っ
て
も
、

絶
対
に
隣
近
所
で
戦
争
し
て
は
い

け
な
い
。
今
後
は
、
ど
ん
な
大
国

と
も
戦
争
の
付
き
合
い
は
し
な

い
』
と
の
原
理
原
則
が
働
い
て
い

る
」
と
語
り
ま
し
た
。

　
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
い
ま
、
東
ア
ジ

ア
規
模
の
友
好
協
力
条
約
を
展
望

す
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
イ
ン
ド
太
平
洋

構
想（
Ａ
Ｏ
Ｉ
Ｐ
）を
提
起
し
て
い

ま
す
。

　
宮
本
氏
は
「
核
兵
器
の
禁
止
も

前
世
紀
に
は
夢
だ
っ
た
が
、
い
ま

は
国
際
法
と
し
て
の
規
範
を
持
っ

文
書
」
が
想
定
す
る
大
軍
拡
の
中

身
を
解
説
し
ま
し
た
。

　
10
年
間
の
「
防
衛
目
標
」
が
設

定
さ
れ
、
前
半
の
５
年
間
だ
け
で

軍
事
費
総
額
43
兆
円
で
す
。
辰
巳

氏
は
、
後
半
の
５
年
間
に
は
そ
こ

に
ロ
ー
ン
支
払
い
も
加
わ
り
、
さ

ら
に
膨
ら
む
恐
れ
も
あ
る
と
話
し

ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
を
世
界
第

３
位
の
軍
事
国
家
に
す
る
大
軍
拡

と
、
軍
事
ブ
ロ
ッ
ク
の
強
化
が
、

「
戦
争
を
近
づ
け
る
こ
と
に
な

る
」
と
訴
え
ま
し
た
。

宣
伝
・
対
話
を

大
い
に
広
げ
て

　
12
団
体
と
14
地
域
か
ら
38
人
が

参
加
し
、
活
動
を
交
流
し
ま
し

た
。
大
阪
市
西
淀
川
区
の
代
表

は
、
区
内
４
駅
を
周
る
宣
伝
や
、

毎
月
平
均
１
５
０
戸
を
訪
問
し
、

60
人
前
後
と
対
話
す
る
と
い
う
全

戸
署
名
、
高
校
生
へ
の
宣
伝
、
エ

コ
風
船
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え
て

飛
ば
す
な
ど
、
多
彩
な
取
り
組
み

を
報
告
し
ま
し
た
。

　
同
市
城
東
区
の
代
表
は
、
学
習

会
や
ロ
ン
グ
ラ
ン
宣
伝
な
ど
を
報

告
。
あ
る
学
校
近
く
で
宣
伝
す
る

と
、「
先
生
が
『
ち
ょ
う
ど
憲
法

を
学
習
し
た
と
こ
ろ
だ
』
と
喜
ん

で
い
た
」
と
告
げ
ら
れ
た
と
い
い

ま
す
。

　
日
本
共
産
党
の
代
表
は
、「『
核

兵
器
は
抑
止
力
と
し
て
必
要
』
と

い
う
学
生
と
も
、『
外
交
の
力
で
平

和
を
』
と
対
話
で
き
る
。
平
和
を

願
う
心
は
同
じ
だ
。
大
い
に
宣
伝

・
対
話
を
」
と
呼
び
掛
け
。
新
婦

人
府
本
部
の
代
表
は
、「
署
名
を

持
っ
て
草
の
根
か
ら
対
話
を
広
げ

た
い
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

（
前
号
か
ら
続
く
）

　
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
っ
て
間
も
な

く
、
戦
勝
祈
願
の
た
め
に
父
に
連
れ

ら
れ
て
靖
国
神
社
を
参
拝
し
ま
し

た
。「
大
き
く
な
っ
て
天
皇
陛
下
の

た
め
に
戦
死
し
た
ら
、
こ
こ
に
来
る

ん
だ
」
と
。

　
大
鳥
居
を
く
ぐ
り
長
い
参
道
を
歩

き
ま
し
た
。
中
に
あ
る
遊
就
館
に

は
、
戦
地
で
勇
敢
に
戦
っ
た
兵
隊
さ

ん
の
物
語
や
大
日
本
帝
国
陸
海
軍
の

「
大
戦
果
」
の
写
真
な
ど
、
学
校
で

教
わ
っ
た
こ
と
を
た
く
さ
ん
見
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
立
派
な
拝
殿
で
参
拝
し
ま
し
た

が
、
ど
こ
に
神
様
に
な
っ
た
兵
隊
さ

ん
が
い
る
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
聞

く
と
、
拝
殿
の
奥
に
あ
る
本
殿
に
祭

っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
し
か
し
一
般

の
人
は
入
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
あ
る
日
、
都
電
の
窓
か
ら
靖
国
神

社
を
見
て
驚
き
ま
し
た
。
民
家
が
密

集
し
て
い
る
隣
に
本
殿
が
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
立
派
な
拝
殿
と
は
比
べ

よ
う
も
な
い
ほ
ど
、
粗
末
な
建
物
で

し
た
。
こ
ん
な
所
に
、
お
国
の
た
め

に
死
ん
だ
た
く
さ
ん
の
英
霊
が
い
る

な
ど
、
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

家
屋
取
り
壊
し
を
強
制

　
東
京
は
、
い
つ
空
襲
が
あ
る
か
分

か
ら
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
皆
、

真
剣
に
防
火
訓
練
や
竹
や
り
訓
練
を

し
て
い
ま
し
た
。
実
際
に
空
襲
に
遭

っ
た
人
に
、
焼
夷
弾
が
落
ち
た
ら
逃

げ
る
の
が
や
っ
と
だ
と
、
体
験
を
聞

き
ま
し
た
。

　
空
襲
に
よ
る
延
焼
を
防
ぐ
た
め

に
、
初
め
は
空
き
家
が
取
り
壊
さ

れ
、
そ
の
う
ち
に
密
集
家
屋
が
強
制

取
り
壊
し
に
な
り
ま
し
た
。
も
し
反

対
し
た
ら
「
非
国
民
」
と
言
わ
れ
ま

す
。

　
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
が
な
い
時
代
で

す
。
太
い
綱
を
家
の
柱
に
く
く
り
つ

け
て
、
大
勢
の
人
で
引
き
倒
し
て
い

き
ま
し
た
。
戦
争
が
大
変
な
こ
と
に

な
っ
て
き
た
こ
と
を
、
考
え
ざ
る
を

得
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
飛
行
機
や
軍
艦
を
作
る
た
め
に
、

鉄
製
品
を
供
出
し
な
さ
い
と
、
隣
組

か
ら
言
わ
れ
ま
し
た
。
鍋
や
釜
は
も

ち
ろ
ん
、
窓
枠
の
手
す
り
ま
で
家
か

ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

立
派
に
死
ん
で
き
ま
す

　
一
番
上
の
兄
に
赤
紙
が
き
ま
し

た
。「
天
皇
陛
下
の
た
め
に
立
派
に

死
ん
で
き
ま
す
」。
そ
の
日
の
夕
方

に
海
兵
団
に
入
団
す
る
兄
を
見
送
る

と
言
っ
て
、
東
京
駅
ま
で
行
っ
た
母

親
の
、
い
ま
ま
で
見
た
こ
と
も
な
い

顔
を
見
て
、
驚
き
ま
し
た
。
思
え
ば

あ
の
顔
は
、
も
う
２
度
と
会
え
な
い

子
ど
も
を
思
う
母
親
の
顔
で
し
た
。

　
２
番
目
の
兄
は
中
学
３
年
生
の
時

に
、
海
軍
特
別
少
年
兵
に
志
願
し
ま

し
た
。
私
は
「
う
ち
は
２
人
も
お
国

の
た
め
に
海
軍
さ
ん
に
な
っ
て
い

る
」と
誇
ら
し
く
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
頃
は
、
戦
意
高
揚
映
画
「
海

軍
」
が
子
ど
も
た
ち
に
人
気
で
、
私

も
立
派
な
軍
国
少
年
に
な
っ
て
い
た

の
で
す
。

　
２
番
目
の
兄
は
霞
が
関
の
海
軍
省

勤
務
に
な
り
ま
し
た
。
戦
地
か
ら
離

れ
た
安
全
な
部
署
で
す
。
父
は
洋
服

縫
製
業
で
軍
服
を
作
っ
て
い
た
の

で
、
息
子
の
こ
と
を
軍
の
関
係
者
に

頼
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。東

京
大
空
襲
始
ま
る

　
学
童
疎
開
が
始
ま
り
ま
し
た
。
私

は
長
野
県
・
蓼
科
山
の
麓
に
あ
る
湯

治
宿
に
集
団
疎
開
し
ま
し
た
。
長
野

の
自
然
は
子
ど
も
た
ち
の
心
を
捉
え

ま
し
た
。
野
山
に
は
カ
キ
や
ク
リ
、

ク
ル
ミ
、
ワ
ラ
ビ
。
山
に
登
る
と
壮

大
な
景
色
で
し
た
。

　
そ
の
間
に
東
京
は
空
襲
に
遭
い
ま

し
た
。
私
の
家
は
無
事
で
し
た
が
、

親
戚
の
家
は
父
親
だ
け
が
生
き
残

り
、
母
親
と
子
ど
も
２
人
は
行
方
不

明
で
、
遺
体
も
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で

し
た
。（
次
号
へ
続
く
）

立派な拝殿と粗末な本殿の靖国神社

No War「
戦
争
へ
の
道
」

 

許
さ
な
い

２番目の兄の入営式。白い服の右側が
石川さん。家の窓枠は供出され、なく
なっています。

　
冬
の
節
か
ら
春
の
節
へ
と
移

る
分
岐
点
の
日
で
す
。
節
分
の

夜
、「
福
は
内
、
鬼
は
外
」
と

唱
え
て
鬼
を
は
ら
う
の
が
豆
撒

き
。
豆
で
鬼
を
退
治
し
た
翌
日

に
春
が
訪
れ
ま
す
。
旧
暦
で
は

除
夜（
大
晦
日
）に
行
う
年
越
し

行
事
で
、
年
齢
よ
り
１
つ
多
く

豆
を
食
べ
る
の
が
習
わ
し
。
豆

を
一
票
に
持
ち
替
え
て
、
人
々

を
苦
し
め
る
悪
政
を
追
い
払
い

政
治
の
春
を
呼
び
ま
し
ょ
う
。

彩さ
い

時じ

季き

節
分

羽
曳
野
市
在
住

石い
し

川か
わ

澄き
よ
し

さ
ん（
88
）

た
つ
み
知
事
候
補

が
内
田
樹
さ

　
　ん

と
対
談

維
新
政
治
転
換
し
共
同
の
大
阪
へ

大軍拡･大増税許さない
「
安
保
３
文
書
」撤
回
求
め
新
署
名

憲
法
会
議･

共
同
セ
ン
タ
ー
が
代
表
者
会
議

　
大
阪
憲
法
会
議
・
共
同
セ
ン
タ
ー
は
１
月
28
日
に
大
阪
市
北
区
内
で
団
体
地
域
代
表
者
会
議
を
開
き
、
岸
田
内
閣
に
よ
る
「
安
保
３
文
書
」
閣
議
決
定
の

撤
回
や
、
大
軍
拡
・
大
増
税
に
反
対
す
る
新
た
な
署
名
運
動（
４
面
に
署
名
用
紙
）を
提
起
し
ま
し
た
。

大軍拡・大増税反対の新署名を提起した団体地域代表者会議＝１月28日、大阪市北区内

軍拡･改憲より暮らし･平和を
総
が
か
り
行
動
実
行
委

12
日
に
集
会
開
催

宮
本
衆
院

議
員

が
国
会
情
勢
報
告
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羽
曳
野
市
在
住

石い
し

川か
わ

澄き
よ
し

さ
ん（
88
）

▶今週の紙面より

2 府保険医協会 宇都宮健弘理事
長 に聞く

3 大　　阪革新懇 「安保３文書」で学習討論会

7 歩いて行ける図書館を守ろう 豊中

4 「安保３文書」告発 大軍拡阻止へ全力
  　山下氏･清水氏 街頭トーク詳報

こ
の
手
が
あ

っ
た
の
か
と

長
谷
川
　
今
の
方（
吉
村
洋

文
知
事
）が
危
う
く
な
る
よ

う
な
、
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る

方
が
出
て
く
れ
な
い
か
な
、

「
誰
が
え
え
ん
や
ろ
う
な

あ
」
と
思
っ
て
た
ら
、
い
き

な
り
た
つ
み
さ
ん
が
出
馬
表

明
し
は
っ
た
の
を
知
っ
て
、

「
こ
の
手
が
あ
っ
た
か
！
」

「
そ
れ
し
か
な
い
わ
な
。
こ

の
人
し
か
な
い
わ
」
と
思
い

ま
し
た
。
す
ご
い
う
れ
し
か

っ
た
で
す
。

松
尾
　
目
を
引
く
こ
と
ば
か

り
言
い
な
が
ら
、
何
も
役
に

立
っ
て
い
な
い
府
政
・
大
阪

市
政
が
続
い
て
き
た
気
が
し

ま
す
。「
身
を
切
る
」
と
言

っ
て
庶
民
に
身
を
切
ら
せ

て
、
弱
い
人
た
ち
が
後
回
し

に
さ
れ
て
い
る
。

　
マ
ス
コ
ミ
展
開
も
う
ま
く

て
、
さ
も
世
間
一
般
に
認
め

ら
れ
て
い
る
か
の
よ
う
な
錯

覚
が
振
り
ま
か
れ
て
い
る
と

こ
ろ
へ
、
客
観
的
事
実
を
持

っ
て
前
に
進
め
て
も
ら
う
起

爆
剤
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

た
つ
み
　
橋
下
徹
さ
ん
が
知

事
・
大
阪
市
長
だ
っ
た
時
代

に
、
文
楽
や
在
阪
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
へ
の
補
助
金
を
削
っ
た

り
、
大
阪
市
音
楽
団
や
大
阪

セ
ン
チ
ュ
リ
ー
交
響
楽
団
も

直
営
で
な
く
な
り
ま
し
た
。

長
谷
川
　
大
阪
国
際
児
童
文

学
館
を
廃
止（
そ
の
後
、
大

幅
に
縮
小
し
て
府
立
中
央
図

書
館
に
移
転
）
さ
せ
た
の

も
、
あ
の
人
が
最
初
に
や
っ

た
こ
と
で
し
た
。

た
つ
み
　
大
阪
に
根
付
い
て

き
た
文
化
を
攻
撃
対
象
に
し

て
、
も
う
か
る
も
の
が
善

で
、
そ
れ
以
外
は
つ
ぶ
し
て

い
い
と
い
う
政
治
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

イ
ル
ミ
に
は

お
金
か
け
て

松
尾
　
文
楽
は
世
界
に
誇
る

も
の
で
、
税
金
を
い
く
ら
か

け
た
か
ら
い
く
ら
戻
っ
て
く

る
と
い
う
問
題
で
は
な
い
財

産
で
す
。
楽
団
も
。
音
楽
が

ど
れ
だ
け
人
を
勇
気
付
け
た

り
、
癒
し
た
り
、
慰
め
た
り

す
る
か
。「
自
分
で
ペ
イ
で

き
な
い
も
の
は
や
め
よ
う
」

と
や
り
始
め
る
と
、
何
の
た

め
の
文
化
交
流
や
文
化
振
興

か
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
の
一
方
で
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
に
は
お
金
を
か
け

る
の
で
す
か
ら
。

た
つ
み
　
橋
下
さ
ん
は
実
際

に
文
楽
の
公
演
を
見
て
「
脚

本
が
古
す
ぎ
る
」
と
。

松
尾
　
そ
れ
な
ら
仁
徳
天
皇

陵（
大
山
古
墳
）も
古
す
ぎ
る

（
笑
い
）。

た
つ
み
　
敵
や
「
既
得
権

益
」
を
仕
立
て
上
げ
、
や
っ

つ
け
る
ヒ
ー
ロ
ー
に
な
る
の

が
彼
ら
の
政
治
手
法
で
す
。

（
８
面
に
続
く
）

え
に
、
市
民
の
足
が
止
ま
り
、

二
重
、
三
重
に
聴
衆
の
輪
が
広

が
り
ま
し
た
。

　
緊
急
宣
伝
を
告
知
し
た
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
見
て
来
た
と
い
う
30
代
の

女
性
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、「
国

民
み
ん
な
の
大
切
な
税
金
を
戦

争
の
た
め
の
兵
器
に
使
う
な
ん

て
許
せ
な
い
。
絶
対
に
反
対
し

た
い
」
と
署
名
集
め
に
協
力
。

Ｊ
Ｃ
Ｐ
サ
ポ
ー
タ
ー
の
メ
ン
バ

ー
２
人
も
駆
け
付
け
て
チ
ラ
シ

配
布
を
手
伝
い
ま
し
た
。

国
会
に
も
諮
ら
ず

専
守
防
衛
さ
え
も

　
清
水
氏
が
「
国
民
に
知
ら
せ

　「
今
、
国
の
あ
り
方
が
大
き

く
変
え
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
戦
争
か
平
和
か
の
岐
路
に

立
た
さ
れ
て
い
ま
す
」。
山
下

氏
は
、
そ
う
語
り
始
め
、「
反

撃
能
力
」
の
名
で
敵
基
地
攻
撃

能
力
を
保
有
し
、
そ
の
た
め
に

５
年
間
で
43
兆
円
と
い
う
空
前

の
大
軍
拡
に
踏
み
出
す
と
閣
議

決
定
し
た
「
安
保
３
文
書
」
の

危
険
性
を
告
発
。「
敵
基
地
攻

撃
能
力
の
保
有
は
日
本
国
憲
法

に
照
ら
し
て
到
底
許
さ
れ
な

い
」「『
専
守
防
衛
』
さ
え
投
げ

捨
て
米
国
と
と
も
に
先
制
攻
撃

を
行
う
安
保
政
策
の
大
転
換
を

阻
止
し
よ
う
」と
訴
え
ま
し
た
。

　
山
下
氏
の
気
迫
あ
ふ
れ
る
訴

ず
国
会
に
も
諮
ら
ず
閣
議
決
定

し
た
問
題
点
」「
安
保
『
３
文

書
』
の
危
険
性
」「
敵
基
地
攻
撃

は
憲
法
に
違
反
し
な
い
の
か
」

「
政
府
が
従
来
説
明
し
て
き
た

『
専
守
防
衛
』
に
も
反
す
る
の

で
は
？
」
な
ど
と
問
い
掛
け
る

と
、
山
下
氏
は
用
意
し
た
５
枚

の
パ
ネ
ル
を
用
い
て
分
か
り
や

す
く
説
明
。「
日
本
が
攻
め
ら

れ
て
も
い
な
い
の
に
、
自
衛
隊

が
米
軍
と
一
体
と
な
っ
て
先
制

攻
撃
を
行
う
の
が
敵
基
地
攻
撃

だ
。
他
国
へ
の
脅
威
と
な
る
極

超
音
速
誘
導
弾
を
持
つ
こ
と
自

体
が
、『
専
守
防
衛
』
を
踏
み

外
す
大
問
題
だ
」
と
告
発
し
ま

し
た
。

敵
対
と
分
断
か
ら

平
和
と
協
力
へ
と

　
清
水
氏
は
、
東
南
ア
ジ
ア
諸

国
連
合（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）の
加
盟

国
が
互
い
に
友
好
協
力
条
約
を

結
び
、
東
南
ア
ジ
ア
を
〝
敵
対

と
分
断
〟
か
ら
、〝
平
和
と
協

力
〟
の
地
域
へ
と
つ
く
り
か
え

よ
う
と
し
て
い
る
と
語
り
、

「
大
軍
拡
を
進
め
、
軍
事
対
軍

事
の
悪
循
環
を
作
り
出
す
こ
と

は
許
さ
れ
な
い
。
平
和
を
守
る

た
め
に
外
交
努
力
こ
そ
必
要

だ
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

　
山
下
氏
は
、
軍
拡
路
線
を
ま

と
も
に
取
り
上
げ
な
い
メ
デ
ィ

ア
各
社
の
現
状
に
つ
い
て
、
侵

略
戦
争
へ
と
突
き
進
ん
だ
戦
前

と
同
じ
と
語
り
、「
反
戦
・
平

和
を
貫
く
日
本
共
産
党
の
存
在

意
義
を
懸
け
て
た
た
か
い
ぬ

く
」
と
力
を
込
め
、
大
軍
拡
を

許
さ
な
い
た
め
に
「
一
緒
に
頑

張
ろ
う
」
と
呼
び
掛
け
ま
し

た
。

　
短
時
間
の
緊
急
宣
伝
で
し
た

が
、
20
人
近
く
が
「
大
軍
拡
・

大
増
税
に
反
対
す
る
国
会
請
願

署
名
」
に
応
じ
ま
し
た
。

　
大
阪
市
在
住
の
女
性
は
「
侵

略
戦
争
に
明
け
暮
れ
た
痛
苦
の

反
省
か
ら
、
２
度
と
戦
争
は
し

な
い
と
決
め
た
憲
法
の
精
神
を

守
っ
て
ほ
し
い
」
と
語
り
ま
し

た
。
別
の
女
性
も
「
物
価
高
で

苦
し
み
、
仕
事
も
な
く
明
日
の

食
事
に
さ
え
困
っ
て
い
る
人
が

い
る
。
軍
拡
よ
り
も
、
貧
困
で

苦
し
む
国
民
を
助
け
る
こ
と
を

考
え
る
べ
き
」
と
話
し
ま
し

た
。

（
前
号
か
ら
続
く
）

　
私
が
疎
開
し
た
後
、
家
の
上
空
で

空
中
戦
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
後
に

姉
が
「
そ
の
時
の
母
の
顔
、
そ
れ
は

す
ご
か
っ
た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。
打
ち
落
と
さ
れ
た
米
兵
が
落
下

傘
で
近
く
に
降
り
た
の
で
、
母
親
た

ち
数
人
が
竹
槍
を
持
っ
て
走
っ
て
行

っ
た
の
で
す
。
幸
い
、
た
ど
り
着
い

た
時
に
は
米
兵
は
病
院
に
運
ば
れ
て

い
た
よ
う
で
す
。
母
た
ち
が
米
兵
を

殺
す
こ
と
も
な
く
、
Ｂ
Ｃ
級
戦
犯
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

何
隻
沈
め
れ
ば

　「
ド
イ
ツ
が
降
伏
し
た
」
と
い
う

ニ
ュ
ー
ス
が
６
月
に
流
れ
ま
し

た
。
こ
の
時
期
は
「
○
○
玉
砕
」
や

「
○
○
転
進
」、「
帝
都
大
空
襲
」

と
、
戦
況
は
暗
い
も
の
ば
か
り
。

　
私
は
大
本
営
の
発
表
す
る
戦
果
に

小
さ
な
疑
問
を
持
ち
ま
し
た
。
軍
艦

が
沈
む
数
が
、
日
本
よ
り
ア
メ
リ
カ

の
方
が
い
つ
も
多
い
の
で
す
。「
ア

メ
リ
カ
は
す
ご
く
た
く
さ
ん
の
軍
艦

を
持
っ
て
い
る
。
い
っ
た
い
何
隻
撃

沈
す
れ
ば
な
く
な
る
の
だ
ろ
う
」

　
疎
開
先
で
「
神
風
」
が
吹
く
の
を

待
ち
な
が
ら
、
毎
日
、
寮
の
奥
の
山

へ
ワ
レ
モ
コ
ウ
と
い
う
小
さ
な
草
を

採
り
に
行
か
さ
れ
ま
し
た
。
飛
行
機

の
ガ
ソ
リ
ン
の
代
用
品
に
す
る
と
い

う
の
で
す
が
、
本
当
に
戦
争
に
勝
て

る
の
か
不
安
に
な
り
ま
し
た
。

　
８
月
15
日
の
早
朝
に
寮
が
爆
撃
さ

れ
、
昼
に
は
玉
音
放
送
が
あ
り
ま
し

た
。
翌
日
の
授
業
で
先
生
は
「
こ
れ

か
ら
の
日
本
は
民
主
主
義
の
国
に
な

る
」「
今
ま
で
間
違
っ
て
い
た
。
日
本

は
変
わ
る
」
と
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。
昨
日
ま
で
の
「
鬼
畜
米
英
」「
天

皇
陛
下
の
た
め
に
」
と
全
く
違
う
こ

と
を
言
わ
れ
て
も
、
意
味
が
よ
く
分

か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

泳
げ
ず
、
助
か
っ
た

　
霞
が
関
の
海
軍
省
に
勤
務
し
て
い

た
２
番
目
の
兄
は
、
敗
戦
後
は
大
砲

を
外
し
た
軍
艦
で
、
海
外
の
日
本
兵

や
民
間
人
の
引
揚
・
復
員
業
務
に
当

た
り
ま
し
た
。
偶
然
に
も
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
海
域
で
、
引
揚
船
に
勤
務
し
て

い
る
一
番
上
の
兄
と
再
会
し
ま
し

た
。
家
族
は
喜
び
ま
し
た
。
一
番
上

の
兄
は
戦
争
中
、
赤
紙
が
届
き
、
海

兵
団
で
新
兵
教
育
を
受
け
、
昭
南
島

（
現
在
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）近
辺
の
海

域
で
駆
潜
艇
に
乗
っ
て
い
ま
し
た
。

　
駆
潜
艇
と
い
う
の
は
、
オ
ラ
ン
ダ

の
遊
覧
船
を
奪
っ
て
改
造
し
、
敵
の

潜
水
艦
を
沈
め
る
た
め
に
爆
雷
な
ど

を
積
ん
だ
も
の
で
す
。
し
か
し
元
が

遊
覧
船
で
す
か
ら
、
沈
め
る
は
ず
の

潜
水
艦
か
ら
攻
撃
を
受
け
て
撃
沈
し

ま
し
た
。
乗
組
員
は
海
に
放
り
出
さ

れ
ま
し
た
。

　
敵
の
潜
水
艦
の
甲
板
に
、
浮
袋
を

持
っ
た
水
兵
が
見
え
ま
し
た
。
救
助

さ
れ
る
と
思
っ
た
乗
組
員
た
ち
は
、

わ
れ
先
に
と
潜
水
艦
に
向
か
っ
て
泳

ぎ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
い
つ
の
間

に
か
水
兵
の
手
に
は
、
浮
袋
で
は
な

く
機
関
銃
が
あ
っ
た
の
で
す
。
兄
は

徴
兵
さ
れ
る
ま
で
泳
げ
ま
せ
ん
で
し

た
。
敵
潜
水
艦
へ
の
泳
ぎ
も
一
番
遅

か
っ
た
。
し
か
し
そ
の
お
か
げ
で
助

か
っ
た
の
で
し
た
。

　「
遭
難
船
に
遭
っ
た
ら
、
救
う
の

が
海
の
男
の
掟
だ
」
と
、
兄
は
話
し

て
い
ま
し
た
。「
戦
争
は
駄
目
。
平

和
が
い
い
」
と
も
。

私
学
の
中
に
公
立
中
学

　
陸
軍
大
将
を
夢
見
て
い
た
私
も
、

10
月
に
は
東
京
へ
帰
り
ま
し
た
。
焼

け
野
原
に
な
っ
た
街
を
見
て
驚
き
ま

し
た
。
街
路
樹
の
枝
を
切
っ
て
い
る

男
性
が
見
え
ま
し
た
。
東
京
は
ま
き

も
な
か
っ
た
の
で
す
。

　
学
校
は
、
立
派
な
奉
安
殿
だ
け
が

残
っ
て
い
ま
し
た
。
校
舎
は
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
土
台
だ
け
。
そ
こ
は
か
つ

て
の
防
空
壕
の
跡
で
す
。
も
し
こ
こ

に
避
難
し
て
い
た
ら
、
蒸
し
焼
き
に

な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
徒
歩
１
時
間
余
り
か
か
る
隣
の
学

校
で
、
授
業
が
再
開
し
ま
し
た
。
講

堂
を
い
く
つ
か
に
分
け
た
り
し
て
、

１
つ
の
校
舎
に
２
つ
の
学
校
で
す
。

　
中
学
校
は
ま
た
校
舎
も
な
く
、
近

隣
の
私
学
の
、
私
た
ち
の
学
年
だ
け

を
公
立
の
中
学
に
す
る
と
い
う
、
変

則
的
な
も
の
で
し
た
。
私
た
ち
の
卒

業
と
と
も
に
そ
の
公
立
中
学
も
な
く

な
っ
た
の
で
、母
校
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
２
度
と
戦
争
を
し
な
い
と
決
め
た

憲
法
を
守
ら
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。
憲
法
を
生
か
し
た
平
和
外
交

を
。
そ
し
て
９
条
を
破
壊
し
よ
う
と

す
る
人
に
対
し
て
、
反
対
の
声
を
大

き
く
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

これからは民主主義の国に

No War「
戦
争
へ
の
道
」

 

許
さ
な
い

　
早
春
に
、
銀
白
色
の
ビ
ロ
ー

ド
の
よ
う
な
綿
毛
に
包
ま
れ
た

花
を
つ
け
ま
す
。
猫
柳
と
い
う

名
前
は
、
猫
の
し
っ
ぽ
の
よ
う

な
毛
に
覆
わ
れ
て
い
る
こ
と
に

由
来
し
ま
す
。

　
川
辺
な
ど
に
自
生
し
て
、
春

の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま

す
。
触
れ
て
み
る
と
意
外
に
な

め
ら
か
で
、
か
わ
い
ら
し
い
。

雨
に
濡
れ
た
後
、
逆
光
で
眺
め

る
と
よ
り
美
し
く
見
え
ま
す
。

彩さ
い

時じ

季き

猫
柳

左から、松尾、たつみ、長谷川各氏＝１月31日、大阪市北区の
ギャラリー「空色画房」で

知事
候補 たつみコータローさ　

　ん
俳　
　優 松尾貴史さ　

　ん
絵本
作家 長谷川義史さ　

　ん

鼎
談

府
政
に
望
む
こ
と
は

　
た
つ
み
コ
ー
タ
ロ
ー
府
知
事
候
補
が
、
俳
優
の
松
尾
貴
史
さ
ん
と
共
に
、
絵
本

作
家
・
長
谷
川
義
史
さ
ん
を
長
谷
川
さ
ん
主
宰
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー「
空
色
画
房
」
に

訪
ね
、
３
人
で
大
阪
の
維
新
政
治
、
こ
れ
か
ら
の
府
政
に
望
む
こ
と
な
ど
を
ざ
っ

く
ば
ら
ん
に
語
り
合
い
ま
し
た
。

　
日
本
共
産
党
大
阪
府
委
員
会
は
４
日
、
大
阪
市
都
島
区
の
京
橋
駅
前
で
緊
急
宣
伝
し
、

岸
田
政
権
が
進
め
る
大
軍
拡
・
大
増
税
の
危
険
性
を
告
発
し
ま
し
た
。
宣
伝
は
山
下
芳
生

党
副
委
員
長
・
参
院
議
員
と
清
水
忠
史
前
衆
院
議
員
と
の
掛
け
合
い
ト
ー
ク
で
進
行
。
敵

基
地
攻
撃
能
力
保
有
な
ど
大
軍
拡
の
危
険
性
を
伝
え
る
パ
ネ
ル
を
使
い
、
山
下
氏
が
清
水

氏
の
質
問
に
答
え
な
が
ら
安
保
３
文
書
の
問
題
点
を
分
り
や
す
く
解
説
す
る
と
と
も
に
、

「
反
戦
・
平
和
を
貫
い
た
日
本
共
産
党
の
存
在
意
義
を
懸
け
て
大
軍
拡
を
止
め
る
た
め
全

力
を
挙
げ
る
」
と
訴
え
ま
し
た
。（
４
面
で
山
下
・
清
水
両
氏
の
や
り
と
り
を
詳
報
）

「安保３文書」の危険性についてパネルを用いて訴える（左から）山下、清水両氏
＝４日、大阪市都島区内

反戦･平和の党 大軍拡阻止に全力
外
交
努
力
こ
そ
平
和
を
守
る

共
産
党
府
委
が
緊
急
宣
伝

山
下
参
院

議
員･

清
水
前
衆
院

議

　員

が
訴
え

閣
議
決
定「
安
保
３
文
書
」の
危
険
性
告
発
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１
面
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任
せ
て
た
ら

命
が
危
な
い

長
谷
川
　
僕
が
「
万
博
な
ん

か
嫌
で
す
」
と
言
う
と
、

「
え
っ
？
」
と
い
う
感
じ
に

な
り
ま
す
。
そ
の
後
に
は
Ｉ

Ｒ（
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
）・
カ

ジ
ノ
に
い
く
や
な
い
で
す

か
。
そ
れ
で
大
阪
が
活
気
づ

く 

ん
や
な
い
か
と
い
う
妄

想
を
抱
い
て
い
る
人
が
、
ま

だ
ま
だ
い
る
と
思
う
ん
で

す
。

松
尾
　
鶴
見
緑
地
で
花
と
緑

の
博
覧
会（
１
９
９
０
年
）が

あ
り
ま
し
た
が
、
当
時
す
で

に
、
世
界
中
か
ら
博
覧
会
場

に
人
が
来
て
と
い
う
時
代
で

は
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
イ
ベ
ン
ト
を
や
っ
て
町

が
活
気
づ
く
と
い
う
よ
り
、

公
金
を
注
ぎ
込
ん
で
、
中
抜

き
す
る
人
た
ち
が
い
っ
ぱ
い

い
て
余
計
に
疲
弊
す
る
。
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
記
憶
に

新
し
い
は
ず
な
の
に
、
ま
だ

大
き
な
イ
ベ
ン
ト
の
誘
致
で

経
済
を
活
性
化
さ
せ
よ
う
と

し
て
い
る
。

た
つ
み
　
大
事
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
文
化
や
教
育
は

横
に
置
い
て
お
い
て
、
打
ち

上
げ
花
火
を
打
ち
続
け
る
こ

と
で
耳
目（
じ
も
く
）を
集
め

る
。
府
民
の
中
に
も
鬱
屈

（
う
っ
く
つ
）感
や
景
気
を
良

く
し
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い

や
、
何
か
変
え
て
ほ
し
い
と

期
待
す
る
気
持
ち
が
あ
っ

て
、
そ
れ
を
上
手
に
吸
い
取

っ
て
い
る
の
が
維
新
だ
と
思

い
ま
す
。

長
谷
川
　
大
阪
は
コ
ロ
ナ
で

は
一
番
人
が
亡
く
な
っ
て
い

っ
て
、
嫌
と
い
う
ほ
ど
目
に

見
え
ま
し
た
や
ん
。
職
員
減

ら
し
て
保
健
所
の
機
能
が
小

さ
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
医

療
機
関
に
か
か
れ
な
い
と

か
。

　
僕
は
大
阪
に
住
ん
で
い
る

の
で
、
自
分
が
世
界
一
怖
い

都
市
に
住
ん
で
る
と
い
う
恐

怖
心
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
の

方
た
ち
に
任
せ
て
た
ら
命
が

危
な
い
。
な
ん
ぼ
イ
メ
ー
ジ

戦
略
で
や
っ
て
て
も
、
気
ぃ

付
か
ん
と
あ
か
ん
。

松
尾
　
落
語
の
「
が
ま
の

油
」
の
よ
う
な
政
治
で
す

ね
。
い
ろ
ん
な
傷
が
ぴ
た
り

と
止
ま
る
と
、
う
そ
の
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
や
っ

て
、
売
り
抜
け
て
居
な
く
な

る
。
香
具
師（
や
し
）な
ら
と

も
か
く
、
政
治
家
が
そ
れ
を

や
っ
て
い
る
。

や
っ
て
る
感

う
ま
い
け
ど

た
つ
み
　
先
日
、
保
健
所
の

職
員
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

終
電
ま
で
働
き
詰
め
、
電
車

で
帰
る
時
も
眠
り
た
い
け
れ

ど
眠
れ
な
い
と
言
う
ん
で

す
。
な
ぜ
か
と
言
う
と
、
吉

村
さ
ん
が
現
場
に
諮
ら
ず
思

い
つ
い
た
こ
と
を
会
見
で
言

う
の
で
、
翌
日
、
職
場
に
行

く
と
、
そ
の
こ
と
も
含
め
対

応
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

そ
れ
で
電
車
の
中
で
知
事
が

会
見
で
何
を
言
っ
た
の
か
を

チ
ェ
ッ
ク
し
な
い
と
い
け
な

い
と
。

　
自
分
た
ち
は
、
第
４
波
の

時
か
ら
高
齢
者
施
設
で
ク
ラ

ス
タ
ー
が
出
た
ら
大
変
な
こ

と
に
な
る
の
で
、
体
制
を
整

え
る
べ
き
だ
と
提
案
し
て
き

た
の
に
、
知
事
は
ま
っ
た
く

聞
い
て
く
れ
ず
思
い
つ
き
で

や
る
と
。
そ
れ
が
「
イ
ソ
ジ

ン
」
だ
っ
た
り
す
る
わ
け
で

す
。

松
尾
　「
決
め
ら
れ
る
」
と

い
う
言
葉
が
美
化
さ
れ
た

り
、「
身
を
切
る
」
と
か
痛

み
を
伴
う
よ
う
な
こ
と
を
言

わ
れ
た
ほ
う
が
、
説
得
力
が

あ
る
と
錯
覚
す
る
よ
う
な
話

法
で
政
治
が
進
ん
で
い
る
気

が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。

長
谷
川
　
大
阪
っ
て
商
人

（
あ
き
ん
ど
）の
町
で
、
役
人

と
か
嫌
い
や
っ
た
町
民
の
プ

ラ
イ
ド
み
た
い
な
の
が
あ
る

か
ら
、
維
新
が
役
所
の
人
た

ち
を
や
っ
つ
け
る
と
言
う

と
、
み
ん
な
「
オ
ー
ッ
」っ

て
い
う
の
が
あ
り
ま
す
よ

ね
。

た
つ
み
　
や
っ
て
る
感
を
出

す
の
が
す
ご
く
う
ま
い
で

す
。
維
新
を
支
持
す
る
人

は
、
不
祥
事
も
あ
る
け
れ

ど
、
ち
ゃ
ん
と
や
っ
て
く
れ

て
実
績
も
あ
る
と
思
っ
た

り
、
実
質
は
与
党
な
の
に
野

党
だ
と
思
っ
た
り
し
て
い
ま

す
。
出
馬
会
見
で
も
討
論
会

を
や
っ
て
ほ
し
い
と
言
い
ま

し
た
が
、
大
阪
の
事
実
、
実

態
を
府
民
に
知
っ
て
も
ら
っ

て
議
論
し
た
い
。

長
谷
川
　
メ
デ
ィ
ア
は
今
の

知
事
が
格
好
え
え
と
言
う
て

ま
す
け
ど
、
正
論
で
議
論
を

た
た
か
わ
せ
て
、
ビ
ジ
ュ
ア

ル
で
も
負
け
な
い
人
が
出
て

く
れ
た
の
は
お
っ
き
い
で
す

わ（
笑
い
）。

結
局
し
ん
ど

く
な
る
の
は

た
つ
み
　
10
年
前
に
公
務
現

場
が
疲
弊
し
て
い
る
と
言
っ

て
も
共
感
さ
れ
な
か
っ
た
で

し
ょ
う
が
、
今
は
、
コ
ロ
ナ

で
保
健
所
が
痛
め
つ
け
ら
れ

て
し
ん
ど
く
な
っ
て
い
る
こ

と
や
、
教
育
現
場
で
も
先
生

が
い
な
い
こ
と
を
み
ん
な
知

っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。

長
谷
川
　「
絵
本
の
会
」
と

か
や
る
と
、
学
校
の
先
生
が

来
て
、
本
当
に
つ
ら
い
と
言

わ
は
る
ん
で
す
。
大
阪
で
教

師
し
て
て
精
神
を
病
ん
で
、

他
の
県
に
行
っ
た
人
も
い
ま

す
。

た
つ
み
　
大
阪
で
試
験
を
受

け
て
、
そ
れ
を
ス
テ
ッ
プ
ア

ッ
プ
に
し
て
他
府
県
で
現
職

の
教
職
員
枠
で
受
け
直
す
人

も
い
る
と
聞
き
ま
し
た
。

　
吉
村
さ
ん
が
し
た
こ
と
で

一
番
許
せ
な
い
の
は
、
学
力

テ
ス
ト
の
点
数
を
先
生
の
給

与
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
し
た

こ
と
で
す
。
学
力
は
貧
困
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
あ

り
、
先
生
の
せ
い
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
生
活
保
護
の
現
場
で
も
ケ

ー
ス
ワ
ー
カ
ー
が
非
正
規

で
、
自
分
の
職
が
来
年
ど
う

な
る
か
分
か
ら
な
い
。
不
安

定
な
人
が
生
活
困
窮
の
相
談

で
親
身
に
な
れ
る
で
し
ょ
う

か
。

長
谷
川
　
そ
う
や
っ
て
結

局
、
府
民
や
市
民
が
し
ん
ど

い
こ
と
に
な
る
の
は
、
コ
ロ

ナ
の
時
に
分
か
り
ま
し
た
や

ん
。

た
つ
み
　
そ
う
な
ん
で
す
。

松
尾
　
だ
け
ど
自
分
た
ち
が

不
利
益
を
被
っ
て
い
る
こ
と

が
、
今
の
府
政
、
市
政
の
ト

ッ
プ
の
人
た
ち
の
せ
い
だ
と

関
連
づ
か
な
い
よ
う
に
話
が

も
っ
て
い
か
れ
て
る
ん
で
す

よ
ね
。

た
つ
み
　
大
阪
市
の
塾
代
助

成
も
そ
の
一
つ
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
本
来
は
塾
に

行
か
な
く
て
も
い
い
よ
う
な

公
教
育
の
充
実
が
必
要
な
ん

で
す
。

松
尾
　
補
助
す
る
と
言
っ
て

も
、
塾
に
通
え
る
、
お
金
に

余
裕
の
あ
る
家
の
子
ど
も
し

か
学
力
が
育
た
な
い
。
こ

れ
、
富
の
固
定
化
で
す
よ

ね
。
そ
れ
を
助
長
し
て
ど
う

す
る
ん
で
す
か
。

分
断
対
立
を

あ
お
る
政
治

長
谷
川
　
僕
は
人
々
が
対
立

し
て
し
ま
う
の
が
す
ご
く
嫌

な
ん
で
す
。
大
阪
は
黒
で
も

白
で
も
な
い
、「
ま
あ
え
え

や
ん
」「
ど
っ
ち
ゃ
で
も
よ
ろ

し
が
な
」
み
た
い
な
気
質
や

文
化
が
あ
り
ま
す
や
ん
か
。

そ
れ
が
こ
の
10
年
ぐ
ら
い
で

な
く
な
っ
て
き
た
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。

た
つ
み
　「
行
け
た
ら
行
く

わ
」、
み
た
い
な（
笑
い
）

松
尾
　「
考
え
さ
せ
て
も
ら

い
ま
す
わ
」、
と
か
。ノ
ー
と

い
う
意
味
で
す
が（
笑
い
）。

た
つ
み
　
困
っ
て
い
る
人
を

放
っ
て
お
か
れ
へ
ん
の
も
大

阪
の
い
い
と
こ
ろ
で
す
。
大

阪
人
と
し
て
、
分
断
や
対
立

を
あ
お
る
政
治
を
憎
ま
な
い

と
と
思
い
ま
す
。

長
谷
川
　
住
民
投
票
２
回
し

た
で
し
ょ
う
。
１
回
目
で

（
大
阪
市
存
続
が
）決
ま
っ
て

る
の
に
。
２
回
目
は
コ
ロ
ナ

の
時
で
し
た
。

松
尾
　
ま
る
で
ゾ
ン
ビ
の
よ

う
に
。「
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン

ス
」
と
毎
回
言
っ
て
。

た
つ
み
　
彼
ら
は
大
阪
市
を

廃
止
す
る
「
大
阪
都
」
構
想

で
、
中
身
の
議
論
を
せ
ず
、

統
治
機
構
を
変
え
る
話
し
か

し
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
大
阪

市
民
が
見
抜
い
た
の
は
、
す

ご
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

松
尾
　
よ
く
な
る
こ
と
は
１

つ
も
な
く
、
文
化
が
壊
れ

る
。
不
便
に
な
る
。
設
備
が

減
ら
さ
れ
る
。
無
駄
を
省
く

と
か
「
二
重
行
政
」
と
言
う

け
れ
ど
、
成
り
立
っ
て
き
た

こ
と
に
は
必
然
性
が
あ
る
の

に
、
そ
れ
を
ど
う
発
展
さ
せ

る
か
と
い
う
議
論
な
し
に
、

ガ
ラ
ガ
ラ
ポ
ン
で
良
く
な
る

と
。
香
具
師
の
よ
う
な
無
責

任
な
も
の
で
し
た
。

長
谷
川
　「
都
」
構
想
に
な

っ
た
ら
ど
う
な
る
か
を
理
解

で
き
て
な
い
の
に
、
投
票
な

ん
か
で
き
ま
せ
ん
や
ん
。
で

も
１
回
目
は
投
票
し
な
か
っ

た
ら
、
も
っ
と
あ
か
ん
こ
と

に
な
る
と
思
っ
て
行
き
ま
し

た
。
２
回
目
の
時
は
「
大
阪

市
は
な
く
な
り
ま
す
。
こ
れ

で
い
い
で
す
か
」
と
い
う
の

が
す
ご
く
分
か
り
や
す
か
っ

た
。

た
つ
み
　
大
阪
市
は
な
く
な

る
の
に
彼
ら
は
「
な
く
な
ら

な
い
」
と
言
い
続
け
ま
し

た
。

長
谷
川
　
憲
法
改
正
も
一

緒
。
今
の
憲
法
て
宝
物
の
よ

う
な
も
の
や
の
に
、
よ
う
分

か
ら
へ
ん
ま
ま
変
え
ら
れ
よ

う
と
し
て
い
る
。

い
い
大
阪
を

取
り
戻
そ
う

た
つ
み
　
私
が
知
事
に
な
れ

ば
、
公
務
現
場
で
働
く
人
た

ち
が
府
民
に
奉
仕
で
き
る
大

阪
を
取
り
戻
し
た
い
で
す
。

教
育
と
中
小
企
業
支
援
も
再

生
さ
せ
た
い
し
、
ギ
ャ
ン
ブ

ル
で
は
な
い
景
気
浮
揚
を
打

ち
た
い
。

　
何
よ
り
も
分
断
と
対
立
を

政
治
が
あ
お
ら
な
い
。
命
を

守
り
暮
ら
し
を
守
る
協
働
・

連
帯
の
政
治
を
前
に
進
め
た

い
し
、
無
党
派
の
人
や
保
守

の
人
も
含
め
て
、
大
阪
を
良

く
し
た
い
と
思
っ
て
お
ら
れ

る
方
と
一
緒
に
、
政
治
を
つ

く
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

松
尾
　
現
在
の
府
政
・
市
政

は
10
年
も
や
っ
て
き
て
完
全

な
権
力
者
。
そ
の
評
価
が
出

て
も
い
い
く
ら
い
の
年
月
を

や
っ
て
る
わ
け
で
す
か
ら
、

そ
ろ
そ
ろ
〝
通
信
簿
〟
を
も

ら
っ
た
ほ
う
が
い
い
と
思
い

ま
す
ね
。

た
つ
み
　
僕
は
、
政
治
家
に

な
る
前
は
困
窮
者
の
支
援
で

現
場
の
声
を
聞
い
て
き
た

し
、
参
院
議
員
時
代
も
い
ろ

ん
な
人
の
声
を
聞
い
て
き
ま

し
た
。
現
場
は
こ
う
だ
と
、

誰
も
否
定
で
き
な
い
事
実
、

実
態
を
突
き
付
け
ら
れ
る
の

は
自
分
し
か
い
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

長
谷
川
　
み
ん
な
で
「
都
」

構
想
を
２
回
も
は
ね
返
し
た

ん
で
す
か
ら
、
頑
張
れ
ば
十

分
い
け
る
と
思
っ
て
ま
す
。

松
尾
　
〝
３
度
目
の
ラ
ス
ト

チ
ャ
ン
ス
〟
を
与
え
て
は
な

り
ま
せ
ん
ね
。

　
頑
張
れ
な
い
人
も
助
け
る

の
が
政
治
。「
対
価
と
し
て

の
権
利
」
で
は
な
く
、
あ
ま

ね
く
す
く
い
上
げ
る
。
そ
う

い
う
発
想
が
な
い
人
に
は
、

力
を
持
ち
続
け
て
ほ
し
く
あ

り
ま
せ
ん
。

　
新
し
い
大
阪
を
つ
く
る
と

同
時
に
、
古
い
、
い
い
大
阪

を
取
り
戻
し
て
ほ
し
い
で
す

ね
。

　
府
道
28
号
大
阪
高
石
線（
と
き
は

ま
線
）を
越
え
る
と
す
ぐ
、
道
の
右

手（
南
側
、
蔵
前
町
２
丁
）は
マ
ン
シ

ョ
ン
で
、
道
に
面
し
た
一
角
に
石
の

屋
形
が
あ
り
ま
す
。
中
に
は
道
標
と

地
蔵
尊
。
道
標
は
正
面
上
部
に
地
蔵

像
を
浮
き
彫
り
に
し
、「
ひ
た
り
／

ふ
じ
ゐ
寺
／
は
せ
な
ら
／
ミ
ち
」
と

刻
ん
で
い
ま
す
。

　
屋
形
は
４
本
の
石
柱
が
あ
り
、
右

正
面
に
は
「
平
成
十
年
一
月
吉
日
　

再
建
」
の
文
字
が
あ
り
、
屋
形
の
裏

側
に
元
の
石
柱
が
２
本
残
さ
れ
て
い

ま
す
。
１
本
は
建
立
年（
天
保
15
＝

１
８
４
４
年
）を
記
し
、
も
う
１
本

は
「
右
た
き
谷
　
金
剛
山
　
道
」
と

刻
ん
で
い
ま
す
。

　
最
初
の
辻
を
過
ぎ
て
、
道
の
北
側

（
船
堂
町
１
丁
）に
あ
る
土
蔵
付
き
の

立
派
な
町
屋
は
、
全
国
に
別
珍（
綿

ビ
ロ
ー
ド
）の
「
金
鳳
足
袋
」
を
売

り
出
し
た
金
鳳
別
珍（
き
ん
ぽ
う
べ

っ
ち
ん
）の
主
屋
で
す
。

　
少
し
歩
く
と
、
街
道
か
ら
右
へ
入

る
道
の
角
に
道
標（
明
治
35
＝
１
９

０
２
年
建
立
）が
あ
り
ま
す
。
北
面

は
、
東
へ
の
進
行
方
向
を
指
す
手
指

を
浮
き
彫
り
に
し
て
「
葛
井
寺
／
道

明
寺
」
と
刻
み
、
西
面
は
「
右
勝
手

大
明
神
」
と
刻
ん
で
い
ま
す
。

　
道
を
た
ど
る
と
、
江
戸
時
代
に

「
勝
手
大
明
神
」
と
し
て
信
仰
を
集

め
た
須
牟
地
曽
根（
す
む
ち
そ
ね
）神

社
が
あ
り
ま
す
。
広
大
だ
っ
た
同
神

社
は
明
治
28（
１
８
９
５
）年
に
焼

失
。
金
岡
神
社
に
合
祀
さ
れ
た
後
、

氏
子
の
人
々
が
再
建
し
ま
し
た
。
光

竜
寺
川
に
架
か
る
蔵
前
橋
を
渡
っ
て

行
く
と
、
道
の
右
手
は
堺
市
北
区
南

花
田
町
で
す
。（
続
く
）

長
尾
街
道
⑥

 

堺
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大
阪
の
街
道
を
歩
く金鳳別珍は五箇荘で明治28（1895）年に初めて誕生した近代工場。自

家発電で操業し、そのエンジン台の大石が残っています。昭和初期に
は広い工場で200人が働きました。戦中は軍需産業（金鳳航空）に転換
させられましたが、戦後に復活。1960年代まで製造を続けました。

続

石
の
屋
形

金
鳳
別
珍

宝
蔵
神
社

船堂公園

須
牟
地
曽
根
神
社

卍
蓮
光
寺

蔵
前
橋

光
竜
寺
川

府
道
28
号（
と
き
は
ま
線
）

道
標

長尾街道

蔵前町と船堂町を抜けて

蔵前町１丁の道標
と地蔵尊

知
事
候
補･

た
つ
み
コ
ー
タ
ロ
ー
さ

　
　ん

俳
優･

松
尾
貴
史
さ

　
　ん

絵
本
作
家･

長
谷
川
義
史
さ

　
　ん

コ
ロ
ナ
で
嫌
と
言
う
ほ
ど
分
か
っ
た 

長
谷
川
さ

　
　ん

そ
ろ
そ
ろ
通
信
簿
も
ら
っ
た
ほ
う
が 

松
尾
さ

　
　ん

事
実
・
実
態
知
ら
せ
て
議
論
し
た
い 

た
つ
み
さ

　
　ん

長谷川義史さん

松尾貴史さん

たつみコータローさん

鼎談
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（
１
面
か
ら
続
く
）

ア
メ
リ
カ
の

最
高
裁
判
決

内
田
　
平
松
邦
夫
さ
ん
が
大

阪
市
長
の
時
に
特
別
顧
問
を

委
嘱
さ
れ
て
、
教
育
関
係
に

つ
い
て
、
哲
学
者
の
鷲
田
清

一
さ
ん
、
宗
教
学
者
の
釈
徹

宗
さ
ん
た
ち
と
市
長
に
提
言

す
る
仕
事
を
し
ま
し
た
。
平

松
さ
ん
は
２
０
１
１
年
の
大

阪
市
長
選
で
橋
下
徹
さ
ん
に

負
け
ま
し
た
が
、
平
松
さ
ん

が
も
う
１
期
や
っ
て
く
れ
て

い
た
ら
、
大
阪
は
こ
ん
な
悲

惨
な
こ
と
に
は
な
っ
て
い
な

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

た
つ
み
　
橋
下
さ
ん
が
市
長

に
な
っ
て
一
番
最
初
に
や
っ

た
の
が
、
大
阪
市
職
員
へ
の

思
想
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
で
し

た
。
政
治
活
動
へ
の
関
与
や

誰
に
誘
わ
れ
た
か
ま
で
書
か

せ
る
も
の
で
、
泣
く
泣
く
仲

間
の
名
前
を
書
い
た
職
員
も

い
ま
し
た
。

内
田
　
卒
業
式
で
の
「
君
が

代
」
斉
唱
の
口
元
チ
ェ
ッ
ク

も
、
橋
下
さ
ん
の
時
に
起
き

ま
し
た
ね
。
僕
は
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ス
ト
で
す
か
ら
、
国
旗
・

国
歌
に
対
す
る
敬
意
は
あ
っ

て
し
か
る
べ
き
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
が
、
内
発
的
な
も
の

で
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
。

愛
国
心
は
政
治
的
圧
力
で
強

要
す
る
も
の
じ
ゃ
あ
り
ま
せ

ん
。

た
つ
み
　
先
生
は
以
前
、
国

旗
の
問
題
で
ア
メ
リ
カ
の
最

高
裁
判
決
を
引
い
て
お
ら
れ

ま
し
た
ね
。

内
田
　
ア
メ
リ
カ
最
高
裁
は

１
９
８
９
年
に
、「
国
旗
損

壊
を
罪
と
す
る
州
法
は
憲
法

違
反
で
あ
る
」
と
い
う
画
期

に
し
て
い
ま
す
。
確
か
に
そ

れ
も
リ
ア
ル
な
の
で
す
が
、

公
共
心
や
倫
理
の
よ
う
な

「
き
れ
い
ご
と
」
を
手
放
し

た
ら
世
の
中
は
持
ち
ま
せ

ん
。
日
本
人
の
倫
理
的
劣
化

に
棹
を
さ
し
た
維
新
の
罪
は

深
い
。

た
つ
み
　
彼
ら
の
政
治
手
法

は
、
公
務
労
働
者
と
民
間
労

働
者
、
高
齢
者
と
現
役
世

代
、
困
窮
者
と
そ
う
で
な
い

た
つ
み
　
行
政
的
に
は
「
二

重
行
政
」
と
い
っ
て
市
民
病

院
を
つ
ぶ
し
た
り
。

内
田
　
府
立
大
と
市
立
大
の

統
合
も
「
無
駄
を
な
く
す
」

た
め
の
は
ず
で
し
た
が
、
統

合
の
た
め
の
不
要
な
タ
ス
ク

の
せ
い
で
、
膨
大
な
教
育
研

究
の
た
め
の
時
間
が
失
わ
れ

ま
し
た
。
費
用
対
効
果
を
考

え
た
ら
、
信
じ
ら
れ
な
い
ほ

ど
の
無
駄
を
し
た
こ
と
に
な

的
な
判
決
を
出
し
ま
し
た
。

国
旗
損
壊
は
個
人
の
政
治
的

意
見
の
表
明
で
あ
り
、
そ
の

権
利
は
憲
法
修
正
第
１
条
が

認
め
て
い
る
と
し
た
の
で

す
。
判
決
を
支
持
し
た
判
事

の
１
人
は
「
痛
恨
の
極
み
で

は
あ
る
が
、
国
旗
は
、
そ
れ

を
侮
蔑
す
る
者
を
も
保
護
す

る
」
と
い
う
補
足
意
見
を
記

し
ま
し
た
。
僕
は
こ
の
「
痛

恨
の
極
み
で
は
あ
る
が
」
と

い
う
葛
藤
を
、
公
人
と
し
て

尊
い
も
の
だ
と
思
い
ま
し

た
。

た
つ
み
　
な
る
ほ
ど
。

政
治
と
市
場

に
巻
き
込
む

内
田
　
維
新
の
政
治
で
僕
が

強
く
批
判
し
て
い
る
の
は
、

共
同
体
が
安
定
的
に
存
続
す

る
た
め
に
必
須
の
「
社
会
的

共
通
資
本
」
に
手
を
突
っ
込

ん
で
き
た
こ
と
で
す
。
社
会

的
イ
ン
フ
ラ
、
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
、
行
政
、
医
療
、
教
育
な

ど
は
専
門
家
に
よ
っ
て
安
定

的
に
管
理
運
営
さ
れ
る
べ
き

で
、
決
し
て
政
治
や
市
場
と

リ
ン
ク
さ
せ
て
は
な
ら
な

い
。
政
権
交
代
し
よ
う
と
、

天
変
地
異
が
襲
お
う
と
、
恐

慌
が
あ
ろ
う
と
、
何
事
も
な

か
っ
た
か
の
よ
う
に
淡
々
と

継
続
さ
れ
る
こ
と
が
最
優
先

な
ん
で
す
。

　
維
新
は
そ
れ
を
意
図
的
に

政
治
と
市
場
に
巻
き
込
ん

だ
。
文
化
も
敵
視
し
、
真
っ

先
に
助
成
を
削
っ
た
の
が
、

文
楽
と
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
し

た
。
有
料
公
演
で
黒
字
が
出

せ
な
い
芸
能
に
は
存
在
す
る

価
値
が
な
い
と
い
う
病
的
な

市
場
原
理
主
義
も
、
維
新
以

後
の
「
大
阪
の
常
識
」
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
。
本
来
公
共

は
、
そ
う
い
う
文
化
の
存
続

を
支
援
す
る
た
め
の
も
の
な

の
に
。

　
維
新
の
政
治
手
法
は
、
人

間
の
欲
望
や
怨
念
や
嫉
妬
と

い
っ
た
本
音
を
感
情
的
基
礎

の
根
源
」
を
探
し
出
し
て
、

「
既
得
権
益
を
不
当
に
享
受

し
て
い
る
や
つ
ら
を
排
除
す

れ
ば
万
事
う
ま
く
ゆ
く
」
と

い
う
の
は
、
陰
謀
論
の
基
本

で
す
。
維
新
は
公
務
員
バ
ッ

シ
ン
グ
か
ら
始
め
て
、
医
療

者
、
教
員
…
と
次
々
標
的
を

拡
げ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

大
阪
の
医
療
も
教
育
も
全
国

最
低
レ
ベ
ル
に
ま
で
低
下
し

た
。

人
を
対
立
さ
せ
て
分
断
し
、

「
既
得
権
益
」
と
い
っ
て
攻

撃
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

そ
ん
な
分
断
・
対
立
か
ら
連

帯
・
共
同
の
政
治
へ
の
転
換

を
、
こ
の
選
挙
で
訴
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

無
駄
を
な
く

す
と
言
っ
て

内
田
　
集
団
内
部
に
「
諸
悪

る
。
そ
も
そ
も
、
校
風
も
教

育
理
念
も
教
育
方
法
も
違
う

大
学
を
統
合
す
る
こ
と
は
ナ

ン
セ
ン
ス
で
す
。
教
育
機
関

は
多
様
な
も
の
が
共
生
し
て

い
る
方
が
、
学
問
的
に
は
生

産
的
で
あ
る
に
決
ま
っ
て
い

る
の
に
。ツ

ケ
払
う
の

は
府
民
市
民

内
田
　
カ
ジ
ノ
は
世
界
的
に

斜
陽
で
す
。
コ
ロ
ナ
に
よ
る

行
動
制
限
、
富
裕
層
の
偏

在
、
人
口
減
、
ど
の
フ
ァ
ク

タ
ー
も
カ
ジ
ノ
商
売
に
は
先

が
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。
大
阪
カ
ジ
ノ
は
歴
史
的

失
敗
と
な
り
、
大
阪
は
巨
額

の
赤
字
を
抱
え
込
む
こ
と
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

た
つ
み
　
カ
ジ
ノ
は
ギ
ャ
ン

ブ
ル
だ
か
ら
、
経
済
の
成
長

に
は
な
り
ま
せ
ん
。
吉
村
知

事
は
依
存
症
対
策
を
進
め
て

い
く
と
言
い
ま
す
が
、
ギ
ャ

ン
ブ
ル
依
存
症
は
１
回
な
れ

ば
治
癒
が
困
難
な
ん
で
す
よ

ね
。

　
世
論
調
査
で
カ
ジ
ノ
反
対

の
理
由
の
一
番
は
、
依
存
症

が
増
え
る
こ
と
と
治
安
が
心

配
だ
と
い
う
こ
と
。
現
に
警

察
官
を
３
０
０
人
増
や
す
と

言
っ
て
い
ま
す
。
公
務
員
は

減
ら
す
一
方
で
。

内
田
　
治
安
悪
化
も
ギ
ャ
ン

ブ
ル
依
存
症
も
、
深
刻
な
社

会
問
題
と
し
て
顕
在
化
す
る

の
は
何
年
も
経
っ
て
か
ら
で

す
。
そ
の
頃
に
は
「
カ
ジ
ノ

を
つ
く
ろ
う
」
と
言
い
出
し

た
人
た
ち
は
姿
を
消
し
て
い

て
、
誰
も
責
任
を
取
ら
な

い
。
ツ
ケ
を
払
い
続
け
る
の

は
、
未
来
の
大
阪
府
民
市
民

で
す
。

た
つ
み
　「
大
阪
都
」
構
想

の
住
民
投
票
で
は
、
保
守
の

方
も
含
め
て
運
動
を
繰
り
広

げ
、
ぎ
り
ぎ
り
の
と
こ
ろ
で

大
阪
市
廃
止
を
止
め
ま
し

た
。
大
阪
は
人
情
の
街
と
い

わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
分
断

を
あ
お
る
政
治
で
は
な
く
、

連
帯
・
協
働
し
て
大
阪
の
経

済
や
文
化
、
教
育
、
医
療
を

守
っ
て
支
え
て
い
く
大
阪
に

す
る
こ
と
こ
そ
が
、
私
の
一

番
の
使
命
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
記
者
会
見
で
も
言
い
ま
し

た
が
、
と
に
か
く
討
論
会
を

や
っ
て
ほ
し
い
。
吉
村
さ
ん

は
コ
ロ
ナ
で
自
分
の
言
い
た

い
こ
と
だ
け
言
っ
て
ま
す

が
、「
頑
張
っ
て
い
る
」
の

な
ら
、
な
ぜ
大
阪
で
こ
れ
だ

け
多
く
の
人
が
亡
く
な
っ
て

い
る
の
か
。
今
の
大
阪
が
ど

う
な
っ
て
い
て
、
ど
う
変
え

る
べ
き
か
、
ぜ
ひ
可
視
化
さ

せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

内
田
　
討
論
会
ぜ
ひ
や
っ
て

ほ
し
い
で
す
ね
。

中
小
零
細
企

業
に
光
当
て

た
つ
み
　
大
阪
の
経
済
を
支

え
て
い
る
中
小
零
細
企
業
に

も
光
を
当
て
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
間
、
お
会
い
し
た
東

大
阪
の
工
場
の
社
長
さ
ん

は
、
ト
ヨ
タ
の
車
を
つ
く
る

ロ
ボ
ッ
ト
の
ア
ー
ム
の
ね
じ

を
作
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

ね
じ
が
つ
ぶ
れ
て
車
が
造
れ

な
い
と
、
入
院
中
の
社
長
に

電
話
が
掛
か
っ
て
き
た
ん
で

す
が
、
ね
じ
を
作
れ
る
の
は

そ
の
社
長
さ
ん
し
か
い
な
い

の
で
、
手
術
の
翌
日
に
工
場

に
戻
っ
て
作
っ
た
そ
う
で

す
。
大
阪
の
中
小
零
細
企
業

が
日
本
の
経
済
を
支
え
て
い

る
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。

内
田
　
僕
た
ち
が
名
前
も
知

ら
な
い
日
本
の
中
小
企
業

が
、
世
界
的
な
メ
ー
カ
ー
に

納
品
し
て
い
ま
す
か
ら
ね
。

た
つ
み
　
と
こ
ろ
が
後
継
者

が
な
く
て
そ
の
代
で
終
わ
り

に
な
る
と
。
国
の
政
策
と
し

て
後
継
者
継
承
支
援
策
は
あ

り
ま
す
が
、
府
に
独
自
施
策

が
な
い
ん
で
す
。
僕
が
知
事

に
な
れ
ば
、
ま
ず
東
大
阪
、

八
尾
な
ど
に
視
察
に
行
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

内
田
　
資
本
主
義
の
延
命
を

図
り
、
人
口
減
の
中
で
な
お

経
済
成
長
に
こ
だ
わ
れ
ば
、

で
き
る
こ
と
は
一
つ
し
か
な

い
ん
で
す
。
都
市
部
に
資
源

を
集
中
さ
せ
、
そ
れ
以
外
の

地
方
は
無
住
地
化
す
る
こ
と

で
す
。
人
為
的
に
過
密
地
と

過
疎
地
を
作
る
「
囲
い
込

み
」
で
す
。

た
つ
み
　
国
交
省
も
コ
ン
パ

ク
ト
シ
テ
ィ
と
か
言
っ
て
い

ま
す
。
ス
ー
パ
ー
メ
ガ
シ
テ

ィ
構
想
で
も
、
日
本
は
関

東
、
中
部
、
近
畿
の
３
地
域

で
い
い
と
い
う
方
向
性
で

す
。

　
平
成
の
市
町
村
合
併
で
、

合
併
し
た
と
こ
ろ
と
し
な
か

っ
た
と
こ
ろ
を
比
較
し
た
方

が
お
ら
れ
る
ん
で
す
が
、
合

併
し
な
か
っ
た
と
こ
ろ
の
ほ

う
が
人
口
が
保
た
れ
ま
し

た
。

内
田
　
合
併
す
る
と
、
行
政

機
関
も
学
校
も
病
院
も
警
察

も
消
防
も
、
何
も
な
い
行
政

空
白
地
が
で
き
る
。
そ
れ
は

「
そ
こ
に
は
住
む
な
」
と
い

う
政
府
や
自
治
体
か
ら
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
な
ん
で
す
。

た
つ
み
　
大
阪
で
も
人
口
減

で
悩
ん
で
い
る
自
治
体
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
う
い
う
と
こ

ろ
で
学
校
な
ど
が
な
く
な
る

と
、
さ
ら
に
人
が
減
る
で
し

ょ
う
ね
。町

衰
退
さ
せ

る
維
新
政
治

内
田
　
地
方
都
市
で
も
、
行

政
機
関
と
病
院
と
学
校
が
あ

れ
ば
雇
用
を
創
出
し
て
、
地

域
経
済
を
回
せ
る
。
ア
メ
リ

カ
の
地
方
都
市
に
は
、
州
政

府
機
関
と
大
き
な
病
院
と
大

学
だ
け
で
雇
用
と
消
費
を
創

出
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る

そ
う
で
す
。

た
つ
み
　
な
る
ほ
ど
。

内
田
　
合
理
化
・
統
廃
合
を

続
け
れ
ば
、
い
ず
れ
都
市
部

以
外
は
「
居
住
不
能
地
」
に

な
り
ま
す
。
そ
れ
よ
り
津
々

浦
々
に
行
政
機
関
、
病
院
、

学
校
を
維
持
し
、
そ
こ
を
中

心
に
地
域
経
済
を
回
す
仕
組

み
を
つ
く
る
ほ
う
が
、
は
る

か
に
合
理
的
な
解
だ
と
思
い

ま
す
。

た
つ
み
　
今
こ
そ
大
々
的
に

打
ち
出
し
て
、
こ
れ
で
こ
そ

地
域
が
活
性
化
す
る
と
い
う

こ
と
と
、
何
で
も
統
廃
合
、

民
営
化
の
維
新
政
治
は
、
町

を
衰
退
さ
せ
る
ば
か
り
だ
と

い
う
こ
と
を
話
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
ね
。

内
田
　
す
べ
て
の
国
民
資
源

を
都
市
部
に
集
中
す
る
「
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
化
」
を
行
え

ば
、
人
口
減
で
も
、
そ
こ
だ

け
は
人
口
過
密
で
、
活
発
な

経
済
活
動
が
営
め
ま
す
。
で

も
、
そ
れ
以
外
の
土
地
は
無

住
地
化
し
て
、
居
住
不
能
に

な
る
。
無
住
地
に
な
れ
ば
、

地
価
は
ゼ
ロ
だ
し
、
生
態
系

を
破
壊
し
て
も
、
抗
議
す
る

地
域
住
民
そ
の
も
の
が
居
な

く
な
り
ま
す
。
そ
の
無
住
地

は
、
原
発
や
太
陽
光
発
電
や

産
業
廃
棄
物
処
理
場
な
ど
に

利
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

　
日
本
の
山
河
が
そ
う
い
う

ふ
う
に
破
壊
さ
れ
る
こ
と
に

僕
は
耐
え
ら
れ
な
い
ん
で

す
。
た
つ
み
さ
ん
に
は
ぜ
ひ

府
内
ど
こ
で
も
文
化
的
な
生

活
が
で
き
、
生
業
が
営
め
、

伝
統
的
な
祭さ

い

祀し

や
文
化
を
守

っ
て
い
け
る
よ
う
な
地
域
を

守
る
政
策
を
掲
げ
て
ほ
し
い

で
す
。今

共
感
さ
れ

て
い
る
言
葉

た
つ
み
　
街
頭
で
訴
え
を
聴

い
て
く
れ
て
い
る
人
の
中
に

は
、
僕
と
同
世
代
で
、
就
職

氷
河
期
世
代
で
苦
し
ん
だ
人

た
ち
が
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
バ
ブ
ル
の
後
、
政
策
的

に
貧
困
が
つ
く
ら
れ
る
中
で

自
己
責
任
論
を
押
し
付
け
ら

れ
て
き
た
人
た
ち
に
、
今
ま

で
分
断
さ
れ
て
き
た
よ
ね
、

で
も
そ
う
い
う
分
断
は
や
め

よ
う
、
や
め
よ
う
と
言
っ
て

も
い
い
ん
だ
、
公
務
労
働
者

を
い
じ
め
る
な
と
言
っ
て
い

い
ん
だ
と
い
う
言
葉
が
共
感

さ
れ
て
い
る
の
を
感
じ
ま

す
。

内
田
　
た
つ
み
さ
ん
に
は
ぜ

ひ
と
も
知
事
に
な
っ
て
、
維

新
政
治
を
止
め
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
。
僕
も
応
援
し
ま

す
。

　「
五
箇
荘
」
に
通
じ
る
長
尾
街
道

を
行
く
と
、
堺
市
立
五
箇
荘
小
学
校

の
前
に
出
ま
す
。
同
小
学
校
の
起
源

は
こ
の
地
か
ら
東
、
堺
市
北
区
船
堂

町（
せ
ん
ど
う
ち
ょ
う
）１
丁
に
あ
る

正
覚
寺（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）で
、

明
治
６（
１
８
７
３
）年
に
開
校
し
た

「
泉
州
第
七
番
小
学
」。「
船
堂
小

学
」「
五
箇
荘
尋
常
小
学
校
」「
五
箇
荘

国
民
学
校
」「
五
箇
荘
小
学
校
」
と
校

名
を
変
え
て
き
ま
し
た
。
創
立
１
５

０
周
年
の
歴
史
あ
る
学
校
で
す
。

　
新
堀
町
２
丁
の
現
在
地
に
移
転
し

た
の
は
明
治
44（
１
９
１
１
）年
。
浜

寺
公
園（
堺
市
西
区
か
ら
高
石
市
の

沿
岸
部
）の
近
く
に
あ
っ
た
ロ
シ
ア

兵
捕
虜
収
容
所
の
建
物
や
、
ユ
ー
カ

リ
な
ど
の
木
を
移
し
て
始
ま
っ
た
と

い
い
ま
す
。
ユ
ー
カ
リ
は
五
箇
荘
小

学
校
の
シ
ン
ボ
ル
。
現
在
は
新
し
い

ユ
ー
カ
リ
の
木
が
校
庭
に
植
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
五
箇
荘
小
学
校
の
東
、
街
道
か
ら

北
へ
伸
び
る
道
は
華
表
神
社
の
参
道

で
す
。
街
道
の
南
、
蔵
前
町
２
丁
に

あ
る
の
が
愛
染
院（
真
言
宗
）。
江
戸

時
代
初
期
の
慶
安
５（
１
６
５
２
）年

に
建
て
ら
れ
た
本
堂
は
、
秘
仏
本
尊

の
観
音
菩
薩
立
像
と
共
に
堺
市
指
定

有
形
文
化
財
で
す
。
長
尾
街
道
の
南

な
ど
河
内
の
一
部
は
、
江
戸
時
代
に

長
く
、
館
林
藩（
現
在
の
群
馬
県
）の

領
地
で
し
た
。
陣
屋
は
南
の
長
曽
根

に
あ
り
ま
し
た
が
、
秋
元
但
馬
守
の

位
牌
や
家
来
の
墓
が
愛
染
院
に
残
り

ま
す
。

　
愛
染
院
を
過
ぎ
る
と
街
道
は
府
道

28
号
大
阪
高
石
線（
と
き
は
ま
線
）の

大
通
り
と
交
差
し
、
船
堂
町
と
蔵
前

町
の
境
に
続
き
ま
す
。（
続
く
）

長
尾
街
道
⑤

 

堺
市
北
区（
そ
の
３
）

―100―

大
阪
の
街
道
を
歩
く旧街道に面した愛染院。堺市教委の説明板によると、戦国時代に兵

火で荒廃しましたが、江戸時代に近隣の村々や堺の人々、幕府の重
臣でこの地を治めた秋元氏らの力で再興されました。境内から道の
上を覆うように茂るクスノキの巨木は、堺市指定保存樹木です。

続

愛染院
卍

五箇荘小学校
文

長尾街道

華
表
神
社
参
道

府
道
28
号

Ｊ
Ａ
堺
市
五
箇
荘
支
所

五箇荘地区老人集会所

心
念
寺
卍

五箇荘小学校から愛染院へ
五
箇
荘
小
学
校
前
に
建
つ
道
標

「
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方
問
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」
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氏

「
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絵
本
作
家
の
長
谷
川
義
史
氏

を
迎
え
た
ス
ペ
シ
ャ
ル
ト
ー
ク

で
は
、
３
人
の
子
ど
も（
９

歳
、
７
歳
、
４
歳
）を
育
て
て

い
る
、
た
つ
み
氏
が
長
谷
川
さ

ん
の
作
品
『
い
い
か
ら
　
い
い

か
ら
』（
絵
本
館
）を
紹
介
し
な

が
ら
、
子
ど
も
や
教
育
の
問
題

教
授
と
対
談
し
ま
し
た
。
話
題

は
、
維
新
政
治
の
問
題
点
を
は

じ
め
、
街
づ
く
り
や
府
の
あ
り

　
リ
レ
ー
ト
ー
ク
に
は
各
界
の

19
人
と
、「
た
つ
み
コ
ー
タ
ロ

ー
応
援
チ
ー
ム
」
の
４
人
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
願
い
や
要
求
を
掲

げ
て
リ
レ
ー
ト
ー
ク
。「
子
ど

も
た
ち
に
は
元
気
で
伸
び
伸
び

育
っ
て
ほ
し
い
。
カ
ジ
ノ
は
い

ま
で
に
「
た
つ
み
勝
利
」
の
流

れ
を
つ
く
り
出
す
た
め
、
１
５

　
明
る
い
会
の
有
田
洋
明
事
務

局
長
が
行
動
提
起
し
、
告
示
日

０
万
部
発
行
し
た
「
＃
た
つ
み

コ
ー
タ
ロ
ー
と
つ
く
る
パ
ン
フ

（
パ
ン
フ
）」
を
一
気
に
活
用
し

て
「
２
０
０
万
対
話
」
と
や
り

抜
く
こ
と
や
、
双
方
向
で
行
う

「
街
頭
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
」
の
成

功
や
各
地
で
の
「
集
い
」
の
開

催
な
ど
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

氏
は
、
国
が
簡
単
に
認
可
で
き

な
い
と
こ
ろ
ま
で
、
府
民
の
運

動
で
「
カ
ジ
ノ
反
対
」
の
声
を

広
げ
て
き
た
と
し
、「
私
が
知

事
に
な
れ
ば
、
そ
の
日
に
カ
ジ

ノ
計
画
を
撤
回
す
る
」
と
語
り

ま
し
た
。

　
長
谷
川
氏
は
「（
知
事
選
に
）

か
ら
対
談
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　「
大
阪
に
カ
ジ
ノ
と
い
う
賭

博
場
を
つ
く
ら
な
い
で
。（
ギ

ャ
ン
ブ
ル
で
）人
が
苦
し
み
、

親
や
き
ょ
う
だ
い
に
迷
惑
を
か

け
る
も
の
で
潤
い
た
い
。
そ
ん

な
こ
と
は
大
阪
で
や
め
て
ほ
し

い
」
と
長
谷
川
さ
ん
。
た
つ
み

す
る
、
た
つ
み
コ
ー
タ
ロ
ー
さ

ん（
元
日
本
共
産
党
参
院
議
員
）

が
、
同
志
社
大
学
の
岡
野
八
代

　「
明
る
い
民
主
大
阪
府
政
を

つ
く
る
会
」
か
ら
大
阪
府
知
事

選（
４
月
９
日
投
開
票
）に
出
馬

方
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
歴
史
修
正

主
義
の
問
題
ま
で
多
岐
に
わ
た

り
ま
し
た
。（
８
面
に
続
く
）

　
今
号
は
、
統
一
地
方
選
挙
の

報
道
で
紙
面
を
一
部
変
更
し
て

い
ま
す
。

よ
く
立
っ
て
い
た
だ
い
た
。
本

当
に
希
望
を
持
つ
こ
と
が
で
き

て
い
ま
す
」
と
語
り
、
コ
ロ
ナ

禍
で
大
阪
が
全
国
最
多
の
死
者

を
出
し
た
の
は
、「
行
政
の
失

敗
で
は
な
い
で
す
か
」
と
問
い

掛
け
ま
し
た
。

　
た
つ
み
氏
は
、「
行
政
の
一

番
大
事
な
役
割
は
、
府
民
市
民

い
い
思
い
を
す
る
大
阪
で
は
な

い
、
人
の
住
み
や
す
い
、
人
情

の
あ
る
、
ま
と
も
な
大
阪
に
戻

し
て
下
さ
い
」
と
期
待
を
語
り

ま
し
た
。

の
命
を
守
り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

を
良
く
す
る
こ
と
。
暮
ら
し
を

支
え
、
命
を
守
る
府
政
を
皆
さ

ん
と
つ
く
る
」
と
表
明
。
長
谷

川
氏
は
、「
勝
っ
た
者
だ
け
が

ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー
を
増

や
し
、
自
己
負
担
な
く
受
診
で

き
る
よ
う
に
」
な
ど
の
発
言
が

続
き
ま
し
た
。

　
リ
レ
ー
ト
ー
ク
を
受
け
て
、

「
私
自
身
が
皆
さ
ん
に
勇
気
付

け
ら
れ
、
力
を
も
ら
っ
た
」

と
、
た
つ
み
氏
。
教
育
や
子
育

て
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
の

実
現
、
気
候
危
機
打
開
な
ど
登

壇
者
が
述
べ
た
要
求
に
沿
っ

て
、「
私
が
知
事
に
な
れ
ば
」

と
、
自
ら
の
政
策
や
考
え
を
丁

寧
に
語
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
「
私
は
国
に
も
の
を

言
う
知
事
に
な
る
」
と
、
き
っ

ぱ
り
。
日
本
の
戦
場
化
を
想
定

し
た
自
衛
隊
基
地
の
「
強
靭

化
」
に
投
じ
る
４
兆
円
が
あ
れ

ば
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
医
療
費
の
窓
口
負
担
は
な

く
せ
る
と
し
、「『
異
次
元
の
少

子
化
対
策
』
と
言
う
な
ら
、
せ

め
て
そ
れ
く
ら
い
は
や
れ
と
知

事
と
し
て
国
に
言
う
。
大
阪
が

こ
れ
だ
け
変
わ
れ
ば
、
日
本
が

変
わ
る
。
力
を
合
わ
せ
て
変
え

よ
う
」と
決
意
を
語
り
ま
し
た
。

ら
な
い
」「
保
育
士
を
も
っ
と
増

や
し
て
。
子
ど
も
た
ち
に
ゆ
っ

た
り
寄
り
添
え
る
保
育
が
し
た

い
」「
障
害
を
も
つ
子
が
い
て

も
、
せ
め
て
安
心
し
て
私
た
ち

を
老
い
さ
せ
て
下
さ
い
」「
大
阪

を
性
暴
力
の
な
い
街
に
。
ワ
ン

　
１
９
４
２
年
３
月
に
満
州
の
奉
天

で
生
ま
れ
ま
し
た
。
父
は
南
満
州
鉄

道
の
職
員
で
し
た
。
３
歳
半
の
時
に

引
き
揚
げ
を
体
験
し
ま
し
た
。
そ
の

光
景
は
断
片
的
で
す
が
目
に
焼
き
付

い
ま
す
。

前
も
後
ろ
も
人
の
列

　
草
原
の
よ
う
な
所
を
、
両
親
と
弟

と
歩
き
ま
し
た
。
荷
物
は
父
の
リ
ュ

ッ
ク
だ
け
。
母
は
私
の
手
を
強
く
引

っ
張
り
、「
泣
い
た
ら
駄
目
」と
強
い

口
調
で
言
い
ま
す
。
前
に
は
人
の
頭

が
ど
こ
ま
で
も
続
き
、
後
ろ
も
見
え

な
く
な
る
ま
で
人
の
列
。
遠
く
に
も

人
と
思
わ
れ
る
列
が
あ
り
ま
し
た
。

　
後
ろ
で
子
ど
も
が
泣
き
出
し
ま
し

た
。
す
る
と
前
か
ら
、
ガ
チ
ャ
、
ガ

チ
ャ
と
音
を
た
て
な
が
ら
男
の
人
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。
腰
に
は
棒
が
揺

れ
て
い
ま
す
。
服
や
帽
子
、
足
に
巻

い
て
い
る
も
の
ま
で
同
じ
色
。
男
の

人
が
後
ろ
に
行
っ
た
途
端
、
泣
き
声

が
止
ま
り
ま
し
た
。
母
は
こ
の
時
、

「
泣
い
た
ら
刀
で
殺
さ
れ
る
」
と
私

に
言
い
ま
し
た
。

　
何
日
も
歩
き
ま
し
た
。
あ
る
日
、

大
き
な
建
物
で
休
み
ま
し
た
。
建
物

前
で
、
頭
の
上
か
ら
粉
を
か
け
ら
れ

ま
し
た
。
シ
ラ
ミ
の
駆
除
。
そ
れ
ま

で
風
呂
ど
こ
ろ
か
水
浴
び
も
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
か
ら
。
釜
山
へ
向
か
う

列
車
は
ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ
う
詰
め
で
し

た
。
私
の
目
線
に
は
お
尻
だ
ら
け
。

車
両
の
屋
根
に
も
大
人
が
乗
っ
て
い

ま
し
た
。幸

せ
感
じ
た
の
は

　
両
親
の
生
ま
れ
故
郷
、
鹿
児
島
県

知
覧
に
着
い
た
も
の
の
、
住
ま
い
が

な
く
、
叔
父
さ
ん
の
工
場
で
寝
泊
り

し
ま
し
た
。
縄
を
編
む
24
時
間
操
業

の
工
場
で
、
ガ
ッ
シ
ャ
ン
、
ゴ
ッ
ト

ン
と
機
械
音
の
中
で
暮
ら
し
ま
し

た
。
よ
く
覚
え
て
い
る
の
は
父
と
母

の
会
話
。
父
が
「
俺
た
ち
、
何
日
食

っ
て
い
な
い
の
か
な
あ
」
と
聞
く

と
、
母
が
「
二
日
か
三
日
か
な
」
と

答
え
、
父
が
「
腹
が
減
っ
た
な
あ
」

と
漏
ら
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

母
の
実
家
の
土
地
を
借
り
て
、
一
軒

家
に
住
む
こ
と
が
で
き
て
、
安
心
し

て
手
足
を
伸
ば
せ
て
寝
ら
れ
る
こ
と

に
幸
せ
を
感
じ
ま
し
た
。

　
畑
を
借
り
ら
れ
た
も
の
の
、
肥
料

や
農
機
具
が
買
え
ず
苦
労
し
た
よ
う

で
す
。両
親
の
畑
仕
事
の
間
、祖
母
の

家
で
過
ご
し
ま
し
た
。
晩
ご
飯
の
お

か
ず
を
も
ら
っ
て
帰
っ
て
き
た
時
の

両
親
の
笑
顔
が
今
も
浮
か
び
ま
す
。

　
満
州
帰
り
で
い
じ
め
ら
れ
た
こ
と

も
。「
満
人
が
来
た
。
逃
げ
ろ
」「
満

州
に
行
っ
て
い
た
か
ら
、
お
父
さ
ん

が
長
い
刀
を
床
下
に
隠
し
て
い
る
」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　
貧
し
い
た
め
靴
も
買
え
ず
、
は
だ

し
で
し
た
。
雪
が
降
る
ほ
ど
寒
い
日

が
来
て
、
や
っ
と
靴
を
買
っ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
冬
休
み
の
登
校
日
、
友

達
は
コ
ー
ト
や
手
袋
な
ど
買
っ
て
も

ら
っ
て
い
ま
し
た
が
、
私
は
い
と
こ

の
お
さ
が
り
で
し
た
。

　
小
学
校
４
年
生
か
５
年
生
の
時
の

こ
と
で
す
。
母
が
「
寒
い
か
ら
こ
れ

を
」
と
差
し
出
し
た
の
は
、
手
直
し

し
た
兵
隊
の
服
。
見
た
瞬
間
、
３
歳

半
の
記
憶
が
よ
み
が
え
り
ま
し
た
。

「
泣
い
た
ら
殺
さ
れ
る
」。
こ
の
日
１

日
し
か
着
ま
せ
ん
で
し
た
。

満
鉄
で
よ
か
っ
た

　
父
は
実
母
の
兄
の
家
に
養
子
に
行

き
ま
し
た
。
大
事
に
さ
れ
て
農
家
を

継
ぐ
予
定
で
し
た
が
、
村
の
人
が

「
兵
隊
と
し
て
満
州
に
」
と
何
度
も

来
た
そ
う
で
す
。
養
母
は
断
り
続
け

ま
し
た
が
、
満
鉄
な
ら
、
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
帰
国
後
、
父
が

「
兵
隊
で
な
く
満
鉄
で
よ
か
っ
た
」と

漏
ら
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
弟
が
誕
生
し
た
こ
ろ
、
私
は
２
歳

で
、
母
は
大
変
で
し
た
。
そ
の
姿
を

見
て
、
10
歳
ぐ
ら
い
の
中
国
人
の
女

の
子
が
、「
遊
ん
で
あ
げ
る
」
と
声

を
掛
け
て
き
た
そ
う
で
す
。
そ
の
間

に
母
は
買
い
物
な
ど
が
で
き
て
助
か

っ
た
そ
う
で
す
。
お
礼
に
蒸
し
た
サ

ツ
マ
イ
モ
を
あ
げ
ま
し
た
。
そ
の
日

か
ら
そ
の
子
は
毎
日
、
家
に
来
て
、

遊
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
食
べ
物
を
あ

げ
る
と
、「
う
ち
は
４
人
家
族
な

の
」
と
そ
の
子
は
暗
に
足
り
な
い
と

言
っ
た
そ
う
で
す
。「
大
変
な
の
は

自
分
た
ち
だ
け
で
は
な
い
」
と
母
は

思
っ
た
そ
う
で
す
。

　
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵
略
し

ま
し
た
。
そ
れ
を
口
実
に
、
日
本
は

軍
事
的
な
対
応
を
強
め
て
ば
か
り
で

す
。
人
の
命
は
大
事
。
ア
メ
リ
カ
の

手
下
に
な
る
こ
と
な
く
、
平
和
で
暮

ら
せ
る
日
本
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

「泣いたら刀で殺される」と手を引かれ

吹
田
市
在
住

清し

水み
ず

み
ど
り
さ
ん（
81
）＝
仮
名
＝

No War「
戦
争
へ
の
道
」

 

許
さ
な
い

　
春
の
青
空
に
と
て
も
映
え
る

ミ
モ
ザ
の
黄
色
の
花
。
桜
よ
り

ほ
ん
の
一
足
先
に
春
の
訪
れ
を

告
げ
て
く
れ
ま
す
。
枝
の
先
に

羽
毛
の
よ
う
な
房
状
の
花
を
つ

け
ま
す
。
ふ
わ
り
と
風
に
乗
っ

て
く
る
よ
う
な
優
し
い
香
り
が

特
徴
で
、
香
水
に
も
使
用
さ
れ

ま
す
。
世
界
中
の
女
性
た
ち
が

戦
争
に
反
対
し
、
平
和
や
権
利

向
上
を
求
め
る
国
際
女
性
デ
ー

（
３
月
８
日
）の
シ
ン
ボ
ル
。

彩さ
い

時じ

季き

ミ
モ
ザ

たつみ氏勝利へ心一つに
明
る
い
会 

知
事
選
勝
利
へ
総
決
起

レ
イ
ン
ボ
ー
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
を
開
催

　
府
知
事
選（
４
月
９
日
投
開
票
）の
告
示
が
23
日
に
迫
る
中
、
た
つ
み
コ
ー
タ
ロ
ー
候
補（
日
本
共
産
党
元
参
院
議
員
）の
勝

利
の
大
波
を
つ
く
ろ
う
と
、
明
る
い
民
主
大
阪
府
政
を
つ
く
る
会（
明
る
い
会
）が
３
日
、「
大
阪
の
未
来
を
語
る
　
＃
た
つ

み
コ
ー
タ
ロ
ー
と
つ
く
る
　
レ
イ
ン
ボ
ー
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
」
を
大
阪
市
中
央
区
内
の
主
会
場
と
、
東
大
阪
市
と
堺
市
の
サ
テ

ラ
イ
ト
会
場
な
ど
を
結
ん
で
開
か
れ
ま
し
た
。
当
日
は
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
視
聴
を
含
め
て
１
５
０
０
人
以
上
が
参
加
。
ユ
ー
チ

ュ
ー
ブ
視
聴
回
数
は
、
６
日
現
在
で
６
千
回
を
超
え
て
い
ま
す
。

人
情
あ
る
ま
と
も
な
大
阪
に

絵
本
作
家･

長
谷
川
義
史
さ

　
　ん

が
期
待

告
示
日
ま
で
に
勝
利
の
流
れ
を

「
カ
ジ
ノ
は
い
ら
な
い
」

「
保
育
士
を
増
や
し
て
」

「
性
暴
力
の
な
い
街
に
」

願
い
込
め
リ
レ
ー
ト
ー
ク

お
知
ら
せ

たつみコータローさ　
　ん

（大阪府知事候補）

岡野八代さ　
　ん

（同志社大学教授）

対 

談

（清水さんの希望
で顔写真は掲載し
ません）

２
０
１
９
年
に
自
費
出
版
し
た
冊
子

未来に希望が持てる大阪を実現しようと開かれたトークライブ
＝３日、大阪市中央区内
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5 後半戦たたかう日本共産党の候補者

67 統一地方選挙前半戦開票結果

8 明るい会府知事候補･たつみ氏が挨拶

3 統一地方選後半戦23日投票
� 　光る日本共産党議員団の値打ち

　
府
知
事
選
は
９
日
投
開
票
の
結

果
、
日
本
共
産
党
も
参
加
す
る

「
明
る
い
民
主
大
阪
府
政
を
つ
く

る
会（
明
る
い
会
）」
の
、
た
つ
み

コ
ー
タ
ロ
ー
候
補
＝
無
所
属
、
元

日
本
共
産
党
参
院
議
員
＝
は
26
万

３
３
５
５
票（
得
票
率
７
・
96
％
）

を
獲
得
し
て
奮
闘
ま
し
た
が
、
及

び
ま
せ
ん
で
し
た
。
当
選
は
大
阪

維
新
の
会
代
表
で
現
職
の
吉
村
洋

文
氏（
47
）。

　
明
る
い
会
は
９
日
夜
、
大
阪
市

北
区
内
の
選
挙
事
務
所
で
記
者
会

見
を
開
き
ま
し
た
。
た
つ
み
氏
が

実
感
を
込
め
て
論
戦
を
振
り
返

り
、「
維
新
政
治
を
終
わ
ら
せ
る

新
た
な
た
た
か
い
へ
、
確
か
な
一

歩
を
築
い
た
」
と
力
強
く
語
る

と
、
支
援
者
か
ら
「
あ
り
が
と

う
」
の
声
と
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し

た
。（
８
面
に
、
た
つ
み
氏
の
あ

い
さ
つ
要
旨
と
明
る
い
会
の
声
明

を
掲
載
）

　
明
る
い
会
が
独
自
候
補
を
擁
立

し
て
知
事
選
を
た
た
か
う
の
は
２

０
１
１
年
以
来
12
年
ぶ
り
。
た
つ

み
氏
は
重
点
公
約
「
レ
イ
ン
ボ
ー

・
プ
ラ
ン
」
で
、
カ
ジ
ノ
を
核
と

す
る
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト（
Ｉ
Ｒ
）の

大
阪
誘
致
は
き
っ
ぱ
り
と
中
止

し
、
カ
ジ
ノ
に
頼
ら
な
い
ク
リ
ー

ン
な
経
済
成
長
、
コ
ロ
ナ
対
策
と

保
健
・
医
療
体
制
の
強
化
、
教
育

無
償
化
と
共
に
少
人
数
学
級
の
実

現
な
ど
公
教
育
の
再
生
を
訴
え
。

た
つ
み
氏
の
旗
幟（
き
し
）鮮
明
な

訴
え
が
論
戦
を
リ
ー
ド
し
ま
し

た
。

確
か
な
一
歩

　
テ
レ
ビ
討
論
な
ど
で
、
た
つ
み

候
補
は
カ
ジ
ノ
誘
致
の
問
題
点
を

鋭
く
追
及
し
、
争
点
化
。
吉
村
氏

は
「
カ
ジ
ノ
の
面
積
は
Ｉ
Ｒ
の
３

％
」
と
釈
明
や
ご
ま
か
し
に
終
始

す
る
な
ど
、
対
決
軸
が
鮮
明
に
な

り
ま
し
た
。

　
大
阪
市
長
選
は
９
日
投

開
票
の
結
果
、
大
阪
維
新

の
会
新
人
の
横
山
英
幸
氏

（
41
）＝
前
府
議
＝
が
初
当

選
し
ま
し
た
。
松
井
一
郎

前
市
長（
日
本
維
新
の
会

顧
問
）が
、
住
民
投
票（
20

年
）で
の
大
阪
市
・
廃
止

分
割
の
「
大
阪
都
」
構
想

の
否
決
を
受
け
て
政
界
引

退
に
追
い
込
ま
れ
た
中
、

選
挙
戦
は
横
山
氏
と
「
ア

ッ
プ
デ
ー
ト
お
お
さ
か
」

の
北
野
妙
子
氏（
63
）＝
無

所
属
、
前
自
民
党
市
議

（
同
党
を
離
党
）＝
と
の
事

実
上
の
一
騎
打
ち
に
と
な

り
ま
し
た
。

カ
ジ
ノ
問
題
が

最
大
の
争
点
に

　
カ
ジ
ノ
を
核
と
す
る
統

合
型
リ
ゾ
ー
ト（
Ｉ
Ｒ
）誘

致
が
最
大
の
争
点
と
な
る

中
、
北
野
氏
は
Ｉ
Ｒ
の
も

う
け
の
８
割
が
カ
ジ
ノ
で

あ
る
こ
と
や
、
地
盤
沈
下

問
題
、
カ
ジ
ノ
用
地
を
巡

る
疑
惑
な
ど
を
挙
げ
、
住

民
投
票
の
実
施
を
主
張
。

横
山
氏
は
こ
れ
ら
に
ま
と

も
に
答
え
ず
、「
ギ
ャ
ン

ブ
ル
依
存
症
問
題
に
し
っ

か
り
対
応
す
る
社
会
を
つ

く
る
」
な
ど
と
言
い
訳
に

終
始
し
ま
し
た
。

　
統
一
地
方
選
報
道
で
紙

面
を
大
幅
に
変
更
し
て
い

ま
す
。

　
日
本
共
産
党
府
常
任
委
員
会

は
10
日
発
表
し
た
声
明
の
中

で
、
府
議
選
の
東
大
阪
市
、
大

阪
市
議
選
の
淀
川
、
東
淀
川
各

区
で
僅
差
の
惜
敗
と
な
り
、
同

市
議
選
の
平
野
、
西
淀
川
、
此

花
区
で
も
小
差
で
議
席
回
復
は

な
ら
な
か
っ
た
が
、
反
共
シ
フ

ト
が
し
か
れ
、
維
新
が
府
議

会
、
大
阪
市
議
会
共
に
過
半
数

を
占
め
る
下
で
住
民
の
願
い
を

届
け
る
日
本
共
産
党
の
「
宝
の

議
席
」
を
確
保
し
た
こ
と
は
大

き
な
意
味
を
持
つ
と
強
調
し
て

い
ま
す
。

　
議
員
選
で
は
、「
た
つ
み
知

事
候
補
と
共
に
維
新
政
治
を
変

え
よ
う
」
と
の
訴
え
と
、
党
議

員
団
の
議
席
の
値
打
ち
を
語
り

広
げ
、
岸
田
政
権
と
維
新
が
進

め
る
大
軍
拡
を
ス
ト
ッ
プ
し
、

平
和
を
守
る
日
本
共
産
党
の
訴

え
に
新
た
な
共
感
が
広
が
っ
た

と
し
て
い
ま
す
。

　
同
党
は
、
第
28
回
党
大
会

（
２
０
２
０
年
比
）で
「
１
３
０

％
の
党
」
を
目
指
し
、
強
く
大

き
な
党
を
つ
く
り
な
が
ら
選
挙

を
勝
ち
抜
く
新
た
な
取
り
組
み

に
挑
戦
し
ま
し
た
。
支
持
者
や

後
援
会
員
に
協
力
を
呼
び
掛
け

る
「
折
り
入
っ
て
作
戦
」
で
は

２
万
８
千
人
以
上
が
応
え
、
若

い
世
代
や
「
真
ん
中
世
代
」
の

党
員
の
奮
闘
な
ど
、
こ
の
間
の

努
力
が
大
激
戦
を
勝
ち
抜
き
、

大
接
戦
に
持
ち
込
む
大
き
な
力

に
な
っ
た
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　
統
一
地
方
選
後
半
戦（
23
日

投
開
票
）で
前
半
戦
の
教
訓
を

生
か
し
、
17
市
４
町
の
59
人
の

候
補
者
の
全
員
当
選
へ
全
力
を

挙
げ
る
と
共
に
、
衛
星
都
市
の

市
長
選
で
は
市
民
の
共
同
を
広

げ
て
勝
利
を
目
指
す
決
意
を
表

明
し
て
い
ま
す
。

　「
春
の
妖
精
」
と
呼
ば
れ
る

ユ
リ
科
の
多
年
草
。
１
年
の
ほ

と
ん
ど
を
地
中
で
過
ご
し
、
可

憐
な
姿
は「
眠
り
姫
」と
も
。
暖

か
く
な
る
と
二
葉
を
開
き
、
約

20
㌢
ほ
ど
の
茎
の
先
に
紅
紫
色

の
花
を
１
輪
つ
け
ま
す
。
６
枚

の
花
び
ら
は
反
り
返
る
よ
う
に

太
陽
に
向
か
い
、夕
方
、傘
の
よ

う
に
閉
じ
ま
す
。
古
名
は
「
堅

香
子
」。
球
根
に
蓄
え
る
で
ん

ぷ
ん
は
片
栗
粉
の
原
料
で
す
。

彩さ
い

時じ

季き片
栗
の
花

カ
ジ
ノ
中
止
な
ど
論
戦
を
リ
ー
ド

府
知
事
選 

た
つ
み
氏
が
奮
闘当

選
は
現
職･

吉
村
洋
文
氏

　

選挙戦を終え花束を受け取る、たつみ氏
＝９日、大阪市北区内

　
統
一
地
方
選
前
半
戦
の
府
知
事
・
大
阪
市
長
の
ダ
ブ
ル

選
、
府
議
選
、
大
阪
市
議
選
、
堺
市
議
選
が
９
日
投
開
票
さ

れ
ま
し
た
。
議
員
選
で
日
本
共
産
党
は
、
堺
市
議
選
で
５
氏

が
当
選
し
前
回
比
１
増
と
な
り
、
定
数
削
減
と
維
新
の
大
量

立
候
補
で
か
つ
て
な
い
大
激
戦
と
な
っ
た
府
議
選
で
は
吹
田

市（
定
数
３
、
１
減
）で
石
川
た
え
氏
、
大
阪
市
議
選
で
は
城

東
区（
定
数
５
）で
山
中
智
子
、
住
吉
区（
同
５
）で
井
上
浩
両

氏
が
議
席
を
守
り
抜
き
ま
し
た
。

得票 得票率（％） 当選者数（候補者数）
今回 前回 今回 前回 今回 前回

日本共産党 185,730 243,270 6.83 8.05 １（14） ２（20）
大阪維新の会 1,581,874 1,530,336 58.21 50.67 55（56） 51（55）
自 民 党 441,800 700,532 16.26 23.19 ７（26） 15（38）
公 明 党 277,541 311,332 10.21 10.31 14（14） 15（15）
立憲民主党 44,978 58,695 1.66 1.94 １（２） １（３）
社会民主党 13,322 0.49 ０（１） ０（０）
その他･無所属 172,313 176,313 6.34 5.84 １（15） ４（15）
合 計 2,717,558 3,020,478 79（128）88（146）

得票 得票率（％） 当選者数（候補者数）
今回 前回 今回 前回 今回 前回

日本共産党 95,444 111,462 9.18 10.53 ２（16） ４（24）
大阪維新の会 552,377 499,275 53.15 47.16 46（50） 40（43）
自 民 党 141,495 190,951 13.61 18.04 11（19） 17（21）
公 明 党 172,622 173,045 16.61 16.35 18（19） 18（19）
立憲民主党 3,604 38,367 0.35 3.62 ０（１） ０（９）
その他･無所属 73,821 45,585 7.1 4.31 ４（20） ４（11）
合 計 1,039,363 1,058,685 81（125）83（125）

得票 得票率（％） 当選者数（候補者数）
今回 前回 今回 前回 今回 前回

日本共産党 28,070 34,895 9.25 10.41 ５（６） ４（９）
大阪維新の会 122,242 131,188 40.27 39.15 18（21） 18（18）
自 民 党 39,132 59,155 12.89 17.65 ７（11） ９（13）
公 明 党 59,367 59,214 19.56 17.67 11（11） 11（11）
立憲民主党 6,497 15,549 2.14 4.64 １（１） １（４）
その他･無所属 48,269 35,109 15.9 10.48 ６（11） ５（７）
合 計 303,578 335,110 48（61） 48（62）

大阪府議選党派別開票結果

大阪市議選党派別開票結果

堺市議選党派別開票結果

堺
で
１
増
、府･

大
阪
市
で「
宝
の
議
席
」守
る

日
本
共
産
党 

後
半
戦
で
全
員
当
選
へ
全
力

統一地方選前半戦

維
新
が
３
人
を
擁
立
す
る
な
ど
定
数
５
を
６
人
で
争
っ
た
大
激
戦
の

末
、
４
位
当
選
を
果
た
し
て
支
援
者
ら
と
万
歳
す
る
山
中
智
子
氏

（
前
列
右
か
ら
２
人
目
）＝
10
日
未
明
、
大
阪
市
城
東
区
内

定
数
が
１
削
減
さ
れ
て
３
と
な
っ
た
吹
田
選
挙
区
で
、
得
票
を
大
き

く
伸
ば
し
大
激
戦
を
制
し
て
２
位
当
選
し
た
石
川
た
え
氏（
中
央
）＝

10
日
未
明
、
吹
田
市
内

堺
市
議
選
で
３
選
を
果
た
し
た
森
田
晃
一
氏（
前
列
右
か
ら
３
人
目
）

と
、
府
議
選
で
健
闘
し
た
沢
田
博
志
氏（
同
２
人
目
）＝
10
日
、
堺
市

西
区
内

当 2,439,444 吉 村 洋 文 47 大　
　維 現

437,972 谷口真由美 48 無 新
263,355 辰巳孝太郎 46 無 新
114,764 吉 野 敏 明 55 参　

　政 新
32,459 佐藤さやか 34 政　

　女 新
22,367 稲 垣 秀 哉 53 諸 新

当 655,802 横 山 英 幸 41 大　
　維 新

268,227 北 野 妙 子 63 無 新
45,369 山 崎 敏 彦 44 無 新
30,960 荒 巻 靖 彦 58 無 新
15,408 ネ ペ ン サ 47 無 新

府知事選開票結果

大阪市長選開票結果

（投票率46.98％）

（投票率48.33％）

維
新･

横
山
氏
が
初
当
選

大
阪
市
長
選

北野氏は及ばず
お
こ
と
わ
り

＜第三種郵便物認可＞　　　　　　　　（８）大 阪 民 主 新 報２ ０ ２ ３ 年 ３ 月 １ ２ 日 （日） 
（
１
面
か
ら
続
く
）

多
く
の
市
民
が

待
っ
て
た
出
馬

岡
野
　
２
０
１
９
年
夏
の
参

議
院
選
挙
の
時
、
た
つ
み
さ

ん
の
街
頭
宣
伝
に
応
援
に
行

か
せ
て
い
た
だ
い
て
、
生
活

保
護
を
受
け
ら
れ
ず
娘
さ
ん

に
手
を
か
け
て
し
ま
っ
た
お

母
さ
ん
の
こ
と
を
話
さ
れ
た

涙
の
演
説
を
後
ろ
で
聞
い

て
、
泣
い
て
い
ま
し
た
。

た
つ
み
　
あ
の
時
は
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

岡
野
　
今
回
の
た
つ
み
さ
ん

の
出
馬
は
、
多
く
の
市
民
が

待
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

本
当
は
国
会
に
戻
っ
て
い
た

だ
き
た
い
け
れ
ど
、
た
く
さ

ん
の
人
に
関
心
を
持
っ
て
も

ら
っ
て
、
自
分
た
ち
の
手
で

政
治
を
変
え
る
、
維
新
政
治

を
変
え
る
選
挙
に
な
る
よ
う

に
、
ぜ
ひ
頑
張
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

た
つ
み
　
維
新
政
治
の
害
悪

を
追
及
し
て
い
る
者
と
し

て
、
ど
れ
だ
け
大
阪
が
壊
さ

れ
て
き
た
の
か
を
伝
え
、
ど

う
い
う
大
阪
を
つ
く
っ
て
い

く
の
か
を
提
案
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

岡
野
　
関
西
は
メ
デ
ィ
ア
に

よ
る
維
新
の
イ
メ
ー
ジ
作
り

が
す
ご
い
で
す
が
、
維
新
政

治
が
実
際
に
は
ど
う
い
う
も

し
た
。
保
健
所
職
員
は
終
電

で
知
事
の
会
見
を
ユ
ー
チ
ュ

ー
ブ
で
見
て
、
翌
日
の
対
応

に
追
わ
れ
た
と
。
維
新
は
ト

ッ
プ
ダ
ウ
ン
を
売
り
に
し
て

い
ま
す
が
、
そ
の
矛
盾
が
今

回
の
コ
ロ
ナ
対
応
で
い
っ
そ

う
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し

た
。

岡
野
　
緊
急
事
態
の
と
き
の

自
治
体
の
施
策
は
、
市
民
に

直
接
関
わ
る
こ
と
が
多
い
で

す
。
間
違
っ
て
い
た
ら
謝
っ

て
軌
道
修
正
で
き
る
と
思
い

の
な
の
か
、
一
つ
一
つ
明
ら

か
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　
例
え
ば
大
阪
城
公
園
で
大

量
の
木
が
伐
採
さ
れ
て
い
る

そ
う
で
す
が
、
ネ
オ
リ
ベ
ラ

リ
ズ
ム（
新
自
由
主
義
）
的

な
、
今
が
よ
け
れ
ば
い
い
と

か
、
も
う
か
る
公
共
施
設
を

進
め
る
維
新
政
治
を
、
京
都

市
も
京
都
府
も
ま
ね
て
い
る

ん
で
す
。
小
学
校
跡
地
を
ホ

テ
ル
に
し
た
り
。

新
自
由
主
義
の

最
先
端
政
策
を

た
つ
み
　
新
自
由
主
義
の
最

先
端
の
政
策
を
大
阪
で
こ
の

10
年
や
っ
て
き
た
中
で
、
公

共
性
が
ど
ん
ど
ん
失
わ
れ
て

き
ま
し
た
。

岡
野
　
市
民
の
税
金
で
運
営

さ
れ
て
き
た
も
の
が
、
ど
ん

ど
ん
企
業
の
も
う
け
の
場
に

な
っ
て
い
く
。
そ
れ
が
本
当

の「
大
阪
モ
デ
ル
」で
す
ね
。

た
つ
み
　
ま
さ
に
そ
う
で

す
。「
身
を
切
る
改
革
」
に

な
ぞ
ら
え
て
「
木
を
切
る
改

革
」
と
揶
揄（
や
ゆ
）さ
れ
て

い
ま
す
が
、
木
の
管
理
も
お

金
が
か
か
る
だ
け
で
も
う
け

に
な
ら
な
い
の
で
切
っ
て
し

ま
う
。
大
阪
城
公
園
は
大
阪

市
が
管
理
し
て
い
ま
し
た

が
、
民
間
委
託
さ
れ
て
カ
フ

ェ
が
並
ん
だ
り
、
お
金
を
払

わ
な
い
と
遊
べ
な
い
公
園
が

で
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
本
来
行
政
が
や
る
べ
き
公

共
が
投
げ
捨
て
ら
れ
て
、
大

阪
の
街
が
変
え
ら
れ
て
き
ま

し
た
。

　
さ
ら
に
コ
ロ
ナ
の
中
で
保

健
所
が
パ
ン
ク
し
て
、
大
阪

は
全
国
で
最
も
多
く
の
方
が

亡
く
な
り
ま
し
た
。
救
え
る

命
が
救
え
な
く
な
っ
た
の
が

大
阪
で
す
。

岡
野
　
コ
ロ
ナ
死
者
数
が
多

い
の
は
高
齢
者
が
多
い
か
ら

だ
と
言
い
訳
し
た
り
、「
雨

が
っ
ぱ
な
ん
か
で
で
き
る

か
」
と
い
う
市
民
の
声
に

「
な
い
よ
り
ま
し
」
と
言
っ

た
り
。

「
維
新
」は
英
語

で「
王
政
復
古
」

た
つ
み
　
施
設
で
の
ク
ラ
ス

タ
ー
が
出
た
場
合
に
、
別
の

と
こ
ろ
で
治
療
や
療
養
が
で

き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
と

い
う
現
場
の
声
は
聞
か
ず
、

吉
村
知
事
の
口
か
ら
出
た
の

は
イ
ソ
ジ
ン
や
大
阪
ワ
ク
チ

ン
な
ど
思
い
つ
き
ば
か
り
で

て
、
私
も
歴
史
修
正
が
中
核

に
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

岡
野
　
２
０
１
２
年
、
自
民

党
の
改
憲
草
案
が
出
た
時

に
、
日
本
政
治
の
議
論
を
し

て
い
て
、
ネ
オ
リ
ベ
政
党
と

し
て
日
本
維
新
の
会
や
大
阪

維
新
の
会
に
つ
い
て
話
し
た

の
で
す
が
、「
維
新
」
は
英

語
で
「
Ｒ
ｅ
ｓ
ｔ
ｏ
ｒ
ａ
ｔ

ｉ
ｏ
ｎ（
リ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
）」、「
王
政
復
古
」
と
い

う
意
味
だ
と
聞
い
て
、
周
り

の
学
者
・
研
究
者
は
ど
ん
引

た
つ
み
　
話
し
合
い
そ
の
も

の
を
拒
否
し
、
断
絶
す
る
わ

け
で
す
か
ら
、
そ
う
い
う
人

た
ち
が
政
治
を
つ
か
さ
ど
っ

て
、
政
府
を
補
完
し
て
支
え

て
い
る
と
い
う
と
い
う
の

は
、
本
当
に
恐
ろ
し
い
こ
と

で
す
。

岡
野
　
慰
安
婦
問
題
に
関
し

て
は
学
術
上
、
国
際
的
に
は

人
権
問
題
だ
と
さ
れ
て
い

て
、
解
決
で
き
る
の
は
日
本

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
過
ち
は

こ
れ
か
ら
犯
し
ま
せ
ん
と
前

ら
れ
ま
す
。
塾
代
助
成
も
反

対
は
し
ま
せ
ん
が
、
府
立
高

校
を
ど
ん
ど
ん
つ
ぶ
し
、
公

教
育
を
ず
た
ず
た
に
し
て
き

た
こ
と
に
対
し
、
学
び
を
保

障
し
、
塾
に
行
か
な
く
て
も

い
い
公
教
育
に
せ
よ
と
言
い

た
い
で
す
。

岡
野
　
本
当
に
そ
う
で
す

ね
。ジ

ェ
ン
ダ
ー
視

点
を
自
治
体
に

岡
野
　
女
性
の
視
点
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
の
視
点
も
す
ご
く
大

事
で
、
首
長
の
意
思
が
と
て

も
大
き
く
影
響
す
る
と
思
い

ま
す
。

た
つ
み
　
私
が
知
事
に
な
れ

ば
、
大
阪
府
の
政
策
そ
の
も

の
、
意
思
決
定
で
き
る
場
に

女
性
を
登
用
し
、
防
災
対
策

な
ど
も
、
女
性
や
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
ー（
少
数
者
）の
視
点
で

で
き
て
い
る
か
な
ど
、
省
庁

横
断
的
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
政

策
立
案
す
る
部
署
を
つ
く
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

岡
野
　
家
族
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー

の
問
題
は
政
治
の
ど
真
ん
中

に
あ
り
ま
す
。
日
本
の
長
時

間
労
働
を
支
え
て
き
た
の

は
、
女
性
た
ち
に
よ
る
家
事

育
児
や
、
ケ
ア
労
働
を
安
く

抑
え
て
き
た
こ
と
に
あ
る

し
、
こ
ん
な
に
経
済
が
落
ち

込
ん
だ
の
も
、
女
性
の
賃
金

が
安
い
こ
と
や
最
低
賃
金
の

低
さ
に
あ
り
ま
す
。
大
阪
の

公
務
員
の
非
正
規
の
割
合
は

ど
う
で
す
か
？

た
つ
み
　
４
割
で
全
国
で
一

番
多
い
で
す
。

岡
野
　
公
務
員
の
非
正
規
は

根
が
深
い
で
す
。
非
正
規
は

女
性
も
多
い
で
す
。
自
治
体

は
率
先
し
て
正
規
を
増
や
す

と
か
、
契
約
す
る
企
業
に
対

し
て
正
規
採
用
や
女
性
の
雇

用
の
目
標
を
示
す
こ
と
が
必

要
で
す
。

た
つ
み
　
府
の
職
員
は
本

来
、
府
民
の
奉
仕
者
で
す

が
、
生
活
相
談
に
乗
る
職
員

の
収
入
が
生
活
保
護
以
下
だ

っ
た
り
し
ま
す
。
非
正
規
で

不
安
定
な
人
が
、
市
民
の
生

活
に
寄
り
添
っ
て
相
談
を
受

け
ら
れ
る
の
か
と
い
う
問
題

で
す
。

　
知
事
に
な
っ
た
ら
公
契
約

条
例
を
つ
く
り
た
い
。
公
共

事
業
に
関
し
て
は
委
託
し
て

終
わ
り
で
は
な
く
、
そ
こ
で

働
い
て
い
る
労
働
者
に
き
ち

ん
と
一
定
の
給
料
が
保
障
さ

れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
チ
ェ

ッ
ク
し
て
、
中
抜
き
を
許
し

き
し
て
い
ま
し
た
。

人
権
侵
害
解
決

す
る
力
が
な
い

た
つ
み
　
吉
村
市
長
時
代
に

は
、
大
阪
市
が
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
の
慰
安
婦
像
を
巡
っ

て
、
姉
妹
都
市
を
解
消
し
ま

し
た
。

岡
野
　
自
分
た
ち
の
思
い
描

く
社
会
に
合
わ
な
い
も
の
を

敵
視
す
る
と
い
う
恐
ろ
し
さ

を
実
感
し
ま
し
た
ね
。

向
き
に
捉
え
る
こ
と
で
日
本

も
変
わ
っ
て
い
く
は
ず
な
の

に
、
彼
ら
は
そ
う
い
う
こ
と

を
言
わ
れ
る
と
非
難
さ
れ
て

い
る
と
思
う
。
安
倍
さ
ん

（
元
首
相
）も
そ
う
で
し
た
。

　
人
権
問
題
は
個
別
の
犯
罪

と
は
違
い
、
社
会
の
構
造
上

の
差
別
に
よ
っ
て
、
一
部
の

人
た
ち
に
被
害
を
及
ぼ
す
こ

と
で
す
。
慰
安
婦
問
題
を
巡

る
自
民
党
や
維
新
の
対
応

は
、
人
権
侵
害
が
あ
っ
た
と

き
に
解
決
す
る
力
が
な
い
国

で
あ
り
、
大
阪
だ
と
い
う
こ

と
を
示
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。

た
つ
み
　
維
新
は
政
策
的
に

も
安
倍
政
権
に
共
鳴
し
て
い

た
部
分
が
す
ご
く
あ
り
ま
し

た
。
森
友
学
園
が
軍
国
主
義

の
小
学
校
を
つ
く
ろ
う
と
し

た
時
も
、
大
阪
府
が
規
制
緩

和
し
て
認
可
し
、
下
野
し
て

い
た
安
倍
氏
が
、
大
阪
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
府
の
教
育
基

本
条
例
を
礼
賛
し
ま
し
た
。

テ
ス
ト
の
結
果

を
賃
金
に
反
映

岡
野
　
大
阪
は
子
ど
も
の
貧

困
率
も
高
い
で
す
よ
ね
。
学

力
問
題
も
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
困
難
な
家
庭
が
多
い
こ

と
も
背
景
に
あ
る
と
思
い
ま

す
。

た
つ
み
　
大
阪
市
で
は
吉
村

市
長
の
時
に
、
全
国
学
力
テ

ス
ト
の
点
数
が
悪
い
か
ら
、

点
数
の
悪
い
先
生
の
給
料
を

下
げ
よ
う
と
し
ま
し
た
。

岡
野
　
そ
れ
は
ひ
ど
い
。
成

績
が
悪
い
と
こ
ろ
の
先
生
を

増
や
す
と
い
う
の
な
ら
分
か

り
ま
す
が
、
で
き
な
い
子
ど

も 

た
ち
を
持
つ
先
生
に
罰

則
を
つ
け
る
の
は
お
か
し

い
。

　
私
の
や
っ
て
い
る
研
究
で

す
が
、
重
病
の
人
を
診
る
お

医
者
さ
ん
は
一
番
重
労
働
で

手
当
も
大
き
い
は
ず
で
す

が
、
も
し
死
を
目
前
に
し
て

い
る
患
者
を
診
る
医
者
の
給

料
を
減
ら
せ
ば
、
助
か
る
命

も
助
か
ら
な
い
ん
で
す
ね
。

教
育
現
場
で
も
同
じ
で
す
。

困
難
な
子
た
ち
を
教
え
る
ほ

う
が
高
い
専
門
性
を
問
わ
れ

る
し
、
時
間
も
か
か
る
ん
で

す
。

た
つ
み
　
学
力
が
低
い
こ
と

を
問
題
に
す
る
な
ら
、
子
ど

も
た
ち
が
困
難
を
抱
え
て
勉

強
で
き
な
い
環
境
を
解
決
す

る
こ
と
が
大
事
で
、
先
生
に

気
兼
ね
な
く
聞
け
る
少
人
数

学
級
に
す
る
こ
と
こ
そ
求
め

ま
せ
ん
。

住
民
の
た
め
働

け
る
公
務
員
に

岡
野
　
今
の
府
の
職
員
も
働

き
づ
ら
い
と
思
っ
て
い
る
だ

ろ
う
し
、
良
心
の
あ
る
人
た

ち
が
す
ご
く
つ
ら
い
思
い
を

し
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と

想
像
し
ま
す
。

　
住
民
の
た
め
に
働
く
と
い

う
意
識
で
公
務
員
に
な
っ
た

人
が
多
い
は
ず
。
首
長
が
変

わ
る
と
働
き
方
も
変
わ
る
だ

ろ
う
し
、
府
庁
の
雰
囲
気
も

変
わ
る
と
思
い
ま
す
。

た
つ
み
　
２
０
０
８
年
に
当

選
し
た
橋
下
知
事（
当
時
）

は
、
一
番
最
初
の
訓
示
で
職

員
に
、
破
産
会
社
の
従
業
員

だ
か
ら
給
料
を
下
げ
ら
れ
て

も
文
句
を
言
う
な
と
言
い
ま

し
た
。

　
先
日
、
黒
田
府
政
の
時

に
、
府
の
職
員
を
さ
れ
て
い

た
方
か
ら
、
黒
田
了
一
知
事

が
一
番
最
初
に
「
皆
さ
ん
は

僕
の
ほ
う
で
は
な
く
、
府
民

の
ほ
う
を
向
い
て
働
い
て
ほ

し
い
」
と
言
わ
れ
て
う
れ
し

か
っ
た
、
働
く
励
み
に
な
っ

た
と
聞
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
維
新
政
治
で

府
の
職
員
は
、
知
事
の
ほ
う

ば
か
り
向
い
て
仕
事
を
せ
ざ

る
を
得
な
い
人
が
少
な
く
な

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
維
新

政
治
で
職
場
の
余
裕
も
奪
わ

れ
ま
し
た
。

　
僕
が
知
事
に
な
っ
た
ら
、

非
正
規
や
分
断
で
は
な
く
、

職
場
に
余
裕
を
取
り
戻
し

て
、
府
民
に
奉
仕
す
る
職
員

と
し
て
い
き
い
き
と
力
を
発

揮
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
学
童
保
育
や

支
援
学
校
、
虐
待
に
対
応
す

る
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の

充
実
な
ど
に
も
光
が
当
た

り
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
に
も

光
が
当
た
る
政
治
を
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

岡
野
　
本
当
に
こ
う
い
う
方

が
自
分
た
ち
の
代
表
だ
っ
た

ら
、
と
お
話
し
て
い
て
思
い

ま
し
た
。

　
10
年
以
上
に
わ
た
る
維
新

政
治
の
成
果
は
い
っ
た
い
何

な
の
か
、
大
阪
の
皆
さ
ん
に

じ
っ
く
り
振
り
返
っ
て
ほ
し

い
で
す
ね
。

た
つ
み
　
有
権
者
の
中
に
維

新
へ
の
期
待
や
幻
想
が
あ
る

中
で
、
維
新
政
治
の
問
題
点

と
共
に
、
新
し
い
大
阪
を
ど

う
つ
く
る
か
伝
え
な
が
ら
、

全
力
を
尽
く
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

ま
す
が
、
吉
村
知
事
か
ら
も

松
井
市
長
か
ら
も
、
今
何
が

問
題
に
な
っ
て
い
る
か
と

か
、
反
省
の
弁
を
聞
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
謝
ら
な
い
と
い
う
の
は
歴

史
修
正
主
義
と
す
ご
く
似
て

い
ま
す
。
認
め
た
く
な
い
か

ら
な
か
っ
た
こ
と
に
し
て
、

強
が
っ
て
、
お
か
し
い
と
指

摘
す
る
人
を
攻
撃
す
る
と
い

う
の
を
、
一
貫
し
て
維
新
に

は
感
じ
ま
す
。

た
つ
み
　
維
新
の
体
質
と
し

　
東
除
川
に
架
か
る
高
鷲
橋
を
渡
る

と
、
羽
曳
野
市
島
泉
に
入
り
ま
す
。

同
市
内
に
は
、
街
道
を
顕
彰
す
る
標

識
の
ほ
か
、
史
跡
や
文
化
財
の
説
明

板
、
そ
れ
ら
の
所
在
地
へ
の
方
向
と

現
在
地
か
ら
の
距
離
を
案
内
す
る
標

柱
な
ど
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
高
鷲
橋
の
東
詰
め
、
島
泉
４
丁
目

の
道
沿
い
に
建
つ
標
柱
に
は
、「
こ

こ
は
長
尾
街
道
　
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｏ
―
Ｋ

Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
　
Ｒ
Ｏ
Ａ
Ｄ
」
の
文
字
。

同
市
特
産
の
ブ
ド
ウ
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
つ
ぶ
た
ん
」
が
旅
姿
で
歩
く
イ
ラ

ス
ト
の
下
に
、「
↓
松
原
市
０
・
９

㎞
／
↑
吉
村
家
住
宅
０
・
３
㎞
」
と

記
し
て
い
ま
す
。

　
標
柱
か
ら
東
へ
歩
く
と
、
道
の
左

手
は
島
泉
５
丁
目
。
街
道
か
ら
少
し

北
に
入
っ
た
静
か
な
旧
集
落
内
に
、

吉
村
家
住
宅（
個
人
宅
）が
あ
り
ま

す
。
吉
村
家
は
江
戸
時
代
中
期
以

降
、
近
在
18
カ
村
の
大
庄
屋
を
務
め

た
豪
農
。
大
坂
夏
の
陣（
１
６
１
５

年
）
で
そ
れ
ま
で
の
建
物
を
焼
失

し
、
直
後
に
再
建
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
広
大
な
敷
地（
５
２
８
０
平
方
㍍
）

内
に
あ
る
主
屋（
18
世
紀
に
改
築
）は

１
９
３
７
年
、
民
家
と
し
て
は
日
本

で
初
め
て
国
宝
に
指
定
さ
れ
、
１
９

５
０
年
に
重
要
文
化
財
に
再
指
定
。

51
年
か
ら
53
年
に
か
け
て
解
体
復
元

修
理
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
表
門（
寛

政
10
＝
１
７
９
８
年
）と
、
土
蔵（
18

世
紀
前
半
）も
１
９
６
５
年
に
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
吉
村
家
住
宅
か
ら
街
道
に
戻
り
、

羽
曳
野
島
泉
郵
便
局
の
前
を
過
ぎ
て

先
へ
進
み
ま
す
。（
続
く
）

長
尾
街
道
⑩

 

羽
曳
野
市（
そ
の
１
）
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儲
け
主
義
こ
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大
阪
モ
デ
ル
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、
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奉
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取
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　ん
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（
８
・
０
％
）を
得
た
も
の

の
、
及
び
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
ご
支
持
ご
支
援
を
い
た
だ

い
た
み
な
さ
ん
、
と
も
に
勝

利
を
め
ざ
し
て
活
動
さ
れ
た

す
べ
て
の
み
な
さ
ん
、「
明

る
い
会
」
の
す
べ
て
の
構
成

（
１
）

　
４
月
９
日
投
開
票
の
知
事

選
挙
で
は
、
明
る
い
民
主
大

阪
府
政
を
つ
く
る
会
が
擁
立

し
た
、
た
つ
み
コ
ー
タ
ロ
ー

候
補
は
、
26
万
３
３
５
５
票

上
げ
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
明
る
い
民
主
大
阪
府
政
を

つ
く
る
会
の
知
事
候
補
と
し

て
全
力
で
奮
闘
し
た
、
た
つ

み
コ
ー
タ
ロ
ー
氏
が
、
記
者

会
見（
９
日
、
大
阪
市
北
区

内
）で
行
っ
た
あ
い
さ
つ（
要

旨
）を
紹
介
し
ま
す
。

◇

　
お
集
ま
り
い
た
だ
い
た
支

援
者
の
皆
さ
ん
、
明
る
い
会

の
団
体
の
皆
さ
ん
、
ス
タ
ッ

フ
の
皆
さ
ん
。
こ
の
選
挙
期

間
中
、
一
緒
に
新
し
い
大
阪

を
つ
く
ろ
う
と
声
を
上
げ
、

行
動
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と

に
、
心
か
ら
の
感
謝
を
申
し

対
策
、
高
す
ぎ
る
国
保
料
の

引
き
下
げ
と
と
も
に
、「
グ

リ
ー
ン
・
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー

ル
」
と
い
う
成
長
と
雇
用
を

増
や
す
対
案
を
示
し
ま
し

た
。

　
教
育
問
題
で
は
、「
教
育

無
償
化
は
当
然
の
こ
と
、
問

題
解
決
に
は
先
生
を
増
や

し
、
少
人
数
学
級
の
実
現

で
、
子
ど
も
に
寄
り
添
う
教

育
を
」
と
主
張
し
、
大
阪
の

教
育
の
ひ
ど
い
実
態
を
示
し

て
、
そ
の
転
換
策
を
提
起
し

ま
し
た
。
こ
う
し
た
主
張

は
、
今
後
の
大
阪
の
進
む
べ

き
方
向
を
明
る
く
照
ら
す
も

送
り
ま
す
。（

２
）

　「
明
る
い
会
」
と
し
て

は
、
12
年
ぶ
り
に
独
自
候
補

を
擁
立
し
て
知
事
選
挙
を
た

た
か
い
ま
し
た
。
た
つ
み
コ

事
候
補
が
務
ま
る
の
か
と
、

正
直
思
い
ま
し
た
が
、
皆
さ

た
。
大
阪
の
矛
盾
は
解
消
さ

れ
る
こ
と
は
な
く
、
ま
す
ま

す
拡
大
す
る
こ
と
は
明
ら
か

で
す
。

（
４
）

　「
明
る
い
会
」
の
活
動
に

は
、
た
つ
み
コ
ー
タ
ロ
ー
候

補
を
先
頭
に
と
り
く
ん
だ

「
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
」や
「
ほ
っ

と
カ
フ
ェ
」、
多
様
な
府
民

と
双
方
向
で
つ
く
り
あ
げ
た

「
レ
イ
ン
ボ
ー
・
プ
ラ
ン
」、

重
点
を
鮮
明
に
し
た
「
会
」

機
関
紙
の
発
行
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

活
用
な
ど
、「
＃
た
つ
み
コ

ー
タ
ロ
ー
と
つ
く
る
」
を
合

言
葉
に
し
て
、
新
た
な
前
進

面
が
あ
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、「
明
る
い
会
」

と
し
て
、
選
挙
本
番
体
制
へ

迅
速
な
確
立
と
と
も
に
、
維

新
支
持
者
や
支
持
な
し
層
に

働
き
か
け
る
日
常
的
な
活
動

の
強
化
な
ど
課
題
が
浮
き
彫

り
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
総
括
に
あ
た

り
、
広
く
支
持
者
や
府
民
の

み
な
さ
ん
の
声
、
各
団
体
・

地
域
連
絡
会
の
意
見
を
集
め

て
、
い
っ
そ
う
前
に
進
め
て

い
く
決
意
で
す
。

（
５
）

　
選
挙
戦
で
示
さ
れ
た
各
種

世
論
調
査
に
お
い
て
も
、

「
カ
ジ
ノ
誘
致
」
に
つ
い

て
、
お
よ
そ
府
民
合
意
を
得

て
い
ま
せ
ん
。
維
新
が
争
点

を
そ
ら
す
も
と
で
、
こ
の
選

挙
で
「
民
意
を
得
た
」
と
は

到
底
言
え
ず
、
こ
の
ま
ま

「
カ
ジ
ノ
誘
致
」
に
突
き
進

む
こ
と
は
断
じ
て
許
さ
れ
ま

せ
ん
。
引
き
続
き
、
世
論
と

運
動
を
大
き
く
広
げ
、
カ
ジ

ノ
誘
致
ス
ト
ッ
プ
に
全
力
で

取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
新
し
い
大
阪
府
・

市
政
に
は
、
コ
ロ
ナ
対
策
、

物
価
対
策
、
国
保
負
担
増
問

題
、
教
育
問
題
な
ど
、
今
回

の
選
挙
戦
で
い
っ
そ
う
浮
き

彫
り
に
な
っ
た
課
題
が
山
積

し
て
い
ま
す
。

　
国
政
で
も
、「
大
軍
拡
路

線
」
に
加
担
す
る
維
新
の
姿

が
い
っ
そ
う
明
ら
か
に
な

り
、
維
新
を
支
持
し
た
府
民

と
の
矛
盾
が
露
わ
に
な
る
の

も
確
実
で
す
。

　
私
た
ち
「
明
る
い
会
」

は
、
維
新
政
治
に
対
し
て
真

正
面
か
ら
の
た
た
か
い
を
さ

ら
に
大
き
く
展
開
し
、
知
事

選
で
掲
げ
た
府
民
要
求
や
政

策
の
実
現
へ
、
広
範
な
府
民

の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
進
め

る
も
の
で
す
。

と
議
論
し
ま
し
た
が
、
吉
村

さ
ん
は
正
直
言
っ
て
、
カ
ジ

ノ
の
問
題
で
は
、
こ
ち
ら
の

問
い
に
は
一
切
答
え
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
吉
村
さ
ん
や
維
新
は
当

初
、
カ
ジ
ノ
を
核
と
す
る
統

合
型
リ
ゾ
ー
ト（
Ｉ
Ｒ
）
は

「
争
点
に
し
な
い
」
と
言
っ

て
い
ま
し
た
。
私
た
ち
が
カ

ジ
ノ
を
最
大
の
争
点
に
し
て

い
く
中
で
、
彼
ら
も
カ
ジ
ノ

に
つ
い
て
言
わ
ざ
る
を
得
な

く
な
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が

彼
ら
が
言
う
の
は
「
カ
ジ
ノ

の
面
積
は（
Ｉ
Ｒ
の
）た
っ
た

３
％
し
か
な
い
」
な
ど
中
身

の
な
い
話
。
３
％
の
面
積
で

８
割
の
収
益
を
稼
ぎ
出
す
カ

ジ
ノ
な
く
し
て
Ｉ
Ｒ
は
あ
り

得
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
突
か
れ

た
ら
、
も
う
何
も
言
え
な
く

な
る
の
で
す
。

　
彼
ら
は
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存

症
の
問
題
を
あ
ま
り
に
も
軽

く
考
え
て
い
る
。
依
存
症
対

策
を
や
る
と
言
う
な
ら
、
カ

ジ
ノ
を
造
ら
な
い
の
が
一
番

の
対
策
だ
と
い
う
、
当
た
り

前
の
シ
ン
プ
ル
な
、
私
た
ち

の
訴
え
は
、
多
く
の
府
民
の

心
を
捉
え
た
と
思
い
ま
す
。

不
当
値
下
げ
で

府
民
欺
く
も
の

　
初
め
は
、
女
性
の
方
に
カ

％
」「
依
存
症
対
策
を
進
め
る

の
で
問
題
な
い
」
な
ど
と
逃

げ
る
姿
勢
に
終
始
し
、「
リ

ス
ク
は
あ
る
が
、
何
も
し
な

い
の
は
無
責
任
」
と
居
直
り

に
転
じ
ま
し
た
。

　「
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
」
に

つ
い
て
、
た
つ
み
候
補
が
保

健
・
医
療
体
制
の
削
減
か
ら

「
拡
充
へ
の
転
換
」
を
根
本

問
題
と
し
て
提
起
し
ま
し

た
。
維
新
は
、
全
国
一
の
コ

ロ
ナ
感
染
死
者
を
生
み
出
し

た
実
態
も
、
そ
の
検
証
も
、

今
後
の
対
策
も
、
ま
っ
た
く

触
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
た
つ
み
候
補
は
、
物
価
高

団
体
・
構
成
員
の
み
な
さ
ん

に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
そ
し
て
何
よ
り
も
困
難

を
い
と
わ
ず
、
知
事
候
補
者

と
し
て
敢
然
と
奮
闘
さ
れ

た
、
た
つ
み
コ
ー
タ
ロ
ー
さ

ん
に
心
よ
り
敬
意
と
感
謝
を

　
私
自
身
、
初
め
て
の
知
事

選
で
し
た
。
初
め
は
私
に
知

な
る
宣
伝
を
す
る
始
末
で

す
。
大
阪
市
議
選
で
の
大
量

の
立
候
補
を
は
じ
め
、
維
新

が
総
力
あ
げ
た
組
織
戦
で
の

攻
勢
や
長
年
に
わ
た
る
メ
デ

ィ
ア
の
た
れ
流
し
、
自
民
党

な
ど
が
正
面
か
ら
反
撃
で
き

な
い
で
い
る
こ
と
も
相
ま
っ

て
、
こ
う
し
た
「
虚
構
の
土

俵
」
は
今
な
お
広
く
沈
殿
し

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
も
と

で
、
吉
村
知
事
と
横
山
氏
が

市
長
選
で
勝
利
し
、
府
議
会

・
大
阪
市
議
会
過
半
数
議
席

を
得
た
こ
と
は
、
大
阪
の
前

途
に
新
た
な
困
難
と
障
害
を

も
た
ら
す
こ
と
に
な
り
ま
し

重
点
公
約
「
レ
イ
ン
ボ
ー
・

プ
ラ
ン
」
は
、
訴
え
る
ご
と

に
支
持
と
共
感
を
広
げ
て
き

た
と
実
感
し
ま
す
。
こ
れ
は

大
阪
に
と
ど
ま
ら
ず
、
全
国

に
共
感
を
広
げ
ま
し
た
。

　
数
百
回
に
な
る
か
と
思
い

ま
す
が
、
ス
ポ
ッ
ト
演
説
を

や
る
と
必
ず
、「
自
分
は
大

阪（
府
民
）で
は
な
い
け
れ
ど

も
」
と
他
府
県
か
ら
支
援
に

駆
け
付
け
、「
大
阪
に
友
人

も
い
る
の
で
広
げ
ま
す
」
と

い
う
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
大
阪
で
維
新
の
会
に
よ
っ

て
ゆ
が
め
ら
れ
て
い
る
政

治
、
踏
み
つ
け
ら
れ
て
い
る

民
意
が
、
大
阪
に
と
ど
ま
ら

ず
、
全
国
に
広
が
り
つ
つ
あ

り
、
そ
れ
を
こ
の
大
阪
で
変

え
て
ほ
し
い
、
ス
ト
ッ
プ
し

て
ほ
し
い
と
の
思
い
か
ら
、

大
阪
の
私
た
ち
の
た
た
か
い

に
注
目
し
て
い
た
だ
い
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

カ
ジ
ノ
問
題
で

問
い
に
答
え
ず

　
テ
レ
ビ
の
討
論
会
で
、
何

度
か
吉
村（
洋
文
知
事
）さ
ん

の
に
な
り
ま
し
た
。

（
３
）

　
維
新
が
府
政
の
焦
点
と
な

る
大
問
題
で
は
、
ま
と
も
に

論
戦
に
応
じ
る
こ
と
な
く
、

ご
ま
か
し
と
守
勢
に
陥
り
ま

し
た
。
争
点
を
そ
ら
す
た
め

に
、「
過
去
の
大
阪
に
戻
す

か
、
前
に
す
す
め
る
か
」
と

い
う
「
虚
構
の
土
俵
」
を
持

ち
出
し
、「
府
市
一
体
で
大

阪
を
成
長
さ
せ
た
」「
身
を
切

る
改
革
で
財
政
を
立
て
直
し

た
」「
相
手
は
自
民
か
ら
共
産

ま
で
一
人
の
候
補
者
を
推
し

て
い
る
」
な
ど
、
事
実
と
異

ー
タ
ロ
ー
候
補
を
先
頭
に
、

「
維
新
府
政
」
と
真
正
面
か

ら
対
決
し
、
転
換
す
べ
き
政

策
を
示
し
た
わ
か
り
や
す
い

論
戦
で
、
多
く
の
府
民
に
響

く
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

　
最
大
の
焦
点
と
な
っ
た

「
カ
ジ
ノ（
Ｉ
Ｒ
）」
問
題
で

は
、
維
新
は
当
初
か
ら
「
争

点
外
し
」
を
決
め
込
ん
で
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
た
つ
み

候
補
が
テ
レ
ビ
討
論
な
ど

で
、「
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症

問
題
」「
７
８
８
億
円
の
公
金

支
出
」「
安
す
ぎ
る
賃
料
疑

惑
」
を
厳
し
く
追
及
す
る

と
、「
面
積
は
Ｉ
Ｒ
の
３

ん
の
支
援
が
あ
り
、
こ
の
大

阪
を
本
当
に
変
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
の
思
い
を
強
め

ま
し
た
。

訴
え
る
ご
と
に

広
が
っ
た
共
感

　
私
た
ち
明
る
い
会
が
つ
く

り
上
げ
た
、
大
阪
を
変
え
る

ジ
ノ
反
対
が
多
い
と
い
う
感

触
で
し
た
が
、
日
を
追
う
ご

と
に
男
女
関
係
な
く
若
い
方

も
含
め
て
、「
カ
ジ
ノ
問
題
は

え
ら
い
こ
と
だ
」
と
い
う
認

識
を
深
め
て
い
た
だ
い
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
同
時
に
、
私
た
ち
が
明
ら

か
に
し
て
き
た
カ
ジ
ノ
用
地

の
賃
料
の
不
動
産
鑑
定
を
巡

る
談
合
疑
惑
と
、
不
当
値
下

げ
の
問
題
で
す
。
吉
村
さ
ん

は
テ
レ
ビ
討
論
で
、「（
大
阪

市
の
不
動
産
鑑
定
）審
議
会

で
妥
当
だ
と
認
め
ら
れ
た
」

と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ

れ
は
事
実
と
違
い
ま
す
。

　「
Ｉ
Ｒ
を
考
慮
外
」
と
し

て
賃
料
を
低
く
し
た
こ
と

や
、
鑑
定
業
者
４
社
の
う
ち

３
社
が
ぴ
た
り
と
一
致
し
た

鑑
定
評
価
を
出
し
た
こ
と

は
、
審
議
会
で
議
論
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
そ
れ
な
の
に
審

議
会
で
認
め
ら
れ
た
と
言
う

こ
と
は
、
府
民
を
欺
く
も
の

で
す
。
府
民
は
こ
う
い
う
で

た
ら
め
を
絶
対
に
許
さ
な
い

と
い
う
た
た
か
い
を
広
げ
、

カ
ジ
ノ
を
認
定
さ
せ
な
い
た

め
、
引
き
続
き
私
も
一
緒
に

た
た
か
っ
て
い
き
ま
す
。

訴
え
で
掲
げ
た

新
た
な
選
択
肢

　
私
が
訴
え
た
公
務
現
場
の

苦
境
、
疲
弊
も
、
大
き
く
共

感
を
広
げ
た
と
実
感
し
て
い

ま
す
。
10
年
前
な
ら
、
お
そ

ら
く
こ
う
い
う
響
き
方
は
な

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

が
響
い
た
の
は
、
維
新
政
治

の
下
で
ど
れ
だ
け
公
務
現
場

の
人
た
ち
が
切
り
捨
て
ら
れ

て
き
た
の
か
を
示
す
も
の
で

す
。

　
現
役
の
教
員
の
方
か
ら
メ

ー
ル
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
本
当
に
現
場
は
疲
弊
し
て

い
る
。
テ
ス
ト
、
テ
ス
ト
で

が
ん
じ
が
ら
め
に
す
る
。
教

員
は
テ
ス
ト
の
点
数
を
上
げ

る
た
め
に
、
き
ゅ
う
き
ゅ
う

と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
。
私
が
訴
え
た
少
人
数
学

級
の
実
現
や
、
正
規
の
教
員

を
増
や
す
こ
と
も
、
こ
れ
か

ら
の
論
戦
、
次
の
た
た
か
い

に
生
き
て
く
る
と
思
い
ま

す
。

　
カ
ジ
ノ
で
は
な
く
、「
グ

リ
ー
ン
革
命
」
と
い
う
新
た

な
選
択
肢
が
あ
る
こ
と
も
訴

え
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
で
大
阪

が（
人
口
比
で
）東
京
の
１
・

７
倍
も
の
死
者
を
出
し
た
の

は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク（
公
共
）そ

の
も
の
が
削
ら
れ
た
こ
と
に

よ
る
失
政
。
こ
の
こ
と
も
論

戦
で
多
く
の
府
民
の
皆
さ
ん

に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
と

思
い
ま
す
。

　
今
回
、
吉
村
さ
ん
が
勝
利

し
ま
し
た
が
、
論
戦
で
は
何

一
つ
彼
は
勝
っ
て
い
ま
せ

ん
。
私
た
ち
が
す
べ
て
勝
利

し
ま
し
た
。
こ
の
論
戦
は
、

こ
れ
か
ら
の
た
た
か
い
に
つ

な
が
り
ま
す
。
勝
利
で
き
な

か
っ
た
の
は
私
の
力
不
足
も

あ
り
ま
す
が
、
顔
を
上
げ
、

維
新
政
治
を
終
わ
ら
せ
る
新

た
な
た
た
か
い
へ
、
確
か
な

一
歩
を
築
い
た
と
思
い
ま

す
。
意
気
軒
高
に
、
引
き
続

き
た
た
か
っ
て
い
き
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
石
川
橋
を
渡
っ
て
柏
原
市
に
入

っ
た
街
道
は
、
し
ば
ら
く
府
道
12
号

堺
大
和
高
田
線
と
重
な
り
、
同
市
石

川
町
か
ら
片
山
町
へ
と
続
き
ま

す
。
途
中
、
府
道
か
ら
右（
南
）へ
街

道
の
道
筋
が
わ
ず
か
に
残
存
。
進
行

方
向
に
玉
手
山
丘
陵
が
迫
り
、
そ
の

斜
面
に
住
宅
地
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
玉
手
山
丘
陵
に
は
玉
山
古
墳
群
が

あ
る
と
共
に
、
大
坂
夏
の
陣（
１
６

１
５
年
）の
古
戦
場
と
し
て
も
知
ら

れ
ま
す
。「
片
山
東
」
の
信
号
で
府

道
12
号
を
渡
る
と
、
片
山
町
に
街
道

の
道
筋
が
復
活
。
大
和
川
の
堤
防
上

を
進
み
、
近
鉄
大
阪
線
の
踏
切
を
過

ぎ
て
国
豊（
く
に
と
よ
）橋
の
南
詰
に

出
ま
す
。

　
こ
の
付
近
、
国
分
本
町
１
丁
目
で

街
道
は
国
道
25
号
で
断
ち
切
ら
れ
ま

す
が
、
国
道
の
東
で
道
筋
が
復
活
し

ま
す
。
西
町
地
蔵
尊
の
小
堂
が
あ
る

国
分
本
町
１
丁
目
か
ら
３
丁
目
、
４

丁
目
へ
と
直
進
。
小
堂
の
そ
ば
に

「
西
町
地
蔵
尊
」の
石
碑
と
「
奈
良
街

道（
国
分
村
）」
の
顕
彰
碑（
柏
原
市

教
委
、
２
０
０
８
年
）が
あ
り
ま
す
。

　
奈
良
街
道
は
大
和
川
左
岸
を
東
へ

進
む
道
。
大
阪
府
教
委
『
歴
史
の
道

調
査
報
告
書
　
長
尾
街
道
・
竹
内
街

道
』（
１
９
８
８
年
）が
、
国
分
か
ら

大
和
へ
抜
け
る
道
と
し
て
挙
げ
て
い

る
の
は
、
こ
の
奈
良
街
道
な
ど
４
つ

の
経
路
。
長
尾
街
道
は
こ
れ
か
ら

先
、
奈
良
県
香
芝
市
田
尻
へ
と
向
か

う
「
田
尻
越
」
で
す
。

　
国
分
本
町
４
丁
目
の
左
手（
北
側
）

に
古
民
家
を
地
域
交
流
の
場
に
生
か

し
た
「
問
屋
場
亭
」
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
近
く
の
辻
で
右（
南
）へ
折
れ
ま

す
。（
続
く
）

長
尾
街
道
⑮

 

柏
原
市（
そ
の
１
）

―110―

大
阪
の
街
道
を
歩
く柏原市国分本町に通じる長尾街道。「奈良街道（国分村）」の顕彰碑

は、かつて国分村や柏原村が「在郷町」と呼ばれたことを紹介。米
相場が立ち、舟運業の国分船や柏原船などを営む商家や職人が街道
筋に店を構え、町場を形成したと記します。

続

西
町
地
蔵
尊

玉
手
山
遺
跡

大坂夏の陣
古戦場跡

大
和
川

長尾街道

文

近
鉄
道
明
寺
線

近
鉄
大
阪
線 国豊橋

国道25 号府道12 号 片山東

JR大和路線
高井田

河
内
国
分

原
川

問
屋
場
亭

石川橋

玉
手
浄
水
場

石
川

藤
井
寺
市

柏原市

沿道に在郷町の面影を残す
西
町
地
蔵
尊
の
碑
と
街
道
顕
彰
碑

維
新
政
治
を
終
わ
ら
せ
る 

　

　

 

た
た
か
い
の
一
歩
築
い
た

知
事
選
終
え
明
る
い
会
が
記
者
会
見

た
つ
み
氏
が
あ
い
さ
つ

　
明
る
い
民
主
大
阪
府
政
を
つ
く
る
会（
明
る
い
会
）の
常
任
幹
事
会
が
10
日
発
表
し
た
大
阪
府
知
事
選
挙

の
結
果
に
つ
い
て
の
声
明
は
次
の
通
り
で
す
。

大
阪
府
知
事
選
の
結
果
に
つ
い
て
の

「
明
る
い
会
」常
任
幹
事
会
声
明

記
者
会
見
で
た
た
か
い
を

振
り
返
る
、
た
つ
み
氏
＝

９
日
、
大
阪
市
北
区
内

大阪民主新報（2月5日）

大阪民主新報（2月12日）

大阪民主新報（3月12日）

大阪民主新報（4月16日）



編集後記

　たつみコータロー氏の知事選出馬表明は、投票日

まで３カ月に迫った１月７日。「待っていました」、「独

自候補擁立で我々の要求を前面にたたかえる」な

ど、期待の声が広がりました。

　前年の参院選で、たつみ氏の人柄や訴えに共感

した若者たちの集まり、「たつみコータロー応援

チーム」のメンバーが「明るい会」を訪問され知事選

に向けて意見交換しました。インターネットを使っ

た同時配信での宣伝行動もはじまり、たつみ氏の

訴えに共感や、「何を言ってるか聞いてみよ」と人の

輪が広がり、宣伝後には、カンパ箱の前で列をなし

たこともありました。

　「明るい会」が、候補者を擁立して知事選をたたか

うのは１２年ぶり。確認団体の届けなど、選挙管理

委員会への届出書類、演説会や宣伝物など手続き

面だけでも手探り状態からのスタートでした。とりわ

け選挙事務所探しが難航、もうすぐ３月になろうかと

いうときに、「大阪グリーン会館」の１階が空くと聞

き、ようやく事務所を開設。投票日１カ月前、３月１０

日の事務所開きに間に合いました。ここは以後、

「ほっとカフェ」の配信基地、ボランティアのみなさん

が集まってビラ折りや証紙貼りをしていただく場所な

どとしても活躍することとなりました。

　通信機器などＳＮＳを巡る環境は、大きく変化し

ています。ほとんどの人がスマホを手にするようにな

り、文字や写真の情報だけでなく、ライブでの映像

が流れ、それを繰り返し観ることもでき、観た人は、

それを拡散…。１人の閲覧は、街頭でビラを受け取っ

てくれたのと同じような効果があり、しかも、朝昼夜

を問わない、などと教えてもらい、ＳＮＳは初めてとい

う人も果敢に取り組みました。

写真提供／大阪民主新報

　教育や環境の問題などをテーマに、各界の人たち

とたつみ氏が語り合う「ほっとカフェ」を毎週配信。

全長８メートル５５センチのトラックに大型ビジョン

を搭載した「ビジョンカー」も登場しました。都構想

をめぐる住民投票でも威力を発揮しましたが、大型

ビジョンには候補者や宣伝の様子を映し出すだけで

なく、グラフや表、イラストも映し出すことが可能で、

たつみ候補の話の中身をより分かりやすくするアシス

トの役割をいかんなく発揮しました。

　毎週の府内統一宣伝にも取り組める週刊ビラの

発行。ビラを手渡し、そしてシール投票に誘って対

話、路地裏で訴えての対話。対面での対話、電話で

の肉声の対話も大きな力を発揮しました。

　地域連絡会など各地で、手作りの宣伝グッズもお

目見えし、府政転換への熱い思いも感じました。

　新しい試みも含めて、力を合わせて取り組みまし

たが、結果は及びませんでした。しかし、カジノ問題

を大きな争点に浮上させ、コロナ対策や教育などの

論戦は選挙戦に影響を与え、「グリーンニューディー

ル」の訴えは、環境問題に関心を持つ方々に党派を

超えて届いたと思っています。

　記録集を発行するにあたり、確認書や政策協定、

知事選総括などとともに、写真と日誌で、出馬表明

後の取り組みを追い、機関紙(ビラ)やポスター、のぼ

り、政策パンフレットなどの発行物を、十分とは言え

ませんが、必要と思われる記録を掲載しました。

　命と暮らしが最優先される、府民が主人公の府政

へ。「次」につながる足がかりになれば幸いです。

２０２３年１０月 記録集編集委員会
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